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1倉敷市第七次総合計画について 
1-1 総合計画とは 

 

総合計画は、わたしたちのまち倉敷市のめざす将来像とその実現に向けた施策を表したもので、

まちづくりの指針となるものです。倉敷市では、昭和４５（１９７０）年以来、これまでに六次に

わたり総合計画を策定し、まちづくりの施策を進めてきました。 

 

昭和４５（１９７０）年度～昭和５０（１９７５）年度 倉敷市振興計画（昭和４５（１９７０）年８月策定） 

昭和５１（１９７６）年度～昭和５５（１９８０）年度 倉敷市新総合計画（昭和５１（１９７６）年１２月策定） 

昭和５６（１９８１）年度～平成 ２（１９９０）年度 倉敷市第三次総合計画（昭和５６（１９８１）年１2 月策定） 

平成 ３（１９９１）年度～平成１２（２０００）年度 倉敷市第四次総合計画（平成３（１９９１）年３月策定） 

 新時代を拓く交流と共鳴の舞台「倉敷」 

平成１３（２００１）年度～平成２２（２０１０）年度 倉敷市第五次総合計画（平成１３（２００１）年３月策定） 

 市民と創るこころゆたかな倉敷の未来 

平成２３（２０１１）年度～令和 ２（２０２０）年度 倉敷市第六次総合計画（平成２３（２０１１）年３月策定） 

 自然のめぐみとひとの豊かさで個性きらめく倉敷 

 

総合計画の策定については地方自治法により定められていましたが、平成２３（２０１１）年５

月の法改正によって策定義務はなくなり、各自治体において判断できることになりました。 

現在、倉敷市では、人口減少に対応するための地方創生への取組やＳＤＧｓ（３ページ参照）の

推進、そして、何よりも平成３０年７月豪雨による未曾有の大災害からの一日も早い復興という大

きな課題に向きあい、取組を進めています。また、新型コロナウイルスなどの新たな脅威からも市

民生活を守り、活力ある未来へとつなげていかなければなりません。 

そのため、今後の１０年間（令和３（２０２１）年度～令和１２（２０３０）年度）を区切りと

して、新たな倉敷市のまちづくりの指針が必要であると考え、「倉敷市第七次総合計画」を策定す

ることとしました。 

 

1-2 計画の特色 
 

（１）「将来像」と「めざすまちの姿」の実現に向けてわかりやすい総合計画 
子どもから高齢の方まで、どの世代にも望まれるような「倉敷市のめざす将来像」と「めざすま

ちの姿」を明示し、市民、企業、団体、行政などが、その実現に向けての目標や取組が共有できる

よう、わかりやすさを重視した計画づくりに努めました。 

 

（２）市民の声を生かす総合計画 
第六次総合計画の策定時、多くの市民からの意見によって４７の「めざすまちの姿」を抽出し、

計画策定の基礎としました。これは、まちづくりのめざす方向性として、１０年を経て変わるもの

ではありません。そのため、第七次総合計画の策定においてもこの内容を基礎として、さらに、市

民アンケートや、高校・大学など、若い世代への調査を重点的に行うことで、より幅広く市民の声

を生かした計画となるように努めました。 
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（３）人口減少社会を踏まえて市の活性化をめざす「倉敷みらい創生戦略」を組み込んだ 
総合計画 
倉敷市第七次総合計画は、市の最上位計画として１０年の長期の方針を定め、基本構想や基本計

画を設定し、具体的に実施する取組を実施計画として整理していますが、倉敷市が将来にわたって

活力ある地方都市として持続するためには、人口減少という大きな課題に対応し、地方の活性化を

めざす（「地方創生」という）取組が重要となります。倉敷市では、これまで、この取組を進める

ため、総合計画とは別に「倉敷みらい創生戦略」を策定していましたが、第七次総合計画では、こ

の「倉敷みらい創生戦略」を組み込んだものとし、総合計画のどの部分が「倉敷みらい創生戦略」

に該当するものかを明確に示すこととしました。 

 

（４）SDGｓの理念を取り入れた総合計画 
ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）とは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目

標）の略。世界にある課題をみんなで解決し、将来にわたって続くより良い世界をめざすため、平

成２７（２０１５）年の国連サミットで採択された令和１２（２０３０）年を年限とする国際目標

です。 

地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓い、「貧困をなくそう」など１７の目標（ゴール）と、

「令和１２（２０３０）年までに、各国定義によるあらゆる次元の貧困状態にある全ての年齢の男

性、女性、子どもの割合を半減させる」など１６９の達成基準（ターゲット）から構成されていま

す。日本でも、国を挙げて積極的にＳＤＧｓの取組を進めており、倉敷市においてはＳＤＧｓの達

成に向けた優れた取組を行う都市として、国から令和２（２０２０）年 7 月に「ＳＤＧｓ未来都市」

に選定されています。 

倉敷市第七次総合計画は、計画最終年がＳＤＧｓの年限と同じ令和１２（２０３０）年となって

おり、ＳＤＧｓは持続可能なまちづくりに取り組むために必要な理念であることから、この理念を

踏まえ、世界で定めた目標につながる計画として策定しています。 
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1-3 計画の構成と期間 
 

倉敷市第七次総合計画は、基本構想・基本計画・実施計画で構成し、基本構想及び基本計画の期

間は令和 3（２０２１）年度から令和１２（２０３０）年度までの１０年間とします。また、この

基本計画に紐づく具体的な取組を記した実施計画は、ＰＤＣＡサイクルにより毎年度見直しを行い

ます。さらに、総合計画の中で、特に人口減少社会を踏まえて市の活性化をめざす地方創生に関す

る基本計画と実施計画部分を令和３（２０２１）年度から令和７（２０２５）年度までの５年間の

「倉敷みらい創生戦略」と位置づけ、５年後に見直しを図ります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

・めざす将来像 

・めざすまちの姿 

・市の施策 

・基本方針 

・まちづくり指標 

・市の施策及び基本方針 

に沿った事業 

・市の施策 

・基本方針 

・まちづくり指標 

４つの 
基本目標 

総合計画のうち 
人口減少社会を踏まえて 
市の活性化をめざす 
「地方創生」に関する 
ものを再掲 

・市の施策及び基本方針 

に沿った事業 

倉敷みらい創生戦略 

実施計画は 
１年ごとに定める 



5 

 

（１）基本構想：１０か年 
基本構想は、「倉敷市のめざす将来像」を掲げるとともに、「めざすまちの姿」を示し、まちづく

りの方向性を明らかにしています。 

 

（２）基本計画：１０か年 
基本計画は、基本構想を具体化し、目標を実現するために必要な市の施策、基本方針やまちづく

り指標を明らかにするものです。また、基本計画のうち、地方創生に関する取組については「倉敷

みらい創生戦略」の計画としても位置づけています。 

なお、社会経済情勢の変化等により必要な場合は 5 年を目途に一部修正を検討します。 

 

（３）倉敷みらい創生戦略：５か年 
人口減少社会を踏まえて市の活性化をめざす地方創生に関する取組については、該当する総合計

画の基本方針やまちづくり指標を抽出し、「倉敷みらい創生戦略」として、４つの基本目標に沿っ

て整理し、まとめています。 

 

（４）実施計画：１年ごとの見直し 
実施計画は、基本計画に掲げている、本市が持続的な発展を続けていくために必要な、市の施策

や基本方針に沿った取組や事業について整理した計画としています。また、実施計画のうち、地方

創生に関する取組については「倉敷みらい創生戦略」の実施計画としても位置づけています。 

 

 

1-4 計画の進捗状況の管理 
 

めざすまちの姿の達成度を客観的に見ることができるように、重要業績評価指標（ＫＰＩ）をま

ちづくり指標として設定しました。文字どおり、目標達成のための「重要な業績の評価（Key 

Performance Indicater）」のことで、５年後、１０年後の目標値を設定しています。 

これらの目標を達成するために、アクションプラン

となる実施計画を毎年度策定し（Plan）、実施計画に従

って着実に事業を実行していきます（Do）。各指標に対

する進捗状況や実績値は毎年度定点観測し、計画どお

りに進まなかった場合はその原因を、計画どおり進ん

でいる場合もその要因を評価・検証します（Check）。

さらに、どの施策を重要視すべきか、より効果的な事

業を展開できないかなど、施策の重点化や事業の見直

しを行い（Action）、翌年度の実施計画に反映させます

（Plan）。 

このように、Plan（計画）、Do（実施・実行）、Check

（点検・評価・検証）、Action（処置・改善）のＰＤＣ

Ａサイクルを確立し、めざすまちの姿の達成に取り組

みます。 
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２ わたしたちのまち 倉敷市 
２-1倉敷市の概要 
（１）倉敷市民憲章 
倉敷市民憲章は、市民生活の指針、行政の指針となるものです。第七次総合計画の推進にあたっ

ても、倉敷市民憲章の理念に沿った取組を進めていきます。 

 

倉敷市民憲章 

私たちは、日本のふるさと瀬戸内海と 

母なる高梁川にはぐくまれ、 

古い伝統と洋々たる未来にかがやく 

倉敷市民の誇りをこめて 

 

一 自然を生かし、緑と花のあるきれいな環境をつくります。 

一 人間をたいせつにし、青少年には夢、老人には安らぎのある 

あたたかい社会をつくります。 

一 秩序を守り、平和で安全なまちをつくります。 

一 働くことによろこびをもち、明るく健康な家庭をつくります。 

一 教養を高め、世界と通じ、個性ある文化をつくります。 

 （昭和４７（１９７２）年２月１日制定） 

 

 

 
市内酒津から高梁川を望む 
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（２）市章と市木・市花・市の鳥 
 

 

 

 

市章 【昭和４２（１９６７）年制定】 
倉敷の「クラ」を図案化したもので、横へ広が

る翼は瀬戸内経済圏の中核都市として、産業・

文化・観光の調和ある住みよい理想都市をめざ

して飛躍発展する姿を表します。 

また、円は市民の団結と融和を象徴しています。 

 

 

  

市木  

『くすのき』 
【昭和４６（１９７１）年制定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市花  

『ふじ』 
【昭和４６（１９７１）年制定】 

 

 

市の鳥  

『カワセミ』 
【平成１５（２００３）年制定】 
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（３）人口と面積 
 
倉敷市の人口は、令和２（２０２０）年９月末時点で、４８１，６４６人です。中国地方におい

ては、広島市と岡山市に続いて、3 番目に大きな人口規模となっています。 

また、倉敷市の面積は３５５.６３km2（令和元（２０１９）年１０月１日時点）で、岡山県内で

は、８番目の大きさの市域を有しています。 

 

（４）倉敷市内の各地域・地区 
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（５）高梁川流域７市３町の連携 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古来からたゆみなく流れ

る高梁川の恵みを共有し、共

に生きる、「高梁川流域圏（７

市３町）」は、古くから地域

間の結びつきが強く、昭和２

９（１９５４）年には、全国

でも珍しい川のつながりに

よる官民連携組織「高梁川流

域連盟」を設立し、流域の文

化向上に資する取組を行っ

ています。 

そのつながりを基に、倉敷

市は圏域の６市３町ととも

に、全国に先駆けて高梁川流

域連携中枢都市圏を形成し、

圏域の経済成長や住民サー

ビスの向上など、持続可能な

まちづくりを進めています。 

高梁川の流れとともに、未来に続く流域の成長と発展をめざして 

笠岡市 

人口 

４７,９２３人 

面積 

１３６.２４㎢ 

笠岡諸島 

国立天文台 

ハワイ観測所岡山分室 

井原市 

人口 

３９,９１２人 

面積 

２４３.５４㎢ 

田中美術館 

《倉敷市とともに歩む、高梁川流域圏を構成する６市３町の紹介》 

総社市 

人口 

６９,３３８人 

面積 

２１１.９０㎢ 

鬼ノ城 備中松山城 

高梁市 

人口 

３０,１３６人 

面積 

５４６.９９㎢ 

新見市 

人口 

２９,０６９人 

面積 

７９３.２９㎢ 

満奇洞 

浅口市 

人口 

３４,１８２人 

面積 

６６.４６㎢ 

早島町 

人口 

１２,６１０人 

面積 

７.６２㎢ 

いかしの舎 

矢掛町 

人口 

１４,１６１人 

面積 

９０.６２㎢ 

旧矢掛本陣石井家 

里庄町 

人口 

１１,２０５人 

面積 

１２.２３㎢ 

つばきの丘運動公園 

※人口は令和２（２０２０）年１月１日現在、面積は令和元（２０１９）年 1０月 1 日現在 
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２-2倉敷市の歴史 
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11 
熊野神社 
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13 13 
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平成３０年７月豪雨災害 
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２-３ 倉敷市の個性と魅力   

製造品出荷額 

データ：令和元（２０１９）年工業統計調査 

 

西日本の市町村のうち 

西日本第 1 位 

約４兆３,７７３億円 

 

 

 

 

 

繊維製品出荷額 

データ：令和元（２０１９）年工業統計調査 

 

全国第 1 位 

約１,１６３億円 

 

 

 

 

学生服や綿帆布、畳縁の生産量

は全国で高いシェアを誇る 

港別船舶入港状況 

データ：平成３０（２０１８）年版海上保安統計年報 

 

全国８７港のうち 

水島港 

全国第 1 位 

 

 

 

 
 

マスカット・オブ・アレキサン

ドリアの出荷量（加温） 

データ：ＪＡ全農おかやま調べ 

 

全国第 1 位 
６５ｔ 

令和元（２０１９）年 

 

 

 

スイートピーの出荷量 

データ：倉敷市農林水産部農林水産課調べ 

 

全国第２位 
約９６０万本 

平成３０（２０１８）年度 

 

栽培面積約４.７ha で、 

生産量は県下の９０.0％を占める 

 

 

 

 

地理的表示（GI）保護制度 

データ：農林水産省登録番号第２４号 

 

連島ごぼう 
 

県内初の登録 
（ごぼうでは全国初） 

平成２８（２０１６）年１２月登録 

 

 
 
 

岡山県内の観光地域別の 

観光客数 
データ：令和元（２０１９）年岡山県観光客動態調査 

倉敷美観地区 ４８年間連続 

第 1 位 

３２８万３千人 

 

 

出生率 

データ：平成２９（２０１７）年人口動態統計

（厚生労働省） 

岡山県内１５市のうち 

第 1 位 

市民千人当たり８.９人 

 

 

 

 

 
 

ごみのリサイクル率 

データ：一般廃棄物処理事業実態調査（環境省） 

岡山県内１５市のうち 

第 1 位 

全国の中核市のうち 

第 1 位 

５１.５% 

平成２８（２０１６）年 
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昭和５（１９３０）年に 

実業家・大原孫三郎が設立 

日本初の 

私立西洋近代美術館 

大原美術館 
   

昭和４０（１９６５）年に 

日本初の国産ジーンズ誕生 

国産ジーンズ発祥の地 

児島 
 

 

 

 

 

 

 

昭和６３（１９８８）年に 

道路鉄道併用橋として開通 

世界最大級の橋 

瀬戸大橋 

高架部を含めた総延長１３.１ｋｍ 

 

 

 

弥生時代後期の国指定史跡 

国内最大級の墳丘墓 

楯築遺跡 

 
 

 

 

 

 

 

日本最古といわれる海水浴場 

沙美海水浴場 

 
 

昭和９（１９３４）年に 

日本最初の国立公園指定 
（雲仙・霧島と同時） 

鷲羽山等の 

瀬戸内海国立公園 
 

 

 

全国初 

３つの 

日本遺産認定 

⚫ 一輪の綿花から 

始まる倉敷物語 ～和と洋が

織りなす繊維のまち～ 

（平成２９（２０１７）年度） 

⚫ 荒波を越えた男たちの夢が

紡いだ異空間 ～北前船寄港

地・船主集落～ 

（平成３０（２０１８）年度） 

⚫ 「桃太郎伝説」の生まれたま

ち おかやま ～古代吉備の

遺産が誘う鬼退治の物語～ 

（平成３０（２０１８）年度） 

平成２４（２０１２）年に受賞 

アジア都市景観賞「大賞」 

倉敷美観地区 
 

令和２（２０２０）年に選定 

ＳＤＧｓ未来都市 
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３ 倉敷市が広く取り組むべき課題 
 

平成３０年７月豪雨災害からの復興と自然災害への備え 

・平成３０（２０１８）年 7 月、未曾有の豪雨災害が本市を襲いました。真備地区では、高梁川水

系小田川及びその支川である末政川、高馬川、真谷川、大武谷川の８か所で堤防が決壊、７か所

で一部損壊・損傷し、真備地区４,４００ヘクタールのうち約１,２００ヘクタールが完全に水没。

災害発生時に５２名もの方が亡くなられ、５,７００棟超の住家が全壊・大規模半壊・半壊するな

ど甚大な被害が生じました。 

・わが国において、近年では、平成２３（２０１１）年の東日本大震災をはじめ、平成２８年熊本

地震、平成３０年７月豪雨、北海道胆振
い ぶ り

東部地震、令和元年房総半島台風、東日本台風、令和２年

７月豪雨など、激甚化する自然災害が相次ぎ発生しており、今後の南海トラフ地震の発生確率も高

まってきています。未来に向かって災害に屈しない国土づくりを進めることが必要とされています。 

・倉敷市においても、被災された皆様が一日も早く安心して落ち着いた生活を取り戻せるよう、真

備地区の復興を強力に進め、復興が成し遂げられた後も、全ての市民が安全安心な暮らしを続け

られるよう、災害に強いまちづくりを進めていくことが大きなテーマとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスなど新たな感染症からの危機克服 

・世界規模での感染が拡大する新型コロナウイルスについて、我が国では、令和 2（２０２０）年

１月に最初の感染者が確認された後、感染が急速に拡大し、同年 4 月には緊急事態宣言が発出さ

れる事態となりました。感染症の流行は、人々の生命や生活だけでなく、経済や社会活動にも多

大な影響を与えます。 

・倉敷市においても、感染症に対応する新しい生活様式の普及や、デジタル化の推進による感染拡

大防止に取り組むとともに、雇用・事業・

生活等への支援を行い、社会経済活動を守

り抜くことが重要となります。 

 

グローバル化と増加する外国人への対応 

・外国人観光客の増加は大きな経済効果を生み出すこととなり、新たな感染症禍では停滞を余儀な

くされるものの、我が国では令和１2（２０３０）年に６,０００万人の外国人観光客が訪れるこ

とを目標としています。また、近年、地方における外国人の人口が増加しており、地域における

新たな担い手として、更なる活躍が期待されています。 

・地域においては、様々な文化を受け入れ、外国人観光客をはじめとした交流人口を増やすととも

に、地域で暮らす外国人が地域の担い手となるよう相互の理解に努め、多文化共生の取組を進め

ていく必要があります。 

（平成３０年 7 月豪雨 

 高馬川合流付近） 

（平成３０年 7 月豪雨 

  真備地区での救助活動） 

（平成３０年 7 月豪雨 

道路損壊状況） 

日常生活を営む上での基本的生活様式 

出典：厚生労働省ＨＰ 
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持続可能なまちづくり（インフラ・公共施設の老朽化） 
・高度経済成長期以降に整備された道路橋、トンネル、河川管理施設、下水道管きょ、港湾岸壁等

は、今後、建設後５０年以上経過する施設の割合が加速度的に高くなると見込まれています。そ

の割合を倉敷市でみると、令和元（２０１９）年３月末で、道路橋１５％、トンネル２０％です

が、令和１５（２０３３）年には、道路橋は約３６％、トンネルは約５０％の割合になると見込

まれます。 

・人口減少社会においても、将来にわたり持続可能な都市であり続けるためには、行財政改革を進

めつつ、老朽化が進むインフラなどの公共施設を計画的に維持管理・更新することにより、市民

の安全・安心の確保や施設の維持管理経費の縮減・平準化等を図るといった、公共施設マネジメ

ントに関する取組を進めていくことが必要です。さらに、公共施設等の全体を把握し、長期的な

視点で施設の更新・複合化・長寿命化と適正配置を進めることで、財政負担の軽減・平準化を図

ることが必要です。 

 

地域の課題解決につながる Society（ソサエティ）5.0の実現 
・Society５.０とは狩猟社会（Society１.０）、農耕社会（Society２.０）、工業社会（Society３.０）、

情報社会（Society４.０）に続く、新たな社会を指すものです。ＩｏＴ（モノのインターネット）

やロボット、人工知能（ＡＩ）などの先端技術を活用し、仮想空間と現実空間をつなぎ、モノや

サービスを、必要な人に、必要な時に、必要なだけ（無駄なく）提供でき、地域、年齢、性別、

言語等による格差を無くしてきめ細かな対応が可能となるなど、経済発展と社会的課題の解決を

両立する人間中心の社会のことです。 

・我が国は、この Society５.０の実現をめざしています。実現すれば、ワーク・ライフ・バランス

の改善や誰もが働きやすい環境づくりの推進にもつながり、少子高齢化、貧富の格差などの課題

が克服され、希望の持てる社会、世代を超えて互いに尊重し合える社会、一人ひとりが快適で活

躍できる社会になるとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：内閣府資料 
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４ 倉敷市の人口展望と地方創生の推進 
 
４-１ 倉敷みらい創生人口ビジョン 
国においては、少子高齢化・人口減少に対応し、将来にわたって活力ある社会を維持していくた

め、平成２６（２０１４）年に「まち・ひと・しごと創生法」を制定し、あわせて人口の現状と将

来の展望を示した「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び、５か年の国の方向を示した「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました（その後、令和元（２０１９）年１２月に改訂）。 

「まち・ひと・しごと」とは、「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好

循環を確立させ、その好循環を支える「まち」に活力を取り戻すという意味が込められています。 

倉敷市においてもこれらの動きをうけ、平成２７（２０１５）年９月に、市の人口の現状と将来

の展望を示した「倉敷みらい創生人口ビジョン」（以下「人口ビジョン」という。）、及び、市の地

方創生に取り組むための基本目標や基本方針、具体的施策を盛り込んだ地方版総合戦略「倉敷みら

い創生戦略」を策定しました。そして、このたび、倉敷市第七次総合計画と第２期倉敷みらい創生

戦略を策定するにあたり、市の人口動向の変化を踏まえて人口ビジョンを改訂し、ここに示すこと

としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４-２ 倉敷市の将来人口の見通し 
（１） 倉敷市の将来推計人口 

倉敷市の人口は、平成２８（２０１６）年の４８４,０５６人をピークに減少が続いており、令

和元年に行った将来推計では、令和２７（２０４５）年には４４２,６７６人になる見込みです。

（推計の手法は、２１ページに記載しています） 

 

（２） 人口構成 
人口減少の局面においては、年齢による３区分の構成比の変化も注視すべきで、平成元（１

９８９）年から、将来推計による令和２７（２０４５）年への変化は、次のとおりです。 

年少人口  （１４歳以下）の割合  １９.７％ →  １１.５％ （ ８.２ポイント減） 

生産年齢人口（１５～６４歳）の割合 ６９.３％ → ５３.４％ （１５.９ポイント減） 

老年人口  （６５歳以上）の割合  １１.０％ → ３５.０％ （２４.０ポイント増） 

これは、経済の生産活動を主に支える世代とその先を担う年少世代が縮小していくというこ

とであり、倉敷市の将来人口を先細りさせる人口構成に近づいていることを示しています。 

 

「人口減少」と「地方創生」・・ 

・人口減少と少子高齢化が進むと、医療・介護サービスの供給不足や、財政

負担の増大が懸念されるとともに、地域の活力低下も危惧されます。 

・日本の人口減少を大きく進めている要因は、若者の東京一極集中とされて

います。東京圏では人が増えるほど、様々な生活サービスが提供できなく

なり、出産や子育てを望む人が減少します。また、地方での若者の人口も

減少し、全体の出生率が低下します。 

・今後、地方が活性化し、東京一極集中を防いで人口減少を抑えていくこと

が必要であり、この取組を地方創生の取組としています。 
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倉敷市の人口推移と見通し 
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倉敷市の人口推移と見通し

（出典）令和元（2019）年までは倉敷市統計書（各年9月末）

令和2（2020）年以降は倉敷市独自の将来推計人口（各年12月末）

（万人）

（年）

推計値実績値

生産年齢人口(15～64歳)

老年人口(65歳以上)

年少人口(0～14歳)

後期高齢者人口

(75歳以上)

前期高齢者人口

(65歳～74歳)

H元年

417,497

合併

H17年

469,744

人口ピーク

H28年

484,056

R元年

482,308 

R12年

472,787

R27年

442,676

 
年齢３区分人口割合（推移と見通し） 

  H 元 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 

年少人口割合 19.7 16.6 15.7 15.3 15.1 14.4 13.6 12.9 12.3 11.9 11.7 11.5 

生産年齢人口割合 69.3 69.9 68.2 65.9 62.9 60.0 58.9 58.8 58.6 57.4 55.1 53.4 

老年人口割合 11.0 13.5 16.1 18.8 22.1 25.6 27.5 28.3 29.1 30.7 33.2 35.0 

 前期高齢者人口割合 6.2 7.9 9.5 10.5 11.9 13.9 12.9 11.3 10.8 12.4 14.7 15.2 

 後期高齢者人口割合 4.8 5.6 6.6 8.2 10.1 11.7 14.6 17.0 18.2 18.3 18.5 19.8 

単位：％ 

※小数点第２位で四捨五入しているため、合計値が合わないことがある。 

 

 推計は、地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）の手法に準拠 

 推計の前提となる基準人口は、平成３０（２０１８）年１２月末現在の住民基本台帳人口 

 将来生残率は、地域別将来推計人口の倉敷市の生残率を使用 

 将来の０～４歳の人口は、基準人口を基に、合計特殊出生率から変換した子ども女性比を使用 

 将来の出生性比と純移動率は、国立社会保障・人口問題研究所の仮定値を使用 
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（３） 地域・地区別の人口推移と見通し 
人口の推移と今後の見通しについては、市内の地域・地区で差が見られます。 

ここでは、８つの地域・地区（倉敷地域・児島地域・玉島地域・水島地域・庄地区・茶屋町

地区・船穂地区・真備地区）ごとに、人口増減率（これまでの１０年間の実績と今後２７年間

の推計）と高齢化率（令和元（２０１９）年と令和２７（２０４５）年の推計）をグラフで示

しています。 

 

平成２２（２０１０）年－令和元（２０１９）年対比の地区別人口増減率及び 

令和元（２０１９）年の高齢化率 【これまでの実績】 

倉敷地域, 6.4 , 24.4

水島地域, -0.8 , 26.4

児島地域, -9.0 , 33.0

玉島地域, -2.9 , 29.5 庄地区, 4.4 , 27.3

茶屋町地区, 6.7 , 21.1

船穂地区, 5.3 , 29.8

真備地区, -11.1 , 34.8

全市, 0.4 , 27.2

15

20

25

30

35

40

45

-20 -15 -10 -5 0 5 10 15 20

高
齢
化
率

人口増減率

H22－R1年対比の地区別人口増減率及びR1年の高齢化率 【これまでの実績】

（出典）倉敷市市民局市民課「住民基本台帳」

（％）

（％）

値の見方：地域名，人口増減率，高齢化率

 

 

令和元（２０１９）年－令和２７（２０４５）年対比の地区別人口増減率及び 

令和２７（２０４５）年の高齢化率の見通し 【将来推計】 

 

倉敷地域, -4.4 , 33.8水島地域, -8.1 , 34.2

児島地域, -15.6 , 38.8

玉島地域, -11.4 , 36.4

庄地区, -7.2 , 34.0

茶屋町地区, -0.2 , 32.7
船穂地区, -12.8 , 34.0

真備地区, -16.7 , 38.9

全市, -8.2 , 35.0
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R1－R27年対比の地区別人口増減率及びR27年の高齢化率の見通し 【将来推計】

（％）

（％）

推計値は倉敷市独自の将来推計人口

値の見方：地域名，人口増減率，高齢化率
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４-3 地方創生のためにめざすべき将来の方向 

（１）危機感を共有し、地域への愛着と誇りの醸成のもとに 

人口減少社会においても活力ある地域を維持していくためには、強みを活用した地方創生の

取組が必要です。倉敷市は、美観地区や瀬戸内海国立公園をはじめとした豊富な観光資源、水

島臨海工業地帯を中心とした企業や繊維産業などの製造業、各地域の特色ある農産品・水産物

など伝統産業から先端産業まで多様な産業を有しています。また、大型商業施設、三次救急指

定病院、大学等の高等教育機関などの都市機能も集積する都市です。他にも、交通の面では古

くからの要衝であり、瀬戸内海の温暖な気候にも恵まれるなど、多くの強みがあり、こうした

個性と魅力を最大限活用することが重要です。 

長期的には「地域への愛着と誇りの醸成」が重要であり、郷土くらしきを愛し、誇りに思え

る人を増やすことをめざして施策を行い、人口減少のスピードを遅らせていく必要があります。 

（２）人口減少・東京一極集中の是正に向けた基本的視点 

倉敷市が、人口減少・東京一極集中の是正に向けた取組を進めていくにあたり、出生者数の

増加と死亡者数の抑制による「人口の自然増」、転入者数の増加と転出者数の減少による「人

口の社会増」、さらに、広域での自治体連携により地域の総合力を高め、地域全体の活性化を

図っていく「地域連携の推進」の３点を基本的な柱とします。 

ア 人口の自然増に向けて 

次世代の倉敷市を担う子どもたちを育むために、結婚・妊娠・出産・子育てに係る支援制

度の充実に向けた取組を推進します。これまでも倉敷市では、国に先駆けて、妊婦健康診査

の公費負担回数の拡大など様々な施策に積極的に取り組んできました。また、高齢者が元気

で活躍できる取組を進めます。健康寿命の延伸は、「まち」の活力向上につながります。 

そして、倉敷市で生活している人々が「暮らし続けたい」と思うまちづくりを推進します。 

イ 人口の社会増に向けて 

東京圏を中心とした都市部での新型コロナウイルス感染症の拡大により、人口の東京一極

集中に伴うリスクが露呈しました。その結果、テレワークなどの経験により、地方移住や、

ワーク・ライフ・バランスへの関心が更に高まるなど、人々の意識・行動に大きな変化が生

じてきています。 

「ひと」を呼び込むためには、「まち」の魅力が必要です。そして、その経済的な基盤と

なる「しごと」が必要です。倉敷市は、文化観光都市としての魅力や多種多様な産業を有し、

都市機能も集積しています。こうした強みを活用し、「まち」の発展、「ひと」の集い、「し

ごと」の創出の好循環につながる取組を推進します。また、学生の地元就職につながる取組

も進め、大都市圏に居住する人々から「暮らしてみたい」と思われるまちづくりを推進しま

す。 

ウ 地域連携の推進 

人口減少問題への対応は、１つの自治体の取組だけでは限界があります。 

倉敷市は、平成２７（２０１５）年３月、高梁川流域圏域の更なる発展や魅力向上を図る

ため、流域６市３町（新見市・高梁市・総社市・早島町・矢掛町・井原市・浅口市・里庄町・

笠岡市）と高梁川流域連携中枢都市圏を形成しています。市町の枠組みを超えた地域連携に

より、人口減少に対応するさまざまな施策を推進していきます。 
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４-４ 倉敷市の人口の中長期目標 
 

倉敷市の強みを最大限活用しながら、人口の自然増・社会増及び地域連携の推進の３つの基本

的視点に立った総合的な取組を行い、次の将来人口をめざしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

倉敷市の人口見通しと人口目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
倉敷市の将来目標人口 
 
〈中期目標〉：令和 ７ （２０２５）年に４８０,０００人程度をめざします。 

 

 

〈長期目標〉：令和２７（２０４５）年に４５９,０００人程度をめざします。 
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倉敷市の人口見通しと人口目標

（人）

（年）

実績値 推計値

R27(2045)年

458,852

人口目標値

R7(2025)年
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470,928
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第２章  基 本 構 想 

 

 

 

 倉敷市のめざす将来像 
 

 めざすまちの姿 

  

１ 子ども・子育て・教育 ＜
い

慈
つくし

＞
む

 

２ 文化・産業 ＜紡
つむぐ

＞ 

３ 生活環境・防災・都市基盤 ＜繋
つなぐ

＞ 

４ 保健・医療・福祉 ＜結
むすぶ

＞ 

５ ＳＤＧｓ・市民協働・ 

コミュニティ・行財政 ＜絆
きずな

＞ 

 

 

 

倉敷は繊維のまちとしても知られています。 
＜いと＞のつく漢字を、 
「めざすまちの姿」の分野ごとの象徴として、 
「倉敷市のめざす将来像」に織り込むことで、 
これからのまちづくりへの想いを込めています。 
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1 倉敷市のめざす将来像 
 

豊かな自然と 紡
つむ

がれた歴史・文化を 次代へ繋
つな

ぎ 

  人と人との絆
きずな

と慈
いつく

しみの心で 地域を結
むす

ぶまち倉敷 
約４００年前、大小の島々が点在する穏やかな海だった倉敷市は、江戸時代以降に行われた干拓

により、陸地へと姿を変えていきました。干拓地には、塩に強い綿やイ草が栽培され、このことが、

現代に繋がる倉敷市の繊維産業の礎となり、繊維製品出荷額国内第 1 位の「日本一の繊維のまち」

へとつながっています。また、高度経済成長期にはさらなる発展をめざして、新たな産業を誘致し、

水島コンビナートをはじめとする重化学工業製品などの製造により、「ものづくりのまち」として

も繁栄を築いています。 

 

さらに、「私たちは、日本のふるさと瀬戸内海と母なる高梁川にはぐくまれ」から始まる倉敷市

民憲章にあるように、豊かな自然環境のもと、農業や漁業が営まれ、桃やぶどうなどの多くの特産

品を生産しています。そして、豊かな恵みの中で培われ、紡がれた歴史や文化が、私たちの暮らし

に彩を与え、国内外から多くの観光客が訪れる観光都市としての賑わいを創出しています。 

 

私たちのまち倉敷市は、これまでの苦難を乗り越えた先人の知識と経験と努力のもとに形作られ

ており、このかけがえのない財産を次の世代に繋げていくことが、私たちの役割と考えます。 

 

一方で、豊かな恵みを与えてくれる自然は、時に、私たちに対して牙をむき、命や財産を脅かす

ことがあります。平成３０（２０１８）年７月に発生した未曾有の豪雨災害は、真備地区などに大

きな爪痕を残しました。現在、災害からの復旧・復興への取組を強力に進めていますが、この取組

には全国からの多くの温かい支援があったことを忘れてはなりません。今後も予期せぬ自然災害が

起こることを想定し、災害への備えを強化していくことが必要ですが、一番重要なことは、市民一

人ひとりの防災への意識を高めていくことです。 

 

また、少子高齢化の進行とともに人口減少による地域の衰退が危惧されるなか、今後１０年、２

０年先を見通して、今やらなければならないことをためらうことなく進めていかなければ、今の豊

かな暮らしを後世に残していくことはできません。国が実現をめざす Society５.０の社会では、私

たちの暮らしの中にＡＩ、ＩｏＴ、５Ｇなどの最先端技術が取り入れられ、自動運転による車両が

人を運び、ドローンが物資を輸送し、危険な場所での作業をロボットが行い、自宅で学校の授業や

最新の医療が受けられるなどの未来が描かれています。こうした、人に代わって、ロボットが暮ら

しを支える未来においても、持続可能な地域社会を形作るのは、やはり、人の力であり、相手を思

いやり、慈しむ心が育てられなければ、地域全体で支えあい、日々の暮らしを楽しめる豊かな地域

を築くことはできないのではないでしょうか。 

 

倉敷市は人と人との絆で、個性豊かな地域を結び、災害に負けない活力あるまちづくりを進めて

まいりたいと考えています。その思いを「めざす将来像」に込めています。 
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２ めざすまちの姿 
  

  

1 子ども・子育て・教育 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<めざすまちの姿> 

1-1 だれもがその人らしさ（個性）を尊重され、幸せに暮らしていくことができている 

1-2 人の痛みを、子どもたちが実感としてわかっている 

1-3 教員の資質が保たれ、教員と子どもが心豊かな人間関係を築き、学校教育が充実している 

1-4 子どもたちが自然にふれながら、健やかに育っている 

1-5 安心できる環境のもとで出産・子育てができている 

1-6 仕事と家庭の両立ができ、親が子どもとふれあう時間を持つことができている 

1-7 
学校・園、地域、家庭が連携して、子どもたちが困窮することなく、安心して学び、成長

できる環境となっている 

1-8 障がいの有無にかかわらず、等しく保育・教育を受けることができている 

1-9 興味があることを、だれもが、気軽に学ぶことができている             

 

  

   

慈 （いつくしむ） 

いつくしむ。かわいがる。 

愛情をかける。 
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2 文化・産業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

<めざすまちの姿> 

2-1 生活の中に個性的で魅力的な文化芸術が息づいている 

2-2 世代を超えて受け継がれてきた歴史文化や伝統が大切に継承され、輝いている 

2-3 生活の中で、日常的かつ気軽にスポーツに親しむことができている 

2-4 心に充足感やゆとりをもち、家庭と仕事の調和がとれている          

2-5 
産業競争力が高く、多様な人材が働く機会に恵まれ、将来の暮らしに希望を持つことがで

きている 

2-6 
商業の活性化が地域に活力を生み、時代の流れに対応したビジネスの創出や起業が進んで

いる 

2-7 将来にわたり持続可能な魅力ある農業や漁業が営まれている 

2-8 倉敷の魅力を国内外にＰＲし、たくさんの人が訪れるようになっている  

  

紡 （つむぐ） 

よりあわせる。つなげる。 
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3 生活環境・防災・都市基盤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<めざすまちの姿> 

3-1 自然環境が守られ、環境と経済・社会とのバランスが保たれている 

3-2 水と空気と大地がきれいで、環境負荷の少ないまちがつくられている 

3-3 
リデュース（ごみの発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（ごみの再生利用）が徹

底され、環境に配慮した循環型社会が形成されている 

3-4 脱炭素社会の実現に向け、だれもが地球温暖化対策を推進している 

3-5 
行政と市民、企業などが連携し、防災・減災対策や感染症対策などを積極的に進めるとと

もに、だれもが命を守る意識を持っている 

3-6 常に安全でおいしい水が届き、安心して暮らすことができている 

3-7 だれもが安全で快適に移動できる道路環境となっている 

3-8 
市中心部の拠点性が高まるとともに、各地域・地区の中心部の利便性が向上するまちづく

りが行われている 

3-9 便利に公共交通が利用でき、その周辺に住まいや生活に必要な施設が集まっている 

3-10 地域の特色が生かされ、自然と調和した、だれもが住みやすい生活環境となっている 

3-11 先人から受け継いだ歴史的・魅力的な景観が、市内各地で守られている 

3-12 犯罪が少なく、安心して暮らしている 

繋 （つなぐ） 

つなぐ。かかわる。きずな。 
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4 保健・医療・福祉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<めざすまちの姿> 

4-1 だれもが自分の健康に関心をもち、健康づくりに自ら取り組んでいる      

4-2 豊かな自然の恵みにより食べ物がおいしく、健全な食生活が実現されている 

4-3 市内のどこに住んでいても、だれもが安心して、医療を受けられている 

4-4 障がい者が積極的に社会参加でき、地域の人と安心して共に暮らせるようになっている 

4-5 様々な事情により困窮している人が、自立できるよう地域で支え合っている 

4-6 高齢者が地域で安心して暮らすことができている 

4-7 尊厳が守られながら必要な介護サービスを受けることができている       

4-8 高齢者が生きがいをもって活動している 

 

    

 

 

 

 

 

 

結 （むすぶ） 

むすびつける。つなぐ。 

組み立てる。 
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5 ＳＤＧｓ・市民協働・コミュニティ・行財政 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<めざすまちの姿> 

5-1 地域やコミュニティの中で、だれもが互いに助け合い、支え合って暮らしている 

5-2 ボランティア・ＮＰＯなどの市民主体の活動が活発に行われている        

5-3 
行政が市民の意見を踏まえ、施策の検討、効果的な実施、評価・検証を行い、改善を図っ

ている    

5-4 市民が安全で快適に、公共施設を利用している 

5-5 市役所が市民の身近な窓口として課題解決に向けて責任を持って対応している  

5-6 だれもが快適で活力に満ちた生活ができるよう、先端技術が生活に溶けこんでいる 

5-7 持続可能な地域をめざすＳＤＧｓの理念を、だれもが理解し、行動している            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絆 （きずな） 

きずな。つなぎとめるもの。 
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３ 分野別体系 
＜めざす将来像＞  ＜SDGｓの理念＞  ＜分  野＞ 

豊
か
な
自
然
と 

 
 

紡 つ
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歴
史
・
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次
代
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ぎ 

 
 
 
 

人
と
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と
の
絆
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な

と
慈

い
つ
く

し
み
の
心
で 

 
 

地
域
を
結 む

す

ぶ
ま
ち
倉
敷 

   

 

 

 

1 子ども・子育て・教育 
 

＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 

 

2 文化・産業 
 

< 紡
つむぐ

 ＞ 

 

３ 生活環境・防災・都市基盤 
 

＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

 

4 保健・医療・福祉 
 

＜ 結
むすぶ

 ＞ 

 
5 SDGｓ・市民協働・ 

 コミュニティ・行財政 
 

＜ 絆
きずな

 ＞ 
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 ＜めざすまちの姿＞ 

 1-1 だれもがその人らしさ（個性）を尊重され、幸せに暮らしていくことができている 

 1-2 人の痛みを、子どもたちが実感としてわかっている  

 1-3 教員の資質が保たれ、教員と子どもが心豊かな人間関係を築き、学校教育が充実している 

 1-4 子どもたちが自然にふれながら、健やかに育っている 

 1-5 安心できる環境のもとで出産・子育てができている 

 1-6 仕事と家庭の両立ができ、親が子どもとふれあう時間を持つことができている 

 1-7 
学校・園、地域、家庭が連携して、子どもたちが困窮することなく、安心して学び、成長できる環境と 

なっている 

 1-8 障がいの有無にかかわらず、等しく保育・教育を受けることができている 

 1-9 興味があることを、だれもが、気軽に学ぶことができている    

 2-1 生活の中に個性的で魅力的な文化芸術が息づいている 

 2-2 世代を超えて受け継がれてきた歴史文化や伝統が大切に継承され、輝いている 

 2-3 生活の中で、日常的かつ気軽にスポーツに親しむことができている 

 2-4 心に充足感やゆとりをもち、家庭と仕事の調和がとれている  

 2-5 産業競争力が高く、多様な人材が働く機会に恵まれ、将来の暮らしに希望を持つことができている 

 2-6 商業の活性化が地域に活力を生み、時代の流れに対応したビジネスの創出や起業が進んでいる 

 2-7 将来にわたり持続可能な魅力ある農業や漁業が営まれている 

 2-8 倉敷の魅力を国内外にＰＲし、たくさんの人が訪れるようになっている  

 3-1 自然環境が守られ、環境と経済・社会とのバランスが保たれている 

 3-2 水と空気と大地がきれいで、環境負荷の少ないまちがつくられている  

 3-3 
リデュース（ごみの発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（ごみの再生利用）が徹底され、環境 

に配慮した循環型社会が形成されている 

 3-4 脱炭素社会の実現に向け、だれもが地球温暖化対策を推進している 

 3-5 
行政と市民、企業などが連携し、防災・減災対策や感染症対策などを積極的に進めるとともに、だれも 

が命を守る意識を持っている 

 3-6 常に安全でおいしい水が届き、安心して暮らすことができている 

 3-7 だれもが安全で快適に移動できる道路環境となっている   

 3-8 
市中心部の拠点性が高まるとともに、各地域 ・地区の中心部の利便性が向上するまちづくりが行われて 

いる 

 3-9 便利に公共交通が利用でき、その周辺に住まいや生活に必要な施設が集まっている 

 3-10 地域の特色が生かされ、自然と調和した、だれもが住みやすい生活環境となっている 

 3-11 先人から受け継いだ歴史的・魅力的な景観が、市内各地で守られている 

 3-12 犯罪が少なく、安心して暮らしている 

 4-1 だれもが自分の健康に関心をもち、健康づくりに自ら取り組んでいる 

 4-2 豊かな自然の恵みにより食べ物がおいしく、健全な食生活が実現されている 

 4-3 市内のどこに住んでいても、だれもが安心して、医療を受けられている 

 4-4 障がい者が積極的に社会参加でき、地域の人と安心して共に暮らせるようになっている 

 4-5 様々な事情により困窮している人が、自立できるよう地域で支え合っている 

 4-6 高齢者が地域で安心して暮らすことができている 

 4-7 尊厳が守られながら必要な介護サービスを受けることができている 

 4-8 高齢者が生きがいをもって活動している 

 5-1 地域やコミュニティの中で、だれもが互いに助け合い、支え合って暮らしている 

 5-2 ボランティア・ＮＰＯなどの市民主体の活動が活発に行われている 

 5-3 行政が市民の意見を踏まえ、施策の検討、効果的な実施、評価・検証を行い、改善を図っている 

 5-4 市民が安全で快適に、公共施設を利用している 

 5-5 市役所が市民の身近な窓口として課題解決に向けて責任を持って対応している 

 5-6 だれもが快適で活力に満ちた生活ができるよう、先端技術が生活に溶けこんでいる 

 5-7 持続可能な地域をめざすＳＤＧｓの理念を、だれもが理解し、行動している 

②
受
け
継
が
れ
た
歴
史
・
文
化
の
魅
力
を
発
信
し
、
ひ
と
を
惹
き
つ
け
る 

 
 

 
 

④
地
域
を
つ
な
ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
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ち
づ
く
り
を
進
め
る 

①
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・
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・
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の
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望
を
か
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え
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③
安
心
し
て
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け
る
場
を
つ
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り
、
多
様
な
人
材
の
活
躍
を
推
進
す
る 

      

〈みらい創生戦略〉 
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第３章  基 本 計 画 

 

                   

 

１ 子ども・子育て・教育 ＜慈＞
いつくしむ

 

２ 文化・産業 ＜紡＞
つむぐ

 

３ 生活環境・防災・都市基盤 ＜繋＞
つなぐ

 

４ 保健・医療・福祉 ＜結＞
むすぶ

 

５ ＳＤＧｓ・市民協働・       

   コミュニティ・行財政 ＜絆＞
きずな
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基本計画の紙面構成 

基本計画は５つの分野でまとめ、「めざすまちの姿」ごとに、下記のとおり見開きページで構成してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【めざすまちの姿】 

めざすまちづくりの方向性を「めざすまちの姿」として

表現しています。 

【現状と課題】 

めざすまちの姿に

関連している、現状

と今後の課題を記

載しています。 

【データ】 

めざすまちの姿に

関連するグラフ・写

真等を掲載してい

ます。 
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【ＳＤＧｓのアイコン】 

めざすまちの姿に関連しているＳＤＧｓの目標です。 

【市の施策】 

めざすまちの姿を実

現していくために実施

する、市の施策です。 

【まちづくり指標 

】 

めざすまちの姿の達成

状況を客観的に見る

ための指標と、５年

後、１０年後にめざす

目標値です。 

今後、様々な取組を

進めていくことで、めざ

すべき目標値として掲

げています。 

【基本方針】 

めざすまちの姿を実

現するにあたって、現

状と課題を踏まえ、市

が取組を進める基本

的な方向性です。 

【倉敷みらい創生戦略

（137頁～）との関連】 

基本計画のうち地方創

生に関する取組は、倉

敷みらい創生戦略の計

画としても位置付け、

関連する基本方針とま

ちづくり指標については

「★」で示しています。 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 子ども・子育て・教育 

＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 
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子ども・子育て・教育 ＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 

１－１ 
だれもがその人らしさ（個性）を尊重され、幸せに暮らしていくことがで

きている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 女性、子ども、高齢者、障がいのある

人などをめぐる様々な人権問題が今も

残り、外国人や性的少数者への偏見

など新たな人権問題も生じています。 

 

‐ だれもが人権問題について正しい理解と

認識を深めるため、様々な人権教育、

啓発活動に取り組む必要があります。 

‐ 男性の家事育児参加や女性の就労へ

の理解が進み、性別によって役割を固

定してしまう意識の改善が進んでいる

一方で、政策・方針決定の場や地域

社会での意思決定に係る分野への女

性の参画は遅れています。 

 

‐ 家庭・職場・地域のあらゆる場面で、男

女がともに同じ立場で参画・意思決定す

ることのメリットについて、さらに社会全体

への理解が進むことが必要とされていま

す。 

‐ 配偶者等や交際相手などからの暴力

（ＤＶ）、セクシュアル・ハラスメントなど

の人権侵害があります。 

 

‐ ＤＶなど人権侵害の未然防止のために、

互いの違いを認め合い、互いの人権を

守るための教育、啓発が一層求められ

ています。 

‐ 児童虐待やいじめなどによって、人権

を守られずに育つ子どもたちがいます。 
 

‐ 支援を必要とする子どもや家庭を早期に

発見し、切れ目ない支援を行うとともに、

すべての子どもの人権が尊重されるため

の取組を続けていくことが必要です。 

‐ 姉妹・友好都市などと国際交流を推進

しています。また、市内在住の外国人

は増加しています。 

 

‐ 外国人に向けた多言語での情報発信を

充実させるなど、多文化共生のまちづくり

をさらに進める必要があります。 

‐ 平和の尊さや戦争の悲惨さを、次世代

に直接語り伝えていくことが、戦争体験

者の高齢化で困難になっています。 

 

‐ 今後も、子どもたちが、平和の尊さや戦

争の悲惨さについて実感をもって学ぶこ

とができる機会が必要です。 
 
 

［あらゆる分野で女性が登用され、方針決定の場へ女性が参画すること］ 

  
 

出典：倉敷市男女共同参画に関する市民アンケート結果 （令和元年 8月 16日～9月 17日実施） 
 

1.9

2.4

2.1

9.6

13.8

11.3

29.0

29.2

28.7

11.7

12.7

12.0

36.1

33.0

34.6

11.7

8.9

11.2

女性（N=521）

男性（N=370）

全体（N=901) 実現している

ほぼ実現している

あまり実現していない

実現していない

わからない

回答なし



 

41 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

    

 

 

 

 

市の施策 その人らしさが尊重され、多様な価値観や生き方を認め合い、人権が守られ

る社会をつくる 
 

基本方針 

    人権とは、すべての人々が生まれながらに持っている、幸せに生きるための権利です。一人ひとりが互

いの違いを認め、互いの人権を尊重し合う「人権の共存」する社会の実現をめざして、更なる取組を

進めます。 

★  だれもが互いに人権を尊重しつつ、家庭や社会において責任も分かち合い、性別にかかわらず、個性

と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の更なる実現をめざします。 

    ＤＶなどの人権侵害の未然防止のための人権教育、啓発活動にさらに取り組みます。 

    児童虐待やいじめなどを防ぐ相談体制の充実、適切な支援に加え、子どもの人権を守るための更な

る啓発活動に取り組み、すべての子どもが夢や希望を持てる環境づくりを進めます。 

★  国際交流事業の継続と拡充により、互いの文化や習慣の相互理解に努めるとともに、多言語による情

報発信や相談体制の充実を図り、在住外国人が地域社会で参画・活躍できる多文化共生のまちづく

りを進めます。 

    平和の尊さを子どもたちが実感を持って学べるよう、次世代に継承していく取組を進め、平和を大切

にする社会を持続していきます。 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元) 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    日々の生活の中で、身の回りの人権が大切

にされていると思う人の割合 
52.6% 55% 60% 

★  「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感

しない人の割合 
51.6% 63% 75% 

★  地域社会の一員として生活できていると

感じている外国人の割合 
43.0% 50% 55% 

 

 

  



42 

子ども・子育て・教育 ＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 

1－2 人の痛みを、子どもたちが実感としてわかっている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 少子化や価値観の多様化などが進

み、子どものコミュニケーション能力の

低下や他人を思いやる心の未発達、

集団生活への不適応などが問題とな

っています。 

 

‐ 豊かな体験を通して、集団や社会の一

員として、よりよい生活や人間関係を築

こうとする心を育てることが必要です。 

‐ スマートフォンやパソコン等が普及し、

スマホ・ネット問題（ＳＮＳによる誹謗・

中傷、ネット依存等）が社会で問題に

なっています。 

 

‐ 情報社会を踏まえた道徳教育やスマー

トフォン・パソコンの利用に関するルール

づくりなどにより、子どもや家庭との問題

意識の共有が必要です。 

‐ 進級・進学などで変化する学習や生活

環境への対応が困難な子どもたちが

増え、いわゆる｢小１プロブレム」｢中１ギ

ャップ｣などが起きています。 

 

‐ 校内の教育相談や生徒指導の体制整

備に努め、学校や園の連携、家庭との

情報共有を図る取組が必要です。 

‐ いじめや犯罪の低年齢化が社会問題

となっています。 
 

‐ 小学校の低学年から規範意識の向上と

問題行動などへの早期対応と対応強化

が必要です。 

‐ 子どもの家庭環境が多様化し、不登校

などへの対応が難しくなっています。ま

た、児童虐待や過度な要求をしてくる

保護者など、学校だけでは対応できな

い問題が増加しています。 

 

‐ 子どもや家庭の状況に応じたきめ細かな

支援や、地域、関係機関などで連携した

組織的な対応が必要とされています。 

 

 

［1,000人当たりのいじめの認知件数（小学校）］ 

 

 

 

［1,000人当たりのいじめの認知件数（中学校）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 30年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査    
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

 

 

市の施策 子どもたちが心も身体も健やかに成長できる学びの場をつくる 
 

基本方針 

    発達段階に応じた人権教育や道徳教育、ボランティア活動を通じた心の教育の充実などにより、子ど

もたちが互いの違いやよさを認め合い、だれもが自他共に大切にされていると実感できる環境づくりを

進めます。 

    子どもたちが、スマートフォンやパソコン等の利用マナーを身につけて適切な利用ができるよう、情報教

育機会の提供に努めます。 

    進級・進学などで変化する学習や生活環境への対応が困難な子どもたちに、学校や園との連携、家

庭との情報共有による一体となった指導で対応し、豊かな心の育成に取り組みます。 

    専門員・支援員の配置や教職員研修の充実などにより、小学校の低学年から規範意識の向上と問

題行動等への早期対応と対応強化を行い、いじめや不登校等のない学校をめざすとともに、犯罪防

止につなげます。 

    地域や児童相談所、警察、医療機関など関係機関と連携を図り、教育相談機能や指導体制の整備

を充実し、学校だけでは解決困難な子どもにかかる様々な問題に、組織的に対応します。 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    小学校での 1,000 人当たりのいじめの認知

件数（※） 

（H30） 

21.0件 
66件 111件 

    中学校での 1,000 人当たりのいじめの認知

件数（※） 

（H30） 

19.3件 
30件 40件 

    小学校での不登校児童出現率 
（H30） 

0.65% 
0.45% 0.25% 

    中学校での不登校生徒出現率 
（H30） 

2.50% 
2.25% 2% 

 

（※）いじめの重大事態例の多くが「冷やかし」「からかい」等の日常的衝突から発展しており、軽微なものを含めて「早期発

見・早期対応」に努めています。文部科学省では認知件数が多いことは教職員の目が行き届いているあかしと考えています。  
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子ども・子育て・教育 ＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 

1－3 
教員の資質が保たれ、教員と子どもが心豊かな人間関係を築き、 

学校教育が充実している 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ すべての子どもが基礎的な学習内容

を習得でき、心身ともに健やかに成長

できる取組が求められています。 

 
‐ 指導方法の工夫による、よりわかりやすく

質の高い授業が必要とされています。 

‐ 近年、教職員の校務負担が大きく、子

どもに向き合う時間が十分とれないこと

が問題となっています。 

 

‐ 教職員の意識改革や学校業務の精選・

効率化により、指導力の向上につなげる

ことが必要です。 

‐ 若者の、働くことに対する価値観が薄

れ、早期の離職、フリーターやニートの

増加が問題となっています。 

 

‐ 子どもたちが、明確な目的意識をもって

人生を切り開くことができるよう、発達段

階に応じたキャリア教育（社会で自立す

るための教育）が必要です。 

‐ 従来の全員一斉授業から、個々の状

況に応じた授業が重視されるようにな

り、授業の在り方や教師の役割が見直

されています。 

 

‐ Society5.0時代（19ページ）の中で、子ど

もがＩＣＴの活用などによって主体的な学

習ができる環境整備が必要です。 

‐ 異なる習慣や文化をもつ人々とともに

生きていくための資質や能力を高めて

いくことが求められています。 

 

‐ グローバル化が進み、国際的なコミュニ

ケーション能力を身につけていくことが必

要です。 

‐ 地域全体で子どもたちの成長を支える

ため、地域と共にある学校づくりを進め

ています。 

 

‐ 学校運営について保護者や地域に積極

的に情報提供し、地域と共にある学校づ

くりをさらに進めていくことが必要です。 

‐ 約７割の学校施設が昭和５０年代以前

の建設で、老朽化が進行しています。 
 

‐ 学校施設の長寿命化や、子どもの生活

スタイルの変化を踏まえた施設改修を

進める必要があります。 

‐ 学校給食調理場の多くが老朽化し、安

定的な給食提供ができなくなる恐れが

あります。 

 

‐ 安定的に給食提供を行うための施設整

備などを進め、子どもたちに安全・安心

な給食を提供していく必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生と園児の交流会 
（総合的な学習） 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

 

市の施策 心豊かな人間関係を育む学校教育の充実を図る 
 

基本方針 

    教員の指導力の向上によって、すべての子どもの持ち味を生かした教育を充実させ、確かな学力の

向上を図るとともに、心豊かにたくましく生きていく心身ともに健やかな人間の育成に努めます。 

    学校及び教職員が担う業務の明確化・適正化により働き方改革を進め、教育の質の向上を図り、子

どもや保護者と心豊かな人間関係を築き、子どもたちの「生きる力」をはぐくむ教育を実践します。 

    社会で自立するために必要な知識、技術、能力や態度を育成するため、多様な職業体験やボランテ

ィア活動などの機会を提供するなど、キャリア・職業教育を充実します。 

★  多様化する学習内容と子どもたち一人ひとりの習熟度に対応するとともに、主体的な学習ができる、ＩＣ

Ｔ活用の環境整備、感染症などの脅威に対応できるオンライン学習の導入など情報教育の充実を図

り、新しい時代に求められる子どもの資質・能力を育てます。 

★  教員の指導力向上やＩＣＴの活用などにより、子どもたちが広い視野を持って異文化を理解し、国際共

通語とされる英語力を身につける、グローバル化に対応する教育を進めます。 

★  学校運営協議会制度等で、地域と共にある学校づくり、地域に根ざした特色ある教育活動の推進や

校種間の連携に努め、学校園、家庭、地域が一体となって子どもを守り育てる環境づくりを進めます。 

    老朽施設の長寿命化改修や耐震対策を計画的に実施するとともに、時代の変化を見据えて環境に

配慮した、すべての子どもが利用しやすい施設整備を進めます。 

    学校給食調理場の更新や改修を計画的に実施し、安全でおいしい学校給食の安定的な提供に努め

ます。 
 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  「子どもの学校での教育がしっかりできてい

る」と感じている人の割合 
65.3% 80% 95% 

    困った時、悩みがある時に相談する人がいる

と答えた子どもの割合 
87.7% 96% 97% 

★  学校が楽しいと思う子どもの割合 78.0% 90% 95% 

    小中学校のトイレの洋式化率 40.0% 60% 80% 

    学校給食調理場施設のドライ方式（※）の割

合 
49.5% 66% 100% 

 

（※）床に水が落ちない構造の施設、設備、機械、器具を使用し、床が乾いた状態で作業を行う方式。 
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子ども・子育て・教育 ＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 

１－4 子どもたちが自然にふれながら、健やかに育っている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 子どもの発達段階に応じた環境教育や

山・川・海の自然環境を生かした体験

型学習の充実が求められています。 

 ‐ 家庭・学校・地域など多様な場で、環境

教育を充実させていくことが必要です。 

‐ 子どもたちが、自然について学んだり体

験したりできる観察会や講座等を行っ

ています。 

 

‐ 広報活動などを通して、より多くの子ども

たちに自然を学ぶ機会を提供することに

より、自然学習イベントなどへの参加者

の増加と参加者層の拡大を図る必要が

あります。 

‐ 子どもたちの自然体験活動を支援する

指導者やボランティアの不足や高齢化

が課題となっています。 

 
‐ 特に若い世代の指導者やボランティアを

育てていくことが必要です。 

‐ 子どもたちの自然についての学びの場

となる施設の老朽化が進んでいます。 
 ‐ 老朽化した施設や設備を計画的に整備

することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
少年自然の家での暗夜行路 倉敷美観地区で淡水魚を観察 

 

 
 

 

  

 

 



 

47 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

  

    

 

 

 

市の施策 子どもたちが緑や生きものなどの自然に親しみながら、学べる機会を提供する  
 

基本方針 

    市民・団体・行政などが連携を図り、家庭・学校・地域など多様な場で、自然とのふれあいや日常生

活を通して、子どもの発達段階に応じた環境教育を進めることで、子どもたちの豊かな感性を育み、環

境を守り大切にする心を育てます。 

    自然を学ぶ観察会や講座などを充実させ、広報活動に力を入れることで、参加者の増加と参加者層

の拡大を図るなど、より多くの子どもたちが自然を学べるように取り組んでいきます。 

    子どもたちの自然体験活動を支援する指導者やボランティアについて、若い世代が気軽に参加でき、

やりがいを感じられるような支援や仕組みづくりなどを行うことで、人材育成と資質向上を図ります。 

    子どもたちの自然への興味や関心を高め、自らの学びを支援するため、計画的に施設や設備を充実

させるとともに、より魅力的な事業を実施するよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    自然にふれたり、学んだりする活動に参加し

ている子どもの数 
11,533人 13,300人 14,500人 

    自然の中で遊ぶことが楽しいと思っている子

どもの割合 
84.4% 86% 88% 
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子ども・子育て・教育 ＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 

１－5 安心できる環境のもとで出産・子育てができている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 妊娠中や出産後に相談できる人や支

援してくれる人が少なく、不安を感じた

り、心身の調子を崩す妊産婦がいま

す。 

 

‐ すべての妊産婦やその子どもを含む子

育て家庭において、安心安全な出産や

健やかな育児が行えるよう支援が必要

です。また、妊娠や出産、性に関する正

しい知識を得る機会の充実も必要です。 

‐ 核家族化や地域のつながりの希薄化

が進む中、情報は多様化しており、親

が一人で子育てに悩んだり、育児ストレ

スが募ったりする家庭が増えていま

す。 

 

‐ 各家庭での子育てが孤立しないよう、相

談機能を充実させるとともに、子育ての

仲間づくりができる場を増やし、利用促

進を図る必要があります。 

‐ 出産や子育てに伴う経済的負担感か

ら、子どもを産み育てることに不安を感

じる人もいます。 

一方で、晩婚化の影響もあり、不妊治

療の受診者が増加しています。 

 

‐ 子どもや家庭の状況に応じて子育てに

係る助成制度を充実するなど、ゆとりを

もって子どもを産み育てられる環境整備

が必要です。 

また、治療費が高額となる不妊治療に

ついて、引き続き公的助成が必要です。 

‐ ひとり親家庭を取り巻く環境は変化して

おり、母子家庭・父子家庭などの区別

なく支援していく方向にあります。 

 ‐ 相談体制や就業支援、経済的支援など

きめ細かな対策の充実が必要です。 

‐ 未婚化、晩婚化が進み、少子化の一

因となっています。 
 

‐ 結婚を希望する人への支援として、若い

世代を中心とした出会いの場を増やす

必要があります。 
 

 

［合計特殊出生率の推移］ 

 

 

［子育てしやすいと感じるために必要な条件・環境］ 

 

 

 

 

 

1.53
1.56

1.39 1.47

1.37

1.36

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

倉敷市
岡山県
国

（年）

倉敷市

岡山県

国

出典：倉敷市保健所保健課 出典：くらしき子ども未来プラン後期計画 

0 20 40 60 80

家族で協力して子育てをしている

親族のサポートがある

医療機関が充実している

子育てに伴う経済的負担の軽減がある

公園など子どもが外遊びできる場が多い

保育所等の保育サービスが充実している

居住環境がよい

幼稚園等の教育環境が充実している

親子一緒に楽しめる施設が多い

子育て中の親同士の交流が盛んである

自然環境がよい

地域の人たちのサポートがある

親子で楽しめるイベントが多い

（%）

n=492（複数回答5つまで可）



 

49 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

 

     

 

 

 

市の施策 安心して出産・子育てできる環境を整える 
 

基本方針 

★  妊娠期から子育て期における不安や悩みの軽減を図るための情報提供や相談体制を充実し、切れ

目ない子育て支援環境を整えます。また、性に関する正しい知識を身に付けられる機会の充実に努

めます。 

★  地域での子育て支援の充実を図り、親子のふれあいや親同士の交流、子育ての仲間づくりを促進し

ます。 

★  保育や医療、教育など、子育て家庭等の経済的負担の軽減、不妊治療の公的助成の継続などによ

り、安心とゆとりをもって妊娠・出産・子育てができる環境を整えます。 

★  関係機関との連携を強化し、ひとり親家庭が抱える悩みや相談ごとに対応できる体制を整えます。ま

た、生活支援や経済的支援を行い、ひとり親家庭の生活の自立と安定を図ります。 

★  希望する人が結婚できるよう、出会いの場の創出や相談体制の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  身近に子育ての相談ができるところがあると

思っている人の割合 

【就学前児童の保護者】 

【小学生の保護者】 

 

 

79.9% 

66.6% 

 

 

82% 

70% 

 

 

85% 

75% 

★  子育てを家族で協力して行っている人の 

割合 

【就学前児童の保護者】 

【小学生の保護者】 

 

 

89.5% 

82.4% 

 

 

92% 

92% 

 

 

95% 

98% 

★  倉敷結婚相談所を通じた結婚成立数 26組 

 

170組 

（R3-R7累計） 

 

370組 

（R3-R12累計） 
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子ども・子育て・教育 ＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 

１－6 
仕事と家庭の両立ができ、親が子どもとふれあう時間を持つことがで

きている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 共働き世帯の増加などにより、小学校

就学前の子どもに対する保育・教育ニ

ーズは増加、多様化しており、特に３歳

未満の子どものニーズが増えていま

す。 

 

‐ 就学前保育・教育ニーズに対する計画

的な整備と、子どもの状況に応じて、保

護者の意向等に寄り添った入所案内等

の支援が必要です。 

‐ 近年頻発化する自然災害や感染症に

ついて、保育・教育の場においても対

策が求められています。 

 
‐ 計画的な施設整備や状況に応じた避難

計画や感染症対策を行っていく必要が

あります。 

‐ 就労形態の多様化など保育を取り巻く

社会情勢は変化しており、質の高い保

育と柔軟な対応が求められています。 

 
‐ 社会情勢に応じて、保育内容や方法を

柔軟に見直しできる体制づくりや、研修

の充実を行うことが必要です。 

‐ 保育士などの人材確保は年々難しくな

っています。 
 ‐ 就労希望者を増やす取組が必要です。 

‐ 放課後児童クラブに入所を希望する

児童は年々増加しており、共働き世帯

の増加などにより、更なる増加が見込

まれます。 

 

‐ 入所希望児童の増加に伴い、放課後児

童クラブ支援員や放課後児童クラブ施

設の確保に更に取り組んでいく必要があ

ります。 
 

 

 

 

［保育所等の待機児童数の推移］ 

 

 

 

 

［放課後児童クラブの入所児童数の推移］ 
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51 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

 

     

 

 

 

市の施策 子育てと仕事がゆとりをもって両立できる環境を整える 
 

基本方針 

★  多様化する就学前保育・教育ニーズに応じて、地域性や年齢などを考慮しながら受入枠の拡大を図

り、待機児童対策を進めます。 

★  頻発化する自然災害や感染症を見据えて、就学前保育・教育施設において、計画的に子どもの健康

や安全確保の対策に取り組みます。 

★  保育の内容や方法を、社会情勢に応じた見直しを行いながら、専門家の意見を取り入れるなど保育

現場職員の研修の充実により、保育の質の向上を図ります。 

★  働きやすい保育の場をめざした環境整備などにより、就労希望者を増やし、保育所や認定こども園等

に勤務する職員の確保に努めます。 

★  放課後児童クラブの利用ニーズの増加に対応するため、放課後児童クラブの充実を図ります。 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  保育所等の待機児童数 
（Ｒ２） 

98人 
0人 0人 

★  これまで育児休業（※）を取得したことがある

人の割合 

 【就学前児童の父親】 

 【就学前児童の母親】 

 

 

 7.9% 

79.3% 

 

 

20% 

91% 

 

 

35% 

95% 
 

（※）労働者が原則として１歳に満たない子を養育するための休業のことです。 

原則、子１人につき１回、連続した期間をその長短に関わらず取得できます。 
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子ども・子育て・教育 ＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 

１－7 
学校・園、地域、家庭が連携して、子どもたちが困窮することなく、安

心して学び、成長できる環境となっている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 子どもや保護者の暮らす身近な地域

において、地域ぐるみで子どもを育てる

ネットワークづくりが求められています。 

 

‐ 地域子育て支援拠点や児童館、学校・

園のネットワーク化によって、母親クラ

ブ、子育てサロンなど団体間がつながる

ことが必要です。 

‐ 少子化の影響などで、子どもたちが地

域の異年齢の集団で遊ぶ機会が減っ

ており、社会性が育ちにくく、地域との

関わりが希薄になることが懸念されて

います。 

 ‐ 異年齢の仲間とのかかわりや地域住民

との交流の場の提供が必要です。 

‐ 学校・園を支援する地域のボランティ

アやコーディネーターが不足していま

す。 

 
‐ ボランティアの活動内容の見直しやコー

ディネーターを育てる研修の実施などが

必要です。 

‐ 様々な困難を抱え、経済的にも不安

定な家庭の子どもが増えていますが、

保護者との信頼関係づくりが難しく、支

援につながりにくい状況です。 

 

‐ 困難を抱える家庭に寄り添い、子どもの

状況に応じて生活や学習面での支援を

行い、地域などが協働して支えていく体

制づくりが必要です。 
 
 

 

地域の田んぼで田植え（総合的な学習） 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

 

 

市の施策 学校・園、地域、家庭が連携して子どもたちを見守り、安全・安心に成長で

きる環境を整える 
 

基本方針 

★  学校・園、地域、家庭が連携する子育て支援のネットワークづくり、地域ぐるみで子どもを育てる体制づ

くりを進めます。 

★  学校や地域の活動のなかで、子どもたちが地域の歴史・文化を学んだりスポーツを楽しんだりする機

会を増やして、子ども同士や地域住民との交流を深め、子どもの社会性を身につける健やかな学びと

成長を支えます。 

★  学校・園を支援する地域のボランティアやコーディネーターを育成・支援し、地域で子どもたちが安心

して生活できる環境づくりに努めます。 

★  様々な困難を抱える家庭の子どもが、将来の夢や希望をもち成長段階に応じた支援ができるよう、家

庭に寄り添い、福祉や教育、地域が協働し支える体制をつくります。 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  様々な場面で困った時に相談できる相手が

いる保護者の割合 

    【就学前児童の保護者】 

    【小学生の保護者】 

 

 

92.2% 

85.0% 

 

 

95% 

90% 

 

 

98% 

95% 

★  学校・家庭・地域が連携した事業に参加した

子どもの数 

 

269,474人 

 

286,000人 

 

300,000人 

★  地域の人に支えてもらって子育てをしている

と思う人の割合 

【就学前児童の保護者】 

【小学生の保護者】 

 

 

44.7%  

50.0%  

 

 

47% 

55% 

 

 

50% 

60% 

★  子どもと将来の夢や目標について家庭で話

をする小学生の保護者の割合 
86.2% 90% 95% 
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子ども・子育て・教育 ＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 

１－8 
障がいの有無にかかわらず、等しく保育・教育を受けることができてい

る 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 障がいのある子どもと障がいのない子

どもが一緒に過ごす時間が増える一方

で、障がいのある子どもへの偏見など

は、今も残っています。 

 
‐ 障がいや障がいのある子どもについての

意識啓発を行い、更なる理解を深めて

いくことが必要です 

‐ 発達障がいなど特別な支援を必要と

する子どもは増加傾向にあり、求めら

れる支援も子ども一人ひとりの状態に

よって異なっています。 

 
‐ 子どもの障がいの状態に応じた適切な

学びの場の提供や、必要な支援を充実

していくことが必要です。 

‐ 発達障がいなどの状態は、多様化して

おり、相談や指導・支援に関する教職

員や保育者の資質向上や実践力が求

められています。 

 

‐ 学校園における相談窓口である特別支

援教育コーディネーターの専門性や教

職員の指導力向上のための取組が必要

です。 

‐ 障がいのある子どもがライフステージに

応じた支援を受け、社会で自立した生

活ができるよう一貫した支援が求めら

れています。 

 
‐ 障がいのある子どもの進路などについ

て、関係機関と連携した更なる支援体

制の充実が必要です。 
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55 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

 

 

市の施策 障がいのある子どもが、適切な保育や教育、支援が受けられる体制を整える 
 

基本方針 

    障がいの有無にかかわらず、共に尊重し合いながら協働して生活していくことができるよう、多様化す

る障がいと障がいのある子どもに対する理解と啓発に努めます。 

    障がいのある子ども一人ひとりに適したきめ細かな対応を行うため、個々の教育ニーズに応じた適切

な指導及び支援を受けることができる環境を整備します。 

    教職員や保育者の障がいに対する理解や指導力の向上のための研修などの充実により、多様化する

発達障がいに対応できる専門性を備えた相談支援体制の充実を図ります。 

    障がいのある子どもが将来自立して生活していけるよう、関係機関や団体などと連携した進路指導の

充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    特別支援教育・特別支援保育に関する学

習会・研修会等への教職員や保育職員の

参加者数（人／年度） 

1,969人 2,050人 2,150人 

    特別支援教育について理解が進んでいると

思う人の割合 
60.4% 70% 80% 
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子ども・子育て・教育 ＜ 慈
いつくしむ

 ＞ 

１－9 興味があることを、だれもが、気軽に学ぶことができている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 多様化する市民ニーズにあわせた講

座の開催に努めています。 
 

‐ 公民館等での講座の充実を図るととも

に、学習した成果を地域で生かしていく

ことが必要です。 

‐ 不登校・引きこもりなど様々な理由によ

り、社会的に孤立している若者が増え

ています。 

 

‐ 様々な理由で、社会的に孤立する若者

を減らすため、社会参加につながる支援

が必要となっています。 

‐ 生涯学習施設の老朽化が進行してい

ます。 
 

‐ 老朽が進む施設について、移転や複合

化を含め、計画的な施設の更新・改修

が必要です。 

‐ 大学などの高等教育機関が行う専門

的な分野での地域貢献に対して、市民

の認識が十分ではありません。 

 

‐ 市内の高等教育機関や企業等と連携し

た専門的な講座について、積極的なＰＲ

が必要です。 

‐ 多様な学びにつながる読書の習慣を

身につけることは、子ども達の発達過

程において重要ですが、近年、読書離

れが進んでいます。 

 

‐ 読書離れを防ぐため、発達段階に応じた

読書習慣の形成と課題解決型の図書

館利用をより一層効果的に図る必要が

あります。 
 

 

 
世界最高水準の技術を導入してリニューアルオープンした 

ライフパーク倉敷科学センターのプラネタリウム（平成３１年３月） 
 

 



 

57 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

    

  

 

 

 

市の施策 一人ひとりが生涯を通して行う学びを支援するとともに、その学びによる地

域の活性化を推進する 
 

基本方針 

    多様化する市民ニーズの把握に努め、求められる学習機会の提供と情報発信に努めるとともに、学

習した成果を地域で生かせるような仕組みづくりを進めます。 

★  長期ひきこもりなど社会的に孤立し、自立に困難を抱えている若者などへの学習機会を提供して、関

係機関と連携して支援し、社会参加や就労につなげていきます。 

    優れた市内の学習施設を効果的に活用するとともに、施設の長寿命化も踏まえた施設機能の充実を

図り、市民が、学びの場として安全で快適に利用できる学習施設をめざします。 

★  大学などの高等教育機関や企業、また市や公的機関などの連携により、様々な専門的な分野におい

て、気軽な学びの機会を提供し、積極的な情報発信を行うとともに、地元大学等の更なる活性化を

図ります。 

    地域・家庭における読書活動が進むよう、子どもと家族が一緒に親しむ習慣づくりを支援し、子どもの

主体的、意欲的な学習活動や読書活動の支援を行います。 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    学校で活動している地域のボランティアの数 237,864人 252,000人 265,000人 

    自分が参加したいと思う講座や活動があると

思う人の割合 
31.4% 36% 41% 

    公民館、図書館で開催される生涯学習講座

への参加者数（人／年度） 
28,565人 34,500人 37,500人 

★  倉敷市役所でのインターンシップ受入人数 47人 62人 80人 

    市民１人当たりの市立図書館の貸出数 

（点／年度） 
5.9点 6.2点 6.5点 
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59 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 文化・産業 

＜ 紡
つむぐ

 ＞ 
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文化・産業 ＜ 紡
つむぐ

 ＞ 

2－１ 生活の中に個性的で魅力的な文化芸術が息づいている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 文化芸術にふれる機会があるものの、

鑑賞者数（特に若年層）は減少傾向に

あります。 

 

‐ 郷土ゆかりの文化芸術の紹介のほか、

各世代の関心やニーズを踏まえ、多くの

市民が国内外の優れた芸術文化に親し

む機会を増やすことが求められていま

す。 

‐ 暮らしの中で文化的活動を行っている

人の割合が減少しています。 
 

‐ 多様な創作活動や作品発表の場が広

がるような、文化芸術活動の機会の充

実が必要です。 

‐ 文化施設の老朽化が進行しています。  
‐ 個々の施設の特性を踏まえた上での施

設のあり方の検討が必要です。 

‐ 展覧会や講演会、収蔵作品などの情

報が十分に周知されていない状況で

す。 

 

‐ 幅広い年代・地域の人が展覧会や収蔵

作品などの情報を入手できるよう、ＳＮＳ

を含めた多様な広報展開が必要です。 
 

 

 

［市の主な文化事業の入場者数及び参加者数の推移］ 
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出典：倉敷市文化産業局文化振興課 



 

61 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

   

   

 

市の施策 文化芸術活動を振興する 
 

基本方針 

★  各世代の関心やニーズを踏まえ、子どもから高齢者まで多くの市民に、様々なジャンルの優れた文化

芸術に親しむ機会を提供することに努めます。 

★  市民が身近に文化活動に参加・発表することのできる環境づくりを進めるとともに、文化芸術団体の活

動や団体相互間の交流を促進し、文化が育まれる環境づくりを進めます。 

★  個々の特性を踏まえて文化施設のあり方を検討するとともに、施設機能・設備の充実により、利用しや

すい施設としての運営に努めます。 

★  文化芸術に関する情報を収集し、多様な広報媒体による、多言語化も含めたタイムリーで、わかりや

すい積極的な情報発信に努めます。 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  生活の中で文化的活動（鑑賞と実践のどち

らでも可）を行っている人の割合 
30.5% 40% 50% 

★  文化施設の利用者数（人／年度） 450,793人 645,000人 690,000人 
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文化・産業 ＜ 紡
つむぐ

 ＞ 

2－2 
世代を超えて受け継がれてきた歴史文化や伝統が大切に継承され、

輝いている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 本市には指定文化財や歴史ある町並

みをはじめ、数々の遺産がありますが、

多くはその活用が特定の地域や文化

財に限られ、広がりを見せていません。 

 

‐ 日本遺産の物語も活用し、市全域に点

在している価値ある遺産、貴重な伝統

文化を、講座の開催なども含めて広く発

信していくことが必要です。 

‐ 郷土の偉人の顕彰活動や地域の文化

活動の担い手の高齢化により、後継者

が不足しています。 

 

‐ 歴史文化や伝統を守り育てることの大切

さなど、地域への愛着意識を啓発してい

くことが求められています。また、子ども

たちが身近にふれる機会も必要です。 

‐ 価値ある文化財が未だ地域に埋もれ

ている可能性が考えられます。 
 

‐ 地域の協力を得て文化財の現況調査を

定期的に行うなど、価値ある文化財を継

続的に見いだしていくことが必要です。 

‐ 歴史資料の保存と活用を行う体制の

整備を進めています。 
 

‐ 保存された歴史資料について、より一層

市民が利用できる体制とすることが必要

です。 
 

 

   

 

 

  

日本遺産とは 

 日本各地の歴史的魅力や特色につながる文化や伝統を語る「ストーリー」を文化庁が認定するもので、有形・無形の様々

な地域の文化財で構成されています。倉敷市は３つの日本遺産ストーリーが認定され、まさに「日本遺産のまち」となっ

ています。 

［日本遺産のまち 倉敷市］ 

認定された３つの日本遺産のストーリー 

 

一輪の綿花から始まる倉敷物語 

 

～和と洋が織りなす繊維のまち～ 

平成２９（２０１７）年度認定 

荒波を越えた男たちの夢が 

紡いだ異空間 

～北前船寄港地・船主集落～ 

平成３０（２０１８）年度認定 

「桃太郎伝説」の生まれたまち 

おかやま 

～古代吉備の遺産が誘う鬼退治の物語～ 

平成３０（２０１８）年度認定 



 

63 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

    

  

 

市の施策 歴史文化や伝統の保存・継承と活用を図る 
 

基本方針 

★  地域の歴史的魅力や特色、後世に語り継がれる文化や伝統、そして本市の日本遺産を広く発信する

とともに、その活用による地域活性化を図ります。 

★  郷土の偉人の研究・顕彰、地域に根ざした文化活動を支援するとともに、その担い手の育成につなげ

るため、啓発活動や、子どもたちをはじめとして市民が文化財に関わる機会の提供により、地域への

愛着と誇りを醸成します。 

★  地域の協力のもと、地域に埋もれている文化財の調査を進め、先人達が残した貴重な文化財を後世

に引き継ぎます。 

★  文化財に関する資料、公文書や古文書などの歴史資料や情報を、市民がより利用しやすくなるよう収

集・公開に努めます。 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  後世に伝えたい歴史文化や伝統が継承され

ていると思っている人の割合 
57.8% 62% 67% 

★  子どもと一緒に地域の伝統行事に参加した

ことがある人の割合 
65.3% 73% 80% 
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文化・産業 ＜ 紡
つむぐ

 ＞ 

2－3 生活の中で、日常的かつ気軽にスポーツに親しむことができている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 本市のスポーツ実施率は、全国値と比

較して９ポイント以上低く、特に２０歳台

から５０歳台までの働く世代や女性の

実施率の低さが顕著となっています。 

 

‐ スポーツを行う動機付けや習慣化に取り

組むとともに、スポーツに親しむための機

会や場、情報の提供を行うなど、ライフ

ステージに応じた運動・スポーツ活動の

推進が必要です。 

‐ アスリートの活躍が、市民のスポーツへ

の関心を高め、応援機運を醸成する

など、社会全体に活力を与えていま

す。 

 

‐ ジュニア期からの中長期にわたる一貫

指導・支援体制の充実や指導者の養成

による継続的かつ効果的なアスリートの

発掘・育成・強化が求められています。 

‐ スポーツは地域の活性化にも貢献して

いますが、地域スポーツの推進を担う

スポーツ推進委員の認知度が低いな

ど、地域スポーツの振興は十分とは言

えません。 

 

‐ スポーツ推進委員などの地域のスポー

ツリーダーが参画する地域スポーツの体

制づくりに努め、スポーツ参加人口の拡

大を図ることが必要です。 

‐ スポーツ施設の老朽化が進行していま

す。 
 

‐ 施設の長寿命化や利用者の利便性向

上等を踏まえた施設の整備・充実を図

ることが必要です。 
 

 
 

［スポーツを行う頻度］ 

 

 

［地域のスポーツ振興による効果］ 

 

 

 

 

 

 
 

毎日, 

158人, 

13.8%

週1回以上, 

345人, 

30.1%

月１～2回以上, 

153人, 

13.3%

年数回程度, 

196人, 

17.1%

しなかった, 

286人, 

24.9%

無回答, 

9人, 

0.8%
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コミュニティの活性化

（人）

出典：倉敷市民のスポーツ振興に関する市民アンケート調査 

（平成３１年２月１２日～３月２２日実施） 

出典：倉敷市民のスポーツ振興に関する市民アンケート調査 

（平成３１年２月１２日～３月２２日実施） 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

 

  

   

 

市の施策 スポーツ活動を推進する 
 

基本方針 

★  市民のだれもが、体力や年齢などに応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことがで

きる生涯スポーツ社会の実現をめざします。 

    アスリートの発掘や育成、強化を継続的に行うことにより、本市の競技水準の向上を図ります。 

★  スポーツを通じて、人と人、地域と地域の交流を促進し、活力ある絆の強い地域社会の実現と地域経

済の活性化につなげます。 

★  施設の長寿命化などにより、だれもが身近に、気軽に、そして安全にスポーツに親しむことができる環

境整備を図ります。 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  週１回以上スポーツをしている成人の割合 42.9% 50% 55% 

    国民体育大会に出場する選手数（人／年） 196人 200人 220人 

★  倉敷市スポーツ情報サイト「Kurashiki Sports 

Navi」の閲覧数（件／年度） 
438,581件 700,000件 1,000,000件 
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文化・産業 ＜ 紡
つむぐ

 ＞ 

2－4 心に充足感やゆとりをもち、家庭と仕事の調和がとれている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 事業所や市民の間ではワーク・ライフ・

バランスへの理解が浸透している一方

で、その必要性への理解は十分では

なく、多くの事業所においては多様な

働き方のできる環境整備が十分に進

んでいません。 

 

‐ 事業所・市民が、一人ひとりの事情に応

じた多様な働き方への理解を深めるた

めの啓発とともに、あらゆるライフステー

ジに応じた多様な働き方を選択可能に

する環境づくりの支援が必要です。 

‐ 働き方改革への理解を深め、社会通

念として定着させる必要があります。 
 

‐ 働く人と企業の双方の啓発を行うととも

に、児童・生徒へのキャリア教育が必要

です。 

‐ 仕事に追われ健康を害したり、仕事と

子育てや介護との両立に悩んだりする

労働者が増えています。 

 

‐ 在宅勤務や介護に対応した短時間労

働、子ども同伴での就労や社内保育の

環境整備など、多様な就労形態に対応

できる労働環境の整備が必要です。 

‐ ハラスメントや不当な差別により就労

環境が悪化し、心の病での休職や退

職を余儀なくされる人が増えていま

す。 

 

‐ 就労環境の改善に取り組む企業に専門

家等を派遣するなど、企業内での啓発・

教育の促進が求められています。 

 

 

 

［ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を知っていますか］ 

 

 
 

  

言葉，内容ともに知っていて，

既に取り組んでいる

（又は取り組む予定である）,

5事業所,

5.1%

言葉・内容ともに知っている, 

56事業所,

57.1%

言葉は聞いたことがあるが，

内容については知らない, 

24事業所,

24.5%

言葉，内容ともに知らない, 

10事業所,

10.2%

回答なし, 

3事業所, 

3.1%

送付:200事業所 回答：98事業所 回答率：49.0％ 

出典：倉敷市男女共同参画に関する事業所アンケート結果 （令和元年 8月 16日～9月 17日実施） 



 

67 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

市の施策 家庭や仕事と生活の調和がとれるよう支援する 
 

基本方針 

★  女性をはじめとした多様な人材が、自分の意志で生き方を選択し社会のあらゆる分野に参画し活躍し

ていくために、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現した社会をめざします。 

★  働く人と企業の双方に理解を深めるための情報発信や啓発を推進するとともに、児童・生徒に対して

働き方についての意識醸成を図る教育を行い、仕事と生活の調和を考慮した働き方改革への理解を

深めます。 

★  就労時間や就労場所に柔軟に対応できる労働環境、多様な就労形態を選択できる環境の整備を促

進します。 

★  ハラスメントや障がいのある人、性的少数者、外国人に対する不当な差別の防止など、働く場での人

権問題に対して一層の啓発を図るとともに、積極的に改善に取り組む企業を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  自分や家庭の事情に合った働き方ができて

いると思っている人の割合 
73.2% 82% 85% 

★  余暇時間を有意義に過ごすことができている

と思っている人の割合 
60.6% 65% 70% 

★  働いている職場が、子育てに対する理解が

あると思っている人の割合 
66.1% 70% 75% 
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文化・産業 ＜ 紡
つむぐ

 ＞ 

2－5 
産業競争力が高く、多様な人材が働く機会に恵まれ、将来の暮らしに

希望を持つことができている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 貨物船の大型化が世界的に進むな
か、水島港は港湾施設の水深不足な
どにより、効率的な大量一括輸送に対
応できていません。 

 
‐ 水島港の岸壁・航路・泊地などの整備を

より一層促進することが必要です。  

‐ 水島コンビナートは本市の産業の中核
として競争力強化に取り組んでいます
が、近年の国際競争は厳しさを増して
います。 

 

‐ コンビナートの高付加価値化・脱炭素化
に向けた投資や、研究開発や新規事業
が進出しやすい環境整備、マザー工場
化の支援が必要です。 

‐ 情報通信や医療系など、次世代産業
技術を学ぶ人材は多いものの、活躍で
きる場は少ない状況です。 

 
‐ 地域で、次世代産業技術を学ぶ人材が

活躍できるよう、受け皿の確保が求めら
れています。 

‐ 職人の減少に伴い、技術の承継が進
んでおらず、地場産業の衰退が顕著に
なっています。 

 

‐ 地場産業のイメージやブランド力の向
上、新たな地域資源の掘り起こしや、人
材の確保・育成、伝統技術の承継が必
要とされています。 

‐ 企業では、新規事業展開に必要な高
度人材の不足、後継者不在に加え、
設備老朽化、ICT活用やグローバル化
への対応など、様々な課題が山積して
います。 

 

‐ 新商品・新技術の開発、人材の育成、
事業承継、設備更新やＩＣＴ化、国内外
の販路開拓など、「がんばる企業」の経
営支援が必要です。 

‐ 中小企業・小規模事業者は、自然災
害や危機発生時の事業継続力が弱い
状況です。 

 

‐ 中小企業や小規模事業者が危機に直
面した際に、製造場所などの確保、人員
配備、広域連携などの支援が必要で
す。 

‐ 若者の首都圏への流出が、労働人口
減少につながっています。また、潜在
的労働力である女性、高齢者、障がい
者の就労において、求人と求職のニー
ズが一致しない傾向が顕著になってい
ます。 

 

‐ 子どものキャリア教育、地域や産業界の
ニーズに対応した人材育成、若者や女
性の起業・創業支援や高齢者などの就
業支援、障がい者の雇用啓発などが必
要です。 

 

［三大都市圏への年齢階層別の転入・転出状況］ 
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出典：総務省住民基本台帳人口移動報告（平成 30年） 出典：厚生労働省岡山労働局、倉敷中央公共職業安定所 
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69 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

      

 

 

 

市の施策 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて縮小した経済を早期に復興する

ため、産業競争力の強化と地場産業の振興、雇用の確保・充実を図る 
 

基本方針 

★  国・県・民と連携して、水島コンビナートの重要な物流拠点であり、中四国を中心とした西日本の物流

のハブとなる水島港の整備を促進し、競争力強化を図ります。 

★  水島コンビナートの高効率化、高付加価値化、脱炭素化を進めるとともに、企業の研究開発や新規事

業創出に向けた取組などを支援し、アジア有数の競争力を持つコンビナートとしての持続的発展をめ

ざします。 

★  次世代産業技術を学ぶ人材が活躍できるよう、イノベーション分野を含めた、地域への経済波及効

果の高い企業の誘致・育成に取り組み、持続的な産業力の強化を進めます。 

★  繊維などの地場産業や、伝統分野における技術を継承するため、地域資源の魅力発信を行うととも

に商品開発や販路開拓を支援し、競争力を強化することで次世代の人材確保に努めます。 

★  市の経済と雇用の基盤を支える中小企業・小規模事業者の持続的発展に向けた経営体質の健全

化、経営基盤の強化、競争力強化、事業承継などの取組を支援します。 

★  中小企業・小規模事業者について、危機発生時の事業継続の取組を支援します。 

★  労働力人口の減少が進むなか、就労意欲と能力を持つ人材の就労促進、潜在的労働力の確保を

進め、雇用の確保・創出による労働力の安定を図ります。 
 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  自分の仕事にやりがいを感じている人の割合 69.3% 75% 80% 

★  市内製造業粗付加価値額 
（H30） 

6,420億円 

（R6）  

6,495億円 

（R11）  

7,171億円 

★  市内高等教育機関（大学・短期大学等） 

卒業生の市内就職率 
21.9% 24% 28% 

★  市内情報通信業売上 
（H28） 

89.2億円 

（R3） 

108.5億円 

（R8） 

132.0億円 
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文化・産業 ＜ 紡
つむぐ

 ＞ 

2－6 
商業の活性化が地域に活力を生み、時代の流れに対応したビジネス

の創出や起業が進んでいる 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 市中心部では、JR倉敷駅南北の再開

発などで新たな賑わい創出が期待さ

れています。 

 

‐ JR 倉敷駅周辺の日常生活を支える商

店の支援や、美観地区の文化施設など

との連携も踏まえた観光客が訪れる商

業施設などの立地支援が必要とされて

います。 

‐ 市内の商店街は、経営者の高齢化や

後継者不足によって、空き店舗の増

加、店舗の老朽化に伴う空き地や駐

車場化が進んでいます。 

 

‐ 地域の特性を生かした商店街の魅力向

上の取組や、空き店舗解消の取組を支

援することが求められています。 

‐ 感染症などの新たな課題が生じるな

か、事業者には、多種多様な形での商

品・サービスの提供や発信、業態変化

や進化への対応が求められています。 

 

‐ 経済情勢、社会情勢に対応し、事業者

が自らの強みを生かしていく取組への支

援が必要です。 

‐ 起業者の増加は、地域経済の持続的

発展や地域の雇用拡大につながること

から、起業支援に取り組んでいます。 

 

‐ 資金支援や経営知識の習得支援、イン

キュベーション施設（起業を支援する入

居施設）の運営など、起業者支援への

取組の継続が必要とされています。 

‐ 急速な経営環境の変化の中で、事業

者には、Society5.0への対応や、地域

資源・特産品を活用した新たなビジネ

スの創出が求められています。 

 

‐ 地域資源・特産品を活用した新商品・新

技術の開発、先端設備の導入などの支

援が必要とされています。 

 

 

［年間商品販売額（小売業・卸売業）の推移］ 

 

 

［小売業の売場面積の推移］ 

 

 

出典：商業統計調査 
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71 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

市の施策 商業振興による地域の活性化を図るとともに、新分野への進出・起業がしや

すい環境を整える 
 

基本方針 

★  市中心部において、JR 倉敷駅を中心とした南北の回遊性向上による一体化を促進し、更なる賑わい

と活力の創出を図ります。 

★  地域の消費や雇用を支えるとともに、まちの拠点や地域コミュニティ形成として重要な商店街の活性

化を図ります。 

★  経済情勢や社会情勢を踏まえ、感染症などの新たな課題に対応し、事業者が自らの強みを生かして

いく多種多様な取組を支援します。 

★  起業を地域経済の活性化にとって重要な経済活動と捉え、起業を志す人を継続して支援し、起業機

運を醸成します。 

★  次代の先端技術や地域資源・特産品の活用、農商工連携の促進などにより、新商品・新技術の開発

につなげ、新たなビジネスの創出を図ります。 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  商店街の休日一日当たりの歩行者・自転車

通行量 
40,129人 43,000人 45,000人 

★  創業サポートセンターを活用した創業件数 353件 375件 400件 

★  商業年間商品販売額 

（H28）

1,047,738 

百万円 

(R3) 

1,100,125 

百万円 

(R8) 

1,152,512 

百万円 
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文化・産業 ＜ 紡
つむぐ

 ＞ 

2－7 将来にわたり持続可能な魅力ある農業や漁業が営まれている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 高齢化や後継者不足などにより農業

者が減少し、地域の中心的担い手であ

る認定農業者も減少傾向にあります。

優良な農地、農業用施設の維持管理

にも影響が生じています。 

 

‐ 地域の実情に合わせた担い手の確保が

必要です。また、非農家も含めた地域での

農地や施設の維持管理、良好な農地の

整備、水路の改修、樋門の電動化など、

農業生産基盤の整備と負担軽減を図る

必要があります。 

‐ 耕作放棄地が増加しています。また、

小規模な農業経営体の割合が高くな

っています。 

 
‐ 担い手への農地の集積・集約化を進めて

いく必要があります。  

‐ 市内の農地の作付面積の割合は、水

稲が大部分を占めていますが、水稲の

農業産出額は全体の３割程度で収益

性が高くありません。 

 

‐ 休耕田を含めた水田の効率的な活用や、

収益性が高い、果樹や野菜等の高収益

作物への転換が必要です。６次産業化な

どによる農業所得向上の取組も必要とさ

れています。 

‐ 市特産の農産物は、高品質で高い評

価を得ていますが、首都圏や海外への

販路拡大のため、一層の供給力強化

が求められています。 

 

‐ 各産地が足並みをそろえ、生産面積の拡

大や先進技術の導入などにより、供給力

を強化し、品質を均等に高めていく必要が

あります。 

‐ 消費者の低価格志向、人口減少など

に伴い農林水産物の消費の減少が見

込まれています。また、ライフスタイル

の変化などにより、地産地消を意識す

る機会が減少しつつあります。 

 

‐ 消費者が積極的に地元農林水産物を選

択できる機会を増やすとともに、個々のラ

イフスタイルやニーズに合わせて提供でき

る取組が必要です。 

‐ 漁場環境の悪化、漁業者の減少、魚

価の低迷などにより、漁業経営は非常

に厳しい状況にあります。 

 

‐ 漁場環境に即した漁業振興が必要です。

また、新規就業者の確保と漁業施設の近

代化が必要とされています。 
 

 

［販売農家における農業就業人口の推移］ 

 

［漁業就業者数の推移］ 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

  

    

 

市の施策 活力ある農業や漁業を守り、豊かな資源を次世代に継承する 
 

基本方針 

★  農業が魅力とやりがいのあるものとなるよう、生産基盤の拡充を図り、担い手の確保・育成に努めて、

効率的かつ安定的な農業経営の育成を図ります。 

★  農地を維持しつつ地域農業の持続的発展を図るため、農地の集積・集約化を進めます。 

★  水田の効率的活用や高収益作物への転換を図るとともに、６次産業化への支援などにより、農業所

得向上につなげます。 

★  農産物の供給力を強化するとともに品質を均等に高める取組を進め、市特産の農産物のブランド力

の維持・強化を図ります。 

★  消費者が地元農林水産物を消費できる機会を増やし、地産地消に対する市民の理解を深めて、消

費拡大を図ります。 

★  つくり育てる漁業を推進し、水産資源の維持・増大に努めるとともに、新規就業者の確保と漁業施設

の近代化を図り、漁獲物の商品価値向上と漁業経営の安定化をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  新規就農者数 15人 
60人 

(R3-R7累計) 

120人 

(R3-R12累計) 

★  担い手の農地利用集積率 21.3% 32.1% 43% 

★  漁業所得 405万円 453万円 498万円 
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文化・産業 ＜ 紡
つむぐ

 ＞ 

2－8 倉敷の魅力を国内外に PR し、たくさんの人が訪れるようになっている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ スマートフォンやSNSの普及などにより、
行政だけでなく、市民や事業者、倉敷を
訪れた観光客による情報発信も必要と
されています。 

 

‐ 紙やウェブサイト、SNS などを組み合わ
せ、それぞれの特性を生かしたきめ細か
い情報を、様々な主体が発信することが
必要です。 

‐ 市内の様々な地域・地区に観光地が
点在していますが、観光客の周遊性は
高くない状況にあります。 

 
‐ 来訪者の満足度向上のため、観光地へ

のアクセス向上と周遊につながる工夫が
求められています。 

‐ 観光客のニーズや関心は多様化して
おり、きめ細かい対応が求められてい
ます。 

 
‐ これまで開発してきた観光資源の磨き

上げと、魅力ある地域資源の更なる発
掘が必要です。 

‐ 岡山市や福山市、また高梁川流域圏
域など広域で連携して、それぞれの強
みを生かした観光コースの開発や、観
光客誘致の活動を行っています。 

 
‐ 広域連携の更なる推進によって周遊促

進を図るとともに、新たに他の圏域との
連携などにも取り組む必要があります。 

‐ 官民連携での国内外の旅行博や商談
会への参加など、観光ＰＲを展開して
いますが、コロナ禍においては積極的
な展開が出来ず、国内外からの観光
客も大きく減少しています。 

 

‐ 歴史的建造物等を活用した国内外のコ
ンベンション等の誘致や、その推進体制
づくりが必要です。併せて、新型コロナウ
イルス感染症に対応した誘致活動の強
化や修学旅行・外国人観光客誘致に向
けた素材の開発などが必要です。 

‐ 外国人を含む観光客の受け入れ環境
整備に向けて、無料Ｗｉ－Ｆｉサービスの
提供や、おもてなし人材の育成・活用
に取り組んでいます。 

 

‐ ユニバーサルデザインの推進や新しい
生活様式への対応、災害時の安全確保
など、観光客のニーズに対応できる受入
環境の整備が必要です。 

‐ 三大都市圏、とりわけ東京圏へ、特に
若い世代の人口が流出しています。 

 
‐ 人口流出に歯止めをかけ、人が集うまち

をめざして、魅力発信をはじめとした移
住定住施策が必要です。 

 

 

 

  
  

 

  

出典：岡山県観光客動態調査(倉敷市文化産業局観光課) 出典：公益社団法人倉敷観光コンベンションビューロー 

 ※公益社団法人倉敷観光コンベンションビューロー加盟の回答対象宿泊施設  

［観光客数の推移］ ［市内宿泊者数の推移］ 



 

75 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

 

   

   

 

市の施策 倉敷の魅力を発信し、受入環境を整備して交流人口の増大を図る 
 

基本方針 

★  多様な情報媒体を効果的に活用し、市の魅力を国内外へ積極的に情報発信します。 

★  市全域にひろがる日本遺産の物語も活用し、二次交通の充実など、周遊性を高める観光インフラの

整備を推進します。 

★  多様化する観光客のニーズや特性を捉え、様々な観点からの観光資源の創出や観光イベントの魅力

向上を図り、観光客の増加をめざします。 

★  高梁川流域圏の観光力の強化を図るとともに、新たな地域との連携など更なる広域連携の推進によ

り、周遊性を高めます。 

★  コンベンション、芸術文化、スポーツなどのイベントを活用した誘客や、オンラインなども含めた国内外

の旅行博や商談会への出展等による誘致活動の強化を図ります。また、コロナ禍においては県内・近

県へのプロモーションを強化するとともに、収束後の外国人観光客の誘客に向け、東アジアやヨーロッ

パ圏などの現地での情報発信を強化します。 

★  観光客のニーズや特性を踏まえ、災害時の安全確保や多言語対応、新しい生活様式への対応な

ど、外国人を含めた観光客の受入体制の充実を図ります。 

★  活力あふれ、持続可能なまちづくりを実現するため、移住定住を促進します。 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  市内主要観光地の観光客数（千人／年） 5,208千人 5,800千人 6,400千人 

★  市内宿泊客数（千人／年） 949千人 1,100千人 1,200千人 

★  シティセールス・観光・日本遺産関連ｳｪﾌﾞｻ

ｲﾄへの年間訪問回数（年間ｾｯｼｮﾝ数）と、

シティセールス・観光関連ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸの投

稿が届いた年間人数（年間リーチ数）の合計 

4,340,259 4,578,000 5,180,000 

★  シティセールスに関するタグ付けをされてい

る投稿回数 
9,200回 

33,200回 

(R3-R7累計) 

63,200回 

(R3-R12累計) 

★  移住促進施策を通じた移住世帯数 16世帯 
120世帯 

(R3-R7累計) 

300世帯 

(R3-R12累計) 
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77 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生活環境・防災・都市基盤 

＜ 繋
つなぐ

 ＞ 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－1 自然環境が守られ、環境と経済・社会とのバランスが保たれている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 生活スタイルの変化により、自然とふ

れあう機会が減少しており、私たちの暮

らしが自然の恵みを得て成り立ってい

るという意識が希薄化しています。 

 

‐ 自然とふれあえる場や、自然と関わる機

会を提供するとともに、環境意識向上に

向けた取組を行うことが必要です。 

‐ 環境汚染や開発行為などにより、多く

の野生動植物が絶滅の危機に瀕して

います。また、外来生物が地域固有の

生態系や生物多様性への脅威となっ

ています。 

 

‐ 市内に生息する生き物について生息実

態調査などを行い、生物多様性の確保

や情報提供に努めることが必要です。 

‐ 宅地開発などに伴い自然の豊かな緑

が失われています。また、市街地では

ブロック塀で囲まれた住宅地などが多

く、潤いや安らぎを感じられる緑が不足

しています。 

 

‐ 宅地開発後も緑が保全されるよう市民

や事業者などとの連携を強化し、通りの

生け垣や花壇の設置を支援するなど、

多様なまちの緑化を推進する必要があり

ます。 

‐ 経済活動の発展とともに社会生活は

豊かになった一方で環境破壊が危惧

されています。 

 

‐ 環境と経済・社会のバランスを保ちなが

ら、すべての市民・事業者に環境配慮へ

の積極的な取組を促進する必要があり

ます。 
 

 

［環境関連教室開催数の推移］ 
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79 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

     

 

市の施策 地域の環境と経済・社会が調和した、持続可能なまちづくりを推進する 
 

基本方針 

★  自然とふれあえる場を整え、機会を提供するなど、自然とのふれあいを促進するとともに、多くの市民

が身近なところで、環境学習や環境活動の場や機会が得られるよう充実を図ります。  

    自然保護への意識啓発を推進するとともに、地域固有の生態系の確保、野生動植物の種の保存な

ど生物多様性の確保を図ります。 

★  まちの緑化を推進し、潤いと安らぎのある生活空間の充実を図ります。 

★  環境を良くすることが経済・社会を発展させ、地域が活性化することによって環境も良くなるといった環

境と経済・社会の好循環の創出に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  環境学習満足度 88.9% 90.5% 92% 

★  身近なところで、生き物（動物、昆虫や植物

など）にふれあえる場や機会（イベントを含

む）があると思う人の割合 

（R2） 

32.8% 
38% 43% 

★  身近な地域の緑の量が多いと感じている人

の割合 
35.1% 37.1% 38.5% 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－2 水と空気と大地がきれいで、環境負荷の少ないまちがつくられている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 市内の水質や大気などについて継続

的に調査・監視していますが、一部で

環境基準値を超過することがありま

す。 

 

‐ 工場・事業場などに対する基準順守・汚

染物質排出低減の指導強化や、市民に

対する各種イベントなどでの啓発活動が

必要です。 

‐ 下水道、合併処理浄化槽などの整備

を進めていますが、耐用年数を超えた

下水道施設や適正に管理されていな

い浄化槽などがあり、対策が急務とな

っています。 

 

‐ 公共用水域における良好な水環境の実

現のため、耐用年数超過や適正な管理

がされていない施設については、特に早

急かつ計画的な整備が必要です。 

‐ 全市一斉ごみ０（ゼロ）キャンペーンな

ど、市民の自主的な地域の環境美化

活動を支援しています。 

 

‐ 環境美化活動への参加を通じて、さらに

環境美化意識の向上を図ることが重要で

す。 

‐ 人目のつきにくい場所などでは、いまだ

にごみの不法投棄があります。 
 

‐ 地域住民と連携して不法投棄をしない・

させない雰囲気づくりに、さらに取り組む

必要があります。 
 

 

 

［汚水処理施設人口普及率の推移］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［全市一斉ごみ０（ゼロ）キャンペーン参加者の推移］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※H23、25、30は中止 
 

 

  

出典：全市一斉ごみ０（ゼロ）キャンペーン 実績 出典：倉敷市環境リサイクル局   
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

      

 

市の施策 安心と安らぎがあり、環境負荷の少ない美しく快適な生活環境の確保を図る 
 

基本方針 

    大気環境、水環境などの状況を的確に把握し、市民へのわかりやすい情報提供や生活排水対策の

啓発を行うとともに、排出事業者等への指導を強化することにより汚染物質の排出を抑制します。 

    下水道、合併処理浄化槽などの汚水処理施設の整備や既存施設の維持管理などを適切に行い、公

共用水域における良好な水環境を継続的に実現します。 

    全市一斉ごみ０（ゼロ）キャンペーンなど、市民や市民公益活動団体、事業者による自主的な地域の

環境美化活動を支援します。 

    不法投棄監視員による巡回・監視活動を強化し、未然防止や早期発見により不法投棄のないきれい

なまちをめざします。 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    大気環境基準達成率 84.7% 85.6% 86.4% 

    汚水処理人口普及率 92.7% 96.3% 97.1% 

    清掃活動に参加している人の割合 65.5% 72% 75% 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－3 

リデュース（ごみの発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（ごみの

再生利用）が徹底され、環境に配慮した循環型社会が形成されてい

る 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 近年、大量生産・大量消費社会が世

界的に広がりつつあり、生活環境を悪

化させる懸念があります。 

 

‐ ＳＤＧｓでは、令和１２（２０３０）年までに

ごみの発生を大幅に削減することを目標

としており、倉敷市でも、マイバッグの利

用促進や食品ロス削減の啓発など、一

人ひとりの意識・行動を変えていく取組

が必要です。 

‐ 家庭ごみ（１人１日当たり）は着実に減

量していますが、「燃やせるごみ」のう

ち、生ごみが５割近く、資源化できる紙

類・ペットボトル類は約２割を占めてい

ます。 

 

‐ 生ごみの水切りや処理容器の活用、雑

がみの分別やペットボトルの回収の徹底

などが必要です。 

‐ 事業活動で生じたごみは、景気の動向

に影響されやすいものの、減量化が進

んでいない状況です。 

 

‐ 排出事業者へのごみの排出抑制に向け

た指導や、処理事業者への適正処理の

指導・監督の強化が必要です。 

‐ ごみ処理施設のなかには、老朽化の

著しい施設や令和７（２０２５）年に事業

契約が終了する施設があります。 

 

‐ ごみ処理施設の整備などにより、安定的

かつ適切なごみ処理を行い、資源循環

を促進する必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

  

［１人１日当たりの家庭ごみの排出量の推移］ 
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83 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

  

    

 

 

市の施策 資源を有効に活用し、環境に配慮した循環型社会の実現を図る 
 

基本方針 

    環境教育を推進するとともに、市民・事業者・行政のそれぞれが相互に連携・協働してその役割を果

たしながら、3R（リデュース、リユース、リサイクル）に徹底して取り組み、なかでもリデュース、リユース

を優先し、環境に配慮した循環型社会の形成をめざします。 

    生ごみの水切りやごみの分別などの徹底を啓発することにより、家庭ごみの更なる減量化・資源化を

進めます。 

    事業者への指導強化などにより、事業活動で生じるごみの減量化・資源化及び適正処理を進めま

す。 

    環境に配慮し、安全で安定したごみ処理施設の整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    １人１日当たりの家庭ごみ排出量 509㌘/人/日 469㌘/人/日 440㌘/人/日 

    事業ごみ（一般廃棄物）年間排出量 70,849t 66,817t 62,814t 

    リサイクル率 

※参考：（ ）内は資源循環型施設分を含むリサイ

クル率。施設は R6年度末で事業終了 

11.4% 

（※46.0%） 
22.3% 25.3% 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－4 脱炭素社会の実現に向け、だれもが地球温暖化対策を推進している 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ これまで、CO2・フロンなどの温室効果
ガスが大量に排出され、地球が温暖
化しています。特にCO2は、石炭、石油
といった化石燃料の燃焼などで膨大な
量が排出されています。 

 

‐ 市民・事業者・行政などの各主体が、省
エネルギーや再生可能エネルギーの導
入などに取り組み、脱炭素社会の形成
を推進していく必要があります。 

‐ 家庭からの温室効果ガスの排出量
は、平成２４（２０１２）年以降、ゆるやか
に減少していますが、脱炭素社会の実
現に向けては、更なる削減が求められ
ます。 

 
‐ 無駄な電気を使わない、自転車利用な

どのエコ移動を推進するなど、環境にや
さしいライフスタイルの普及が必要です。 

‐ 地球温暖化対策にあたっては、太陽
光や風力、地熱などの再生可能エネ
ルギーの利用や、環境性能に優れた
自動車の普及などが有効とされてお
り、世界的にも取組が進められていま
す。 

 

‐ 「晴れの国おかやま」という太陽エネルギ
ーの利用に有利な気象条件や、電気自
動車の生産地であることなど、地球温暖
化対策の鍵となる市の地域特性を生か
すことが大切です。 

‐ 地球温暖化の進行に伴い、「集中豪雨
や大雨」「猛暑」のリスクがさらに高まる
ことが危惧されています。 

 

‐ 気候変動の影響による被害の回避、軽
減対策（適応策）について、普及啓発
や、本市の地域特性に応じた効果的な
推進が必要です。 

 

 

［温室効果ガス排出量の推移］ 

 

 

［太陽光発電システム導入件数（10kＷ未満）の推移］ 

 

 

 

 

  出典：中国経済産業局調べ（H20～H24）、中国電力調べ（H25） 

経済産業省資源エネルギー庁ＨＰ 

「固定価格買取制度・設備導入状況の公表」（H26～R元） 出典：倉敷市温室効果ガス排出量・吸収量の算定・評価業務報告書 
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85 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

      

 

 

市の施策 脱炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進し、地域特性に応じた適応

策を実施する 
 

基本方針 

    事業者の省エネルギー機器・設備や、太陽光発電システムをはじめとした再生可能エネルギーの導

入などを促進します。 

    暮らしの中での省エネルギーへの取組や、公共交通機関や徒歩・自転車によるエコ移動など、脱炭

素型ライフスタイルへの転換を促進します。 

    再生可能エネルギーや環境性能に優れた自動車などを行政が率先導入します。また、電力の地産

地消を推進するため、ごみ処理施設等で自家発電した電力を他の公共施設で消費できる仕組みを

構築します。 

    気候変動の影響による被害の回避・軽減対策（適応策）について、情報提供や普及啓発を行い、市

民・事業者等の理解を醸成します。また、本市の地域特性に応じた適応策を効果的に推進します。 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    市全体から排出される温室効果ガスの削減

割合 

（H25年度 34,519千ｔ-CO2 比） 

（H29） 

5.0%削減 
8.3%削減（※） 11.6%削減（※） 

    世帯当たりの温室効果ガス排出量／年 
（H29） 

5,037kg-CO2 

4,300kg-CO2

（※） 

3,800kg-CO2

（※） 

    太陽光発電システムの導入件数 

（１０ｋＷ未満） 
18,642件 25,000件 30,000件 

 

  

 

 

 

  

（※）国や県の削減目標の見直しに合わせて、今後、目標値を再設定する予定 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－5 
行政と市民、企業などが連携し、防災・減災対策や感染症対策などを

積極的に進めるとともに、だれもが命を守る意識を持っている 

 

現状と課題 
  

現状  今後の課題 

‐ 近年、自然災害が頻発しており、平成

30年7月豪雨災害からの一日も早い

復興に取り組むとともに、経験を踏まえ

た防災・減災対策に努めています。 

 

‐ 災害時や被災後の復旧時に、行政、市

民、企業との連携や協力は欠かせない

ため、災害時の協定や、経験を踏まえた

連携の仕組みづくりなどが必要です。 

‐ 全国的に浸水被害や土砂災害が頻発

化する中、河川や水路等の治水・浸水

対策、無電柱化、耐震化など、国や県

と連携したさまざまな対策が求められ

ています。 

 

‐ 小田川合流点付替え事業や堤防強

化、排水機場等の長寿命化などのハー

ド対策に加え、関係機関などと連携し

て、災害に強いまちづくりを進めていくこと

が重要です。 

‐ 災害が発生した時に、迅速に対応でき

るよう、災害への備えを進めています。 
 

‐ 安心して住み続けられるまちづくりに向け

て、防災拠点の整備・充実など、備えや

対応を戦略的に進めていくことが重要で

す。 

‐ 緊急時には誰もがまず命を守ることが

大切であり、自主防災組織を増やし、

防災士と連携するなどして、防災・減

災意識の向上に努めています。 

 

‐ 防災訓練や防災教育などを通じて、「自

助」「共助」「公助」の防災理念の共有を

図り、だれもが自分の命を守る意識を持

つことが必要です。 

‐ 災害などの緊急時には、市民などに的

確に情報を提供することが、防災・減

災につながります。  

 

‐ 総合情報防災システムを活用し、災害

時に迅速・的確な情報提供をしていくこ

とが重要です。 

‐ 大規模な地震発生時に、安全・安心に

人や物が輸送できる鉄道を確保するた

めの耐震化が図られていません。 

 

‐ 災害時の鉄道輸送を守るため、水島臨

海鉄道、井原鉄道が行う耐震化を支援

する必要があります。 

‐ 緊急時に備えた体制整備を進めてい

ますが、新型コロナウイルスなどの新た

な感染症の流行や想定を超える災害

については対応に苦慮することがある

のが現状です。 

 

‐ 新たな感染症の流行や大規模災害発

生時に、市民の健康被害を最小限に抑

えるための適切な対応がとれるよう、関

係機関との連携を図ることが必要です。 

 

                       

 

 

 

避難所運営研修 
 
 

ダンボールベッドの 
組み立て訓練 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

    

 
 

市の施策 防災・減災意識を高め、災害に強いまちをつくる 

 

基本方針 

★  平成 30 年 7 月豪雨災害からの一日も早い復興に取り組むとともに、災害での経験を踏まえ、行政と

市民、企業などが連携して、将来の災害に備えるための防災・減災対策に努め、市全体の防災力の

向上をめざします。 

★  国や県と連携し、河川や水路及び排水機場の改修や急傾斜地の対策を行うとともに、総合的な浸水

対策を推進し、避難場所となる公共施設の防災機能の充実、無電柱化の推進、公共施設や住宅等

建築物及び大規模盛土造成地の耐震化の推進など、災害に強いまちづくりを進めます。 

★  消防体制や、備蓄・配送などの防災拠点の充実を図ることで、災害発生時の的確で迅速な対応をめ

ざし、市民が安心して住み続けられるまちづくりを進めます。 

★  「自助」「共助」「公助」の防災理念のもと、防災訓練や防災教育などを通じて、市民の更なる防災・減

災意識や知識の向上を図ります。 

市民一人ひとりが災害に備え、まずは自分の命を守る「自助」の意識を高めるとともに、近隣や地域に

おいて市民が助け合い、かつ、支え合う「共助」の取組に参加します。 

★  市民に防災情報を迅速かつ的確に知らせるとともに、災害時の情報を集約して的確な判断ができるよ

うに災害対応機能の充実強化を図り、防災力の向上をめざします。 

★  災害時における鉄道輸送の経路を維持することで、安全・安心に人や物が輸送できるまちをめざしま

す。 

★  新たな感染症や、大規模災害などの緊急時に市民の健康被害が最小限に抑えられるよう、健康危

機管理体制の強化を図ります。 
 

 
 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  自主防災組織カバー率 73.3% 90% 100% 

★  地区防災計画の取組件数 14件 150件 300件 

★  災害発生時のために、日頃から家族で備え

をしている人の割合 
58.3% 90% 100% 

★  防災訓練や防災教育の実施件数 109件 300件 500件 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－6 常に安全でおいしい水が届き、安心して暮らすことができている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 原水の状況に応じて水道水を管理し、

水質基準は満たしていますが、時期や

地域によって、塩素濃度がばらついた

り、かび臭がわずかに発生したりするこ

とがあります。 

 

‐ 従来の塩素処理に加え、新たな浄水処

理方法も検討し、残留塩素濃度の均一

化に取り組む必要があります。 

‐ 水需要の減少により、水源の水量や浄

水場の施設能力の余剰が発生し、事

業効率が低下しています。また、大地

震発生時には、施設への被災も想定さ

れ、広範囲な断水に対して市単独では

対応できない可能性があります。 

 

‐ 効率性を高めるための水道施設の統合

やダウンサイジング、水道管路や設備の

耐震化を進める必要があります。また、

既存マニュアルの見直しや訓練、他の

水道事業体との連携強化による災害時

の対応力強化が必要です。 

‐ 人間社会の水の使用と環境保全に果

たす水の役割のバランスをとるため（健

全な水環境維持）、水道事業は重要

ですが、水道水の製造や配水には多く

のエネルギーを使用します。 

 

‐ 健全な水環境維持のため、啓発活動を

進めるとともに、水道事業における省エ

ネルギー型機器の導入や再生可能エネ

ルギーの利用が必要です。 

‐ 水道利用者に対して、水道事業の取

組があまり認知されていません。 
 

‐ 水道利用者のニーズを十分汲み取り活

かすことにより、水道事業への理解を促

す必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

西原加圧ポンプ場（尾原地内）（撮影：令和元年 10月） 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

     

 

 

 

市の施策 安全でおいしい水を安定的に届ける 
 

基本方針 

    水質管理体制を強化し、新たな浄水処理方法の検討なども進めることで、水道水の更なる水質向上

を図り、「おいしい水道水」をめざします。 

    水道施設などの効率化や耐震化を含めた整備を進めるとともに、広域での連携強化も含めて多発す

る自然災害への対応を強化し、災害時の水道被害を最小限に食い止めることをめざします。 

    健全な水環境を守るため、啓発活動を進めるとともに、水道事業における省エネルギー化や再生可

能エネルギーの利用にも取り組み、自然環境に配慮した事業運営を行います。 

    様々な媒体を利用した新たな情報発信、情報収集に取り組み、水道利用者の求めるニーズを的確に

とらえ、水道事業サービスの向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    水道基幹管路の耐震適合率 39.0% 49% 58% 

    水道水を飲料水として直接飲んでいる人の

割合（直接飲用率） 
96.9% 97.5% 98% 

    残留塩素濃度のばらつき（標準偏差） 0.072mg/L 0.065mg/L 0.060mg/L 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－7 だれもが安全で快適に移動できる道路環境となっている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 交差点での衝突事故や水路等への転

落事故などが、依然として頻繁に発生

しています。また、バリアフリー化されて

いない歩道が多くあります。 

 

‐ カーブミラーや照明などの交通安全施

設を引き続き整備していくことが必要で

す。また、歩道のバリアフリー化が必要で

す。 

‐ 主に幼児、児童を対象として交通安全

教室を実施していますが、高齢者向け

の交通安全教室の実施回数が少ない

状況です。 

 

‐ 高齢者が参加する老人クラブ活動など

の機会を活用し、交通安全教室の受講

機会の拡大を図り、高齢者の交通事故

防止につなげることが必要です。 

‐ 道路構造物の多くが建設後５０年を経

過しています。 
 

‐ 老朽化した道路構造物の点検・補修を

適切に行い、利用者の安全を確保する

ことが必要です。 

‐ 車の路上駐車や放置自転車が市民の

通行の妨げになっています。 
 

‐ 啓発活動や街頭指導などの地道な活

動の継続が必要です。 
 

 

 

 

 

 

［交通事故（人身）発生件数の推移］ 

 

 

 

 

 

 

［放置自転車撤去台数の推移］ 

 

 

 

 

  

出典：倉敷市市民局生活安全課 出典：岡山県警本部交通企画課 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

   

   

 

市の施策 安全で快適な道路環境を確保する 
 

基本方針 

    交差点、水路沿いの道路などの危険個所で、交通安全施設の整備の充実に努めます。また、歩道の

バリアフリー化を進め、道路の安全で快適な通行を確保します。 

    市民一人ひとりが交通ルールを守り、正しい交通マナーを実践できるよう、幼児から高齢者まで、それ

ぞれのライフステージに合わせて交通安全教育を行うなど啓発活動の充実に努めます。 

    橋梁・トンネル・横断歩道橋・道路などの道路ストックの点検や補修による長寿命化を図り、維持管理

費の縮減に努めるとともに、道路利用の安全・安心の確保を推進します。 

    啓発活動や街頭指導などの継続により、通行の妨げとなる車の路上駐車や放置自転車の防止を推

進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    交通事故（人身）発生件数（年／件） 1,268件 1,050件 945件 

    歩道のバリアフリーが進んでいると思う人の

割合 
10.7% 22% 33% 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－8 
市中心部の拠点性が高まるとともに、各地域・地区の中心部の利便

性が向上するまちづくりが行われている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 市中心部や各地域・地区の中心部で

は、低未利用地（適正な利用の程度

が低い土地）が増加するなど市街地の

空洞化が進み、また、児島・玉島・水

島の商店街では、空き店舗の増加や

歩行者の減少などにより、かつての賑

わいが低下しています。 

 

‐ 各地域・地区の役割に応じた都市機能

を適正に配置し、官民連携による拠点

内の低未利用地の有効活用を図ること

で、居心地が良く歩きたくなるまちなかを

形成し、賑わいを創出していく必要があり

ます。 

‐ 倉敷駅周辺をはじめ、市内の主要道

路では慢性的な渋滞が発生しており、

緊急車両の通行が妨げられ、企業の

物流の効率の低下やバスの遅延等、

住民の生活や安全、観光客の移動な

どに大きな支障をきたしています。 

 

‐ 各地域・地区の中心部を結ぶ国道や主

要地方道、都市計画道路などの幹線道

路網を整備し、渋滞緩和による利便性

や安全性の向上を図るとともに円滑な交

通ネットワークを確保する必要がありま

す。 

‐ 倉敷駅周辺は、本市の玄関口としての

拠点性が求められる一方で、公共施

設などが未整備のまま住宅地が形成

されており、中心市街地にふさわしい

都市基盤整備や土地利用がなされて

いません。また、小規模な駐車場の無

秩序な増加や歩行者が憩える空間が

少ないなど、ひと中心の空間となって

いません。 

 

‐ 倉敷駅周辺では、土地区画整理事業な

どにより、公共用地や民有地の有効活

用を促進する都市基盤整備を着実に進

め、まちの顔となる魅力ある環境を創出

する必要があります。また、駐車場の適

正な配置や小規模駐車場の集約などに

より車の流入を抑え、快適な歩行者空

間を確保する必要があります。 

‐ 市中心部では、踏切による慢性的な

交通渋滞が発生するなど、鉄道により

市街地が分断されており、市街地の一

体的な発展が妨げられた状況が続い

ています。 

 

‐ 市中心部において、交通渋滞の要因と

なる危険な踏切を無くし、だれもが快適

に移動できる多数の鉄道と交差する道

路を確保する必要があります。 

 

 
 

 

 

 

    

  

倉敷駅周辺第二土地区画整理事業 

（完成イメージ図） 

 

阿知 3丁目東地区市街地再開発事業 

（完成イメージ図） 



 

93 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

市の施策 各地域・地区の中心部の利便性が向上するまちづくりを推進する 
 

基本方針 

★  各地域・地区の拠点の役割に応じた都市機能の集積強化や官民連携での土地の有効活用などを図

ることにより、暮らしを支え、活気を生み出す魅力的な市街地を形成します。 

★  国道２号や主要地方道、都市計画道路などの幹線道路網の整備を進め、拠点間相互の連携によ

り、まち全体としての総合力を強化します。 

★  市中心部の都市基盤整備を推進するとともに、地域の実情に応じた市街地整備を図ります。また、ま

ちなかを車中心からひと中心の魅力ある空間へと転換していきます。 

★  倉敷駅付近の鉄道を連続して高架化し、交通円滑化を図るとともに、安全性や防災性の向上、市街

地の分断解消を図ることにより、市中心部の拠点性を高めます。 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  倉敷駅を中心とした中心市街地における歩

行者・自転車通行量 
116,656人 124,000人 128,000人 

★  自分の住んでいる地域に魅力があると感じて

いる人の割合 
35.2% 49% 66% 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－9 
便利に公共交通が利用でき、その周辺に住まいや生活に必要な施設

が集まっている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ バス利用者の減少に伴い、路線の減

便・廃止が進み、通勤、買い物等の移

動の利便性が低下しています。今後も

利用者の減少が続けば、事業者の撤

退が加速することが懸念されます。 

 

‐ 利便性の高い公共交通沿線へ日常生

活サービス施設や居住を誘導するととも

に、過度な自家用車利用からの転換を

図り、公共交通サービスの向上と利用の

促進を図る必要があります。 

‐ 倉敷駅・児島駅・新倉敷駅の３駅につ

いて、バリアフリー化に努めています

が、改正されたバリアフリー法の基準に

は対応できておらず、新たに法の対象

となる西阿知駅、中庄駅、茶屋町駅、

倉敷市駅の４駅は未整備となっていま

す。 

 

‐ 関係機関と連携しながら、市民との協働

により、駅のバリアフリー化を進める必要

があります。 

‐ 公共施設は、より便利な場所に立地し

ていることが求められています。 
 

‐ コンパクトなまちづくりに向け、公共施設

の施設総量の適正化を基本に、利便性

の高いところに計画的に再配置を進めて

いく必要があります。 
 

 

 

 
出典：倉敷市統計書 
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［路線バス輸送人員と走行距離の推移］ 



 

95 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

   

  

 

 

 

市の施策 公共交通を便利に利用することができる環境をつくる 
 

基本方針 

    公共交通により、各地域・地区の拠点にアクセスできる環境を整備していくとともに、その沿線での暮し

を支える日常生活サービス施設や居住を誘導します。 

    主要な駅とその周辺の病院・福祉・商業施設などのあるエリアについて、一体的にバリアフリー化を推

進することで、高齢者や障がい者など、すべての人が便利で快適に利用できる環境整備を進めます。 

    公共施設などの最適な配置の実現に向け、コンパクトなまちづくりの取組とあわせて、総合的な管理運

営を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    水島臨海鉄道・井原鉄道・路線バス・コミュ

ニティタクシーの年間利用者数 
5,323千人 5,640千人 5,640千人 

    交通弱者（移動手段がない人）が不便なく移

動できていると思っている人の割合 
23.0% 32% 41% 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－10 
地域の特色が生かされ、自然と調和した、だれもが住みやすい生活環

境となっている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 郊外部では、人口減少や少子高齢化

に伴い、地域活動の担い手不足、空き

家・空き地の増加、コミュニティの衰退

など、生活環境の悪化が懸念されてい

ます。 

 

‐ 無秩序な市街化の抑制や既存の住宅

ストックなどの活用、豊かな地域資源を

生かした交流の促進などにより、多様な

ライフスタイルに応じた良好な生活環境

やコミュニティの維持・向上を図る必要

があります。 

‐ 地域の歴史や町並み、産業などの特

色を生かしたまちづくりが始まっていま

すが、現状では一部の関係者や地域

に留まっています。 

 

‐ 地域の活性化やにぎわい創出をめざし、

まちづくりに取り組む住民や事業者によ

る組織の立ち上げや育成、活動拠点の

整備、情報発信など、持続的な取組と

するための支援が必要です。 

‐ 公園施設の老朽化により、安全性や利

便性の低下が進んでいます。また、１

人当たりの公園面積も不足していま

す。 

 

‐ 公園施設の更新や修繕、適切な管理運

営が必要です。また、公園の適正配置

や再整備を計画的に行うとともに、民間

事業者による緑地の設置・管理の検討

なども必要です。 

‐ 住まいの確保に配慮が必要な方の受

け皿（住宅セーフティネット）となる市営

住宅の老朽化が進んでいます。また、

介護や医療の面で居住に不安を抱え

る単身高齢者が増加しています。 

 

‐ 市営住宅を計画的に修繕していくことが

必要です。また、サービス付き高齢者向

け住宅などに関する情報提供や気軽に

相談できる体制が必要です。 

‐ 少子高齢化が進み、高齢者だけの世

帯が増加する中で空き家などが増加し

ており、不十分な管理が問題視されて

います。 

 

‐ 管理不十分な空き家などが増加しない

よう、市民、ＮＰＯ、市民団体、事業者な

どと連携して取組を進め、適切な住環境

を整備していくことが必要です。 
 

 

［市民１人当たりの都市公園面積］ 

 

 

 

  

出典：倉敷市建設局公園緑地課 
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97 
★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

    

  

 

 

 

市の施策 地域の特色が生かされ、だれもが住みやすい生活を支援する 
 

基本方針 

    各地域・地区の拠点や公共交通沿線での便利な暮らしから郊外部でのゆとりある暮らしまで、様々な

ライフスタイルやワークスタイルに合わせて、居住地が選択できるまちづくりを進めます。 

★  市内全域での活性化を推進するため、まちづくりに取り組む組織への支援を行い、各地域の個性や魅

力、資源などを生かしつつ、それぞれの実情に応じたまちづくりを進めます。 

    生活の基本となる住環境整備に向け、身近な道路や橋りょう、公園などの整備・維持管理に努め、安

全性と利便性の向上を図ります。 

    市営住宅の効果的な長寿命化を計画的に進めるとともに、高齢者や被災者など、住まいの確保に配

慮が必要な方向けの住宅の供給を促進します。 

    空き家などの発生を抑制するとともに管理不十分な空き家などを減らし、生活環境の保全を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  現在住んでいるところが住みやすいと感じて

いる人の割合 
57.5% 64% 71% 

★  地域の歴史やまちづくりに関心をもっている

人の割合 
33.9% 48% 65% 

    身近な都市公園等に歩いて行ける地域の割

合 
78.8% 79.6% 80% 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－11 
先人から受け継いだ歴史的・魅力的な景観が、市内各地で守られて

いる 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 歴史的な町並みを保存するため、伝

統的建造物群保存地区などの建物の

保存や修理などを、市民と行政が協力

して取り組むことが求められています。 

 

‐ 建物の保存や修理などへの支援を引き

続き行うとともに、地域住民の歴史的な

町並みを守る意識を高めることが必要で

す。 

‐ 市内の歴史的・文化的な建造物のう

ち、老朽化による空家化や解体に至る

事例があり、貴重な景観資源が失わ

れつつあります。 

 

‐ これまで持ち主や地域住民の協力のもと

で行われてきた保全活動を次世代に受

け継ぐとともに、市民・ＮＰＯ・事業者・行

政が、それぞれの役割と責任のもと、連

携して取り組むことが必要です。 

‐ 社会情勢の変化や景観に対する市民

ニーズの多様化などにより、周辺の良

好な景観に調和していない建築物、屋

外広告物、土地利用などが見受けら

れ、歴史と自然が織りなす美しい倉敷

の景観に影響を及ぼしています。 

 

‐ 地域・地区の地形的特徴や景観的特

徴、歴史的な成り立ちを踏まえ、その地

域・地区の景観にふさわしい都市景観に

誘導する取組を強化する必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［倉敷川畔伝統的建造物群保存地区］ 

 

 

［下津井町並み保存地区］ 

 

 

［玉島町並み保存地区］ 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

    

  

 

 

市の施策 歴史的・魅力的な景観の形成を推進する 
 

基本方針 

★  伝統的建造物群保存地区などの建物の保存や修理などへの支援を継続して行うとともに、市民の意

識を高めて、歴史ある町並みや景観の保存に努めます。 

★  景観づくりに関する市民や事業者の参加意識の醸成を図り、市民団体の活動を支援するとともに、空

き家などの活用も含めた景観保全を進めます。 

★  本市のこれまで培ってきた自然、歴史・文化、市街地などに区分した類型別の方針のもと、地域それ

ぞれの貴重な景観資源を守り、地域の特性を生かした良好な景観形成を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  歴史的・魅力的な景観が保全されていると

感じている人の割合 
48.8% 53% 58% 

★  倉敷市の景観が良くなったと感じている人の

割合 
35.8% 42% 49% 

★  倉敷市の景観を良くする取組に関わりたいと

思う人の割合 
44.1% 50% 57% 
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生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

3－12 犯罪が少なく、安心して暮らしている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 地域住民や団体が行う自主防犯活動

や事業者が行う防犯パトロール活動を

支援しています。 

 

‐ 各地域での犯罪・事故などの防止活動

に、地域住民や地域団体、事業者と行

政が一体となり、一層取り組んでいくこと

が必要です。 

‐ 警察などの関係機関と連携して、防犯

や消費トラブル防止についての啓発や

情報提供を行っています。 

 

‐ さまざまな広報手段により、防犯や消費

トラブルについての情報発信を行い、防

犯意識の高揚を図り被害の未然防止に

努めることが必要です。 

‐ 市民の抱える問題に、弁護士などの専

門家や相談員が対応していますが、社

会の変化に伴い、次々と新しい問題が

生じています。 

 

‐ 専門家による相談体制の充実を図るとと

もに、相談員の専門研修の拡充など相

談体制の更なる機能強化が必要です。 

‐ 適正な商品表示や消費者取引を確立

するため、表示や取引に関する業者の

法令順守の意識付けを継続して行っ

ていくことが求められています。 

 

‐ 市民が安心して暮らせるよう、計量器の

定期検査や立入検査、表示の適正化な

どをさらに推進する必要があります。 

 

 

 

［刑法犯認知件数の推移］ 

  

 

［消費生活相談件数］ 

  

 

 

  

出典：岡山県警察本部生活安全企画課 出典：倉敷市市民局消費生活センター 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

 

 

市の施策 安心して暮らせるよう各種相談体制や防犯対策の充実を図る 
 

基本方針 

    地域住民や教育機関、警察などの関係団体と連携し、地域住民を主体とした自主防犯組織などの

地域防犯体制の充実を図るとともに、「地域の安全は地域で守る」という自主防犯意識の啓発に努め

ます。 

    警察をはじめとした関係機関との連携により、犯罪の手口や街頭犯罪、消費トラブルの情報を迅速に

収集・提供し、犯罪や被害の未然防止に努めます。 

    市民生活相談窓口の周知に努めるとともに、市民の抱える問題に早急かつ的確に対応できる相談体

制の充実を図ります。 

    商品表示の適正化を進め、安心して暮らせる消費生活環境を整えます。 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    刑法犯認知件数 2,419件 2,200件 2,000件 

    法律相談や消費生活相談など、問題を相

談できる市の窓口を知っている人の割合 

令和３年度 

調査開始 
調査後設定 調査後設定 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 保健・医療・福祉 

＜ 結
むすぶ

 ＞ 
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保健・医療・福祉 ＜ 結
むすぶ

 ＞ 

4－1 だれもが自分の健康に関心をもち、健康づくりに自ら取り組んでいる 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 健康診査や各種がん検診の受診率が

伸び悩んでいます。 
 

‐ 健診の受診意欲を高める工夫などによ

り、受診率の向上を図るとともに、市民の

健康管理を支援し、生活習慣病などの

予防や重症化を防ぐ必要があります。 

‐ 感染症のまん延を防ぐために、市民が

タイムリーかつ正確な知識の情報を得

られる仕組みが不足しています。 

 

‐ 市民が、日頃から自発的に感染症予防

に取り組み、感染症発生時には、正確な

情報を素早く得られる体制づくりが必要

です。 

‐ 生活スタイルの多様化や、仕事・家

事・育児などの忙しさから、自身の健康

づくりに関心が向きにくく、運動・栄養・

休養のバランスがとれた生活ができな

い人が増えています。 

 

‐ 市民が健康づくりの必要性に気付き、健

康行動が習慣化できるよう、様々な主

体が協働して働きかける取組が必要で

す。 

‐ 市内の自殺者は、平成21年の98人か

ら平成30年には60人と減少傾向です

が、若年層では死因の第1位となって

おり、また、働き盛り男性の自殺者が多

い状況です。 

 

‐ 若年層や働き盛り世代をはじめ、すべて

の世代への自殺予防への対策に加え

て、災害の被災者への心のケアなども必

要です。 

‐ デジタル化が進み、社会が便利な環

境へと変わりゆくなか、子どもの体力増

進や健康管理への取組が、ますます

重要になっています。 

 

‐ 健康を保つための正しい生活習慣や、

生涯にわたり自主的に運動を続けるため

の運動習慣を、子どもの頃から身につけ

る必要があります。 
 

 

［倉敷市の平均寿命と健康寿命の推移］ 

  

 

出典：倉敷市保健所健康づくり課 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

  

    

 

市の施策 だれもが取り組める健康づくりを支援する 
 

基本方針 

★  広報活動の強化や未受診者への働きかけなどにより、各種健康診査の充実や、受診の重要性の周

知徹底を図り、健康管理の支援によって、市民の生活習慣の見直しや病気の早期発見と治療、健康

寿命の延伸につなげます。 

★  新たな感染症の出現やその感染症に対する新たな予防法など、的確な情報が効果的に提供できる

体制づくりを進め、予防接種の勧奨なども含めた感染症予防の普及啓発によって、予防対策を進め

ます。 

★  健康づくりボランティアの地域での活動支援や、企業との協働による職場での健康づくりの支援によっ

て、生活習慣病に関する知識の普及啓発や健康教育、健康づくり活動の機会を充実し、市民一人ひ

とりの主体的な健康づくりを促進します。 

    産業保健、教育、地域保健分野などの関係機関や地域との連携を一層強化し、心の健康づくりにつ

いての講座や健康相談の充実など自殺予防対策を推進するとともに、災害被災者への心のケアを行

います。 

    情報機器を活用するなどし、子ども自身が自分の健康に興味を持ち、健康を保つための正しい生活

習慣や、生涯を通じて運動に親しむ習慣を身につける契機となるよう、時代に応じた教育に取り組み

ます。 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  健康寿命 
男性 79.9歳    

女性 83.9歳 
現状より延伸 現状より延伸 

    １回に３０分以上運動する日が週２日以上あ

る人の割合 
38.7% 42% 45% 

    国保特定健診受診率 21.5% 60 % 60% 

 

  

 

  



106 

  

保健・医療・福祉 ＜ 結
むすぶ

 ＞ 

4－2 
豊かな自然の恵みにより食べ物がおいしく、健全な食生活が実現され

ている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 食の安全に対しては、様々な情報があ

ふれ、市民が正しい知識を得ることが

難しくなっています。また、国で義務付

けられた食品の衛生管理手法 HACCP

（ハサップ）に沿った衛生管理に多くの

事業者が対応できていません。 

 

‐ 講座の開催などにより、市民が正しい知

識を身につける機会が必要です。また、

事業者に対し、HACCP に沿った衛生管

理についての啓発が必要です。 

‐ 市民アンケートによると「主食・主菜・副

菜のそろった食事がほとんどできてい

ない」人の割合が増加傾向にありま

す。また、若い世代や男性は、食の知

識や体験が少ない傾向にあります。 

 

‐ 生涯を通じて健全な食生活を送れるよ

う、学校や企業、関係組織などと連携

し、食を通じて健康になれる環境整備を

行う必要があります。 

‐ 子どもの頃から食を通じて地域に愛着

をもち、地域産業への理解を深めるた

め、更なる啓発が求められています。 

 

‐ 学校給食への地場産物の積極的な利

用を継続するとともに、地域の産業や農

林水産業への理解が深まるような取組

が必要です。 

‐ 食べ残しや食品廃棄などが大量の食

品ロスを発生させ、環境へ大きな負荷

をかけています。 

 

‐ 学校給食や社会科などの授業を通じ

て、食料資源や環境への負荷に目を向

けることができるよう、食育の推進が必

要です。 
 

 

［食品を選んだり、食事を整えたり（作ったり）するのに 

困らない知識や技術がある人の割合］ 

 
 

 

［食品の食べ残しや廃棄を少なくするように 

気を付けている人の割合］ 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

 

市の施策 市民の健全な食生活を支援する 
 

基本方針 

    食品の安全性をはじめとする食に関する正しい情報の提供に努めるとともに、食品関連事業者に対す

る監視指導や食品の検査を実施し、年間を通して食品の安全性を確保していきます。 

    学校、企業、健康づくりボランティアなどとの連携により、生涯を通じて健全な食生活を送れる環境整

備を進めるとともに、食育の推進により、子どもの頃からバランスのとれた食生活の意識づけを図りま

す。 

    学校給食への地場産物の安定供給と情報提供に努めるとともに、生産者との交流を進めるなど、食

に関する指導・啓発を行い、地域の特色や農林水産物への理解を深めます。 

    食の循環や環境を意識した食育を推進し、豊かな自然の恵みによって得られる食を大切にする心の

育成に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１

日２回以上食べている人の割合 
72.6% 80%以上 80%以上 

    食品の安全性について十分な情報をもって

いる人の割合 
22.2% 26% 30% 
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保健・医療・福祉 ＜ 結
むすぶ

 ＞ 

4－3 市内のどこに住んでいても、だれもが安心して、医療を受けられている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 地域の中核病院として、倉敷市立市

民病院が安定的な医療を将来にわた

って提供する役割を担っています。 

 

‐ 医師の増員と診療機能の拡充が必要で

す。また、医療体制の充実を図るために

は、仕事と子育ての両立をめざす職員

などの働きやすい環境づくりも必要です。 

‐ 救急医療機関では、休日夜間に軽症

者が受診するなど、負担が増加してい

ます。また、かかりつけ医がいる人の割

合も令和元年で70.3％であり、まだま

だ増やす必要があります。 

 

‐ 救急医療機関の適正利用や、体調を崩

した時に、まず身近で相談できる医師を

決めておくといったかかりつけ医制度につ

いて、市民の理解が必要です。 

‐ 救急救命士が行う救急処置の範囲が

質・量ともに拡大しています。 
 

‐ 適正な救急処置や医療機関への迅速

な搬送など、より質の高い救急救命士の

育成が必要です。 

‐ 新たな感染症の流行や、想定を超える

災害時においても、継続して医療が受

けられ、市民の健康被害が最小限に

抑えられることが求められます。 

 

‐ 非常時に健康被害を最小限に抑えるた

めの体制の強化や関係機関の連携が

必要です。また、衛生物品、薬剤の常備

や避難場所の確認など、非常時を見据

えた準備を促す意識啓発が必要です。 
 

 

   

 

 

倉敷市立市民病院（平成 30年 4月） 

 

［救急出動件数］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：倉敷市消防局 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

市の施策 だれもが安心して利用することができる救急・医療環境を整える 
 

基本方針 

    倉敷市立市民病院においては、働きやすい環境整備などにより医療体制を強化し、地域の中核病院

として、引き続き安全・安心な医療を提供していきます。 

    医師会などとの連携をさらに強化し、救急医療体制の確保・充実に一層努めるとともに、かかりつけ医

制度の普及啓発を行い、救急医療機関の適正な利用について市民の理解を深めます。 

    応急手当講習を継続的に開催し、救急車が来るまでの応急手当ができる市民を増やします。また、

車両及び資器材の整備を推進するとともに、質の高い救急救命士と救急隊員を育成し、救命率の向

上をめざします。 

★  新たな感染症や大規模災害などの非常時に備えて健康危機管理体制の強化を図り、平常時から自

分の健康を守るための意識啓発を行うとともに、適切な受診行動につながるよう正確な情報の発信・

伝達に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  身近にかかりつけ医がいる人の割合 70.3％ 75％ 82％ 

    応急手当講習会（AED の使用を含む心肺

蘇生法、止血法等）を受講した人の割合 
17.2％ 21％ 25％ 
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保健・医療・福祉 ＜ 結
むすぶ

 ＞ 

4－4 
障がい者が積極的に社会参加でき、地域の人と安心して共に暮らせ

るようになっている 
 

現状と課題 
 

現状 
 

今後の課題 

‐ 障がい者のニーズは多様化していま
す。特に医療的ケア（医療的な生活支
援）の対応や強度に行動障がいのある
方への対応など、個々に合わせたサー
ビスが求められています。 

 

‐ 相談支援事業所の体制強化、障がい者
への適切なサービス及び介護者のレス
パイト（一時休息）を目的としたサービス
の充実が必要です。 

‐ 福祉的就労（作業所などでの福祉サ
ービスを受けながらの就労）は、障がい
者の社会参加や一般就労につながる
貴重な場であり、就労を希望する障が
い者からの要望も高まっています。 

 

‐ 作業所などの安定運営や、福祉サービ
スの質の向上、利用する障がい者の一
般就労に向けた支援体制の強化が必要
です。 

‐ 障がいを理由として差別されたり、権利
や利益を侵害されたりせずに、地域の
人々と共に生活できることが望まれて
います。 

 

‐ 支援機関などが連携して、障がい者へ
の理解や、その障がい者を在宅で介護
する家族など（養護者）への理解が広が
ることが必要です。 

‐ 医療機関や入所施設における障がい
者の生活が長期化するなか、生まれ育
った地域での生活を望む障がい者への
支援が望まれています。 

 
‐ 地域生活への移行や地域定着の支援、

居宅介護などの体制強化や質の向上が
必要です。 

‐ 障がい者の就労機会は増えています
が、企業や事業所の理解不足が原因
で、離職者も一定数あります。 

 

‐ 企業や事業所への障がい者雇用の周
知・啓発や、障がい者就業・生活支援セ
ンターとの連携による就労支援の強化が
必要です。 

‐ 障がい者支援などについては、SNSな
どの普及により様々な情報があふれ、
正しい知識を得ることが難しくなってい
ます。 

 
‐ 障がい者が適切な情報を得るための相

談支援体制の強化や質の向上が必要
です。 

 

 

［障がい者雇用率の比較］ 

 

 

  

 

 

 

出典：厚生労働省及び岡山労働局
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

      

 

市の施策 
障がい者が社会参加でき、住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる生

活を支援する 
 

基本方針 

    介護者の負担の軽減も踏まえ、在宅生活を支援するサービスの充実に努め、障がい者の生活ニーズ

に応じた適切なサービスの提供をめざします。 

★  一般就労が困難な障がい者にとって、重要な役割を担っている福祉的就労を行う事業所・作業所へ

の支援を強化し、職業訓練に関する情報提供を充実させるなど、障がい者の就労訓練の場の充実を

図ります。 

★  障がい者やその養護者への理解を広げる周知・啓発活動に努めるとともに、障がい者への虐待防止、

養護者に対する相談支援体制を強化し、全ての障がい者が人権を護られ、安心して暮らすことのでき

るまちをめざします。 

★  医療機関や入所施設から地域生活への移行を促進するために、居宅介護の支援や、生活の場のひ

とつとして有効なサービスであるグループホームの充実を図るなど、希望する障がい者が地域で生活

できる環境づくりを進めます。 

★  障がい者が障がいの状況に応じた多様な形態での勤務ができるよう、企業や事業所に一層の理解・

協力を求めるなど、障がい者の就労定着をめざします。  

    障がい者自身が気軽に相談でき、福祉制度や生活に関してニーズに沿った適切な情報を必要なとき

に入手できるよう、関係機関との連携を強化するなど、相談支援体制の充実を図ります。 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  障がい福祉サービスにより地域全体で支えら

れていると思っている障がい者や家族の割合 

(H30) 

22.5% 
27% 32% 

    生活の場所に満足している障がい者の割合 
(H30) 

78.7% 
82% 85% 

★  社会参加できていると思う障がい者の割合 
(H30) 

22.3% 
27% 32% 

★  一般企業の障がい者雇用率 2.77% 2.87% 2.97% 
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保健・医療・福祉 ＜ 結
むすぶ

 ＞ 

4－5 
様々な事情により困窮している人が、自立できるよう地域で支え合っ

ている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 少子高齢化の進行、単身世帯やひとり

親世帯の増加などにより、生活に困窮

する人の多くは、複雑な課題を抱えた

まま、孤立しがちです。 

 
‐ 生活に困窮している人の孤立を防ぎ、自

立を支援していくことが必要です。 

‐ 雇用の不安定や低賃金が原因となり、

職業経験が積めない、ひきこもりやニ

ートといった、将来の見通しを持てない

人が増えています。 

 
‐ 生活支援と組み合わせた就労支援が必

要です。 

‐ 新型コロナウイルスなどの新たな感染

症の流行により、経済・社会情勢が変

化し、生活保護受給者などの生活困

窮者の増加が見込まれます。 

 
‐ 生活困窮者の就労・自立に向けた、より

一層の支援が必要です。 

 

 

 

 

                   〔倉敷市生活自立相談支援センターの新規相談受付件数の推移〕 
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出典：倉敷市保健福祉局福祉援護課    
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

 

 

 

市の施策 困窮している人が自立できるよう地域で生活を支援する 
 

基本方針 

    生活に困窮している人が、抱える問題を複雑化・深刻化させる前に身近な地域住民が気づき、支援

機関等へつなぐことで、孤立を防ぎ自らの意思で自立への行動がとれるよう、地域全体で見守り支え

る体制を図ります。 

    様々な困窮の状況に応じて生活支援と合わせた就労支援に取り組み、生活困窮者が安定した職業

に就くことをめざします。 

    生活保護制度の円滑な運用に努め、自立・就労に向けた支援を強化し、だれもが健全でその人らしく

生活できるまちづくりにつなげます。 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    倉敷市生活自立相談支援センターの新規

相談受付件数 
1,997件 2,000件 2,000件 

    倉敷市生活自立相談支援センターの就労

支援対象者の就労・増収率 
49.6% 75% 75% 
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保健・医療・福祉 ＜ 結
むすぶ

 ＞ 

4－6 高齢者が地域で安心して暮らすことができている 

 

現状と課題 
 

現状 
 

今後の課題 

‐ 本市の要支援・要介護認定者数は増

加傾向にあり、要介護認定率も全国や

県内と比べて高い状況です。また、要

介護認定を受けてもサービスを利用し

ていない高齢者がいます。 

 

‐ 高齢者の要支援・要介護状態を未然に

防ぐための取組が必要です。また、高齢

者のフレイル（心身の活力低下）を早期

に発見し、医療や介護サービスにつなげ

ることが必要です。 

‐ 高齢者虐待を防止するため、相談窓

口を設置するなど様々な取組が行わ

れていますが、高齢化が進んでいるこ

ともあり、支援の必要な高齢者は増加

傾向にあります。 

 
‐ 啓発活動や相談窓口の周知に努めると

ともに、各支援機関と連携協力して、高

齢者虐待の防止に一体的に取り組む体

制の充実が必要です。 

‐ 認知症の出現率は80歳以降で急上

昇しており、要介護者の約8～9割は認

知症があります。認知症の方の約5割

は、在宅生活を希望していますが、実

現は困難な状況です。 

 

‐ 認知症の人やその家族を地域で支えて

いくため、認知症の正しい理解を広める

とともに、認知症を早期に発見し、適切

に対応することが必要です。 

‐ 認知症や知的・精神障がいがある人の

財産や日常生活における権利を保護

し支援する、成年後見制度の利用が

必要な人が増えています。 

 

‐ 成年後見制度やその相談窓口の周知、

支援機関などとの連携協力体制の強化

が必要です。 

‐ 一人暮らし高齢者は増加しており、今

後も増加が見込まれます。 
 

‐ 一人暮らし高齢者をはじめ、地域で暮ら

す高齢者の相談体制や地域全体で見

守り・支える体制の充実が必要です。 

‐ 約５割の市民が療養や介護が必要に

なった時、自宅で過ごしたいと思ってい

ます。 

 
‐ 高齢者が最期まで在宅生活を可能とす

る体制の充実が必要です。 
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出典：厚生労働省 地域包括ケア「見える化」システム 出典：第 7期倉敷市高齢者保健福祉計画及び倉敷市介護保険事業計画 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

 

市の施策 高齢者が住み慣れた家庭や地域で安心して暮らすことのできる環境を整える 
 

基本方針 

★  高齢者の実態を把握し、専門的な介護予防プログラムの実施や地域での介護予防の普及啓発を図

り、一人ひとりの高齢者の心身の状態や生活環境などに応じた総合的な介護予防を推進します。 

    各支援機関と連携協力して相談体制や支援体制を充実させ、高齢者の虐待防止を進めます。 

★  認知症に対する理解の促進や予防・早期発見のための知識の普及を図るとともに、認知症早期から

本人や家族を支援するなどサポート体制の整備を進め、認知症のある人が地域で安心して幸せに暮

らせることをめざします。 

    成年後見制度や相談窓口の周知を図るなど、高齢者の権利利益を擁護する体制の整備を進めま

す。 

★  地域で暮らす高齢者への支援を強化し、市民、団体などの協力のもと、地域全体で高齢者を見守り

支えるネットワークを構築します。  

★  在宅医療・介護の連携強化を図り、高齢者が住み慣れた地域で安心して医療や介護を受けられる環

境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    高齢者実態把握調査者数 18,862件 20,000件 21,000件 

★  高齢者支援センターの相談件数 101,230件 102,500件 103,000件 

    いきいきポイント制度のボランティア登録者

数 
735人 810人 890人 

★  認知症サポーター養成講座受講者数 3,723人 4,000人 4,250人 
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保健・医療・福祉 ＜ 結
むすぶ

 ＞ 

4－7 尊厳が守られながら必要な介護サービスを受けることができている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 特別養護老人ホームの入所申込者は

年々減少しつつあるが、平成３１年４月

１日現在では２,０７４人の申込があり、

介護サービスの整備が求められていま

す。 

 

‐ 介護サービスの利用状況や整備状況、

県の計画なども考慮し、入所を希望する

人が適切にサービスを受けられるよう努

めるとともに、サービス向上に伴い上昇

が見込まれる介護保険料のあり方など

についての検討が必要です。 

‐ 介護が必要な高齢者を社会全体で支

える仕組みである介護保険制度は、サ

ービス利用の大幅な伸びにより、その

費用も急速に増大しています。 

 

‐ 介護保険制度を持続可能にするため

に、必要な人に適切な保険給付が行わ

れるよう、介護サービス事業所の制度理

解と適正な事業運営が必要です。 

‐ 国では、介護予防システムの導入、施

設給付の見直し、新たなサービス体系

の構築、応能負担の導入など、介護

保険制度の見直しが進んでいます。 

 

‐ 介護サービス利用者が、多様なメニュー

の中から最も適したサービスを選択でき

るようになることが必要です。 

‐ 全国的に介護従事者の人材不足が問

題となっており、国において処遇改善

の手立てや、人材確保の施策を行って

います。 

 

‐ 介護従事者の人材確保のため、外国人

人材も含めた、更なる人材確保の取組

について検討することが必要です。 

 

 

 

 

 

［施設系、居住系サービス利用者数の推移］ 

出典：倉敷市介護保険事業状況報告（月報）及び第７期倉敷市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

※Ｈ29、Ｒ元年度末までは実績。Ｒ２、Ｒ７は推計。 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

    

  

 

 

市の施策 必要な人が質の高い介護サービスを受けられる体制を整える 
 

基本方針 

    特別養護老人ホームをはじめとする介護施設などの整備については、在宅サービスとのバランスを考

慮し、県や関係機関と連携を図りながら、必要なサービスが提供できるよう取組を進めます。また、在

宅生活を支えるため、多様な地域密着型サービスや在宅生活を支える 24 時間ケアの拡充を進め、

在宅で介護をしている家族への支援を強化します。 

    介護事業者に対するチェック体制の充実や事業者による情報公開の推進、サービス評価の仕組みを

構築し、適正な事業運営を確保することで、介護保険制度の継続につなげます。 

    介護が必要な高齢者や介護者などの介護サービス利用者が、多様なメニューの中から最も適したサ

ービスを選択できるよう、わかりやすく適切な情報提供を行います。 

    介護従事者の育成・確保に向けての取組を強化し、尊厳が守られながら「必要な人が質の高い介護

サービスを受けることができる環境」をつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元) 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    特別養護老人ホームの入所申込者に占め

る在宅者の割合 
58.2% 54% 50% 

    尊厳が守られた介護サービスが提供されて

いると思っている人の割合 

（H30） 

81.5% 
84.5% 87% 

    家族に対して、必要な介護サービスが受けら

れていると思っている人の割合 

（H30） 

78.5% 
83% 87.6% 

    職に対して、やりがいをもって従事できている

と思っている介護サービス従事者の割合 

（H30） 

16.7% 
29% 41% 
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保健・医療・福祉 ＜ 結
むすぶ

 ＞ 

4－8 高齢者が生きがいをもって活動している 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 高齢者の「閉じこもり」は認知症や寝た

きりのリスクを高めると言われていま

す。一人暮らし高齢者の割合は年々

増加しており、介護予防にもつながる

社会参加を推進することが求められて

います。 

 

‐ 高齢者が元気で活躍できる地域づくりを

推進する観点から、生活支援コーディネ

ーターと連携した住民主体の通いの場

の充実が必要です。 

‐ 高齢者の学びの場として、公民館など

での各種講座や教室があり、老人クラ

ブ等でも様々な学習活動が行われて

います。 

 

‐ 多様化するニーズに対応できる、多彩な

学びのメニューを提供するとともに、高齢

者が主体的に学べるような支援が必要

です。 

‐ 高齢者がこれまでの知識や経験を生

かし、元気で活躍できる地域づくりを進

めることが求められています。 

 

‐ 高齢者の働く意欲に応じた就労の場や、

地域活動に参加できる場など、高齢者

が活躍できる場の確保が必要です。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

グラウンドゴルフ大会 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

    

  

 

 

 

市の施策 高齢者の学びや活躍の場を充実する 
 

基本方針 

★  高齢者が気軽に集い、仲間との出会い、交流の機会や異世代との交流が図られるよう、ふれあいの

場の更なる推進によって、高齢者の孤独感や閉じこもりの解消に努めます。 

    高齢者の学びに対するニーズを把握した学習機会の充実を図るとともに、情報提供をはじめとした支

援により高齢者の主体的な学びを促進します。 

★  社会活動や地域活動、就業活動への参加を促進し、高齢者の活躍の場を広げる取組を充実しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  シルバー人材センター会員数 1,529人 1,750人 1,900人 

    ふれあいサロンの実施か所数 275か所 320か所 370か所 

★  社会参加（※）している高齢者の割合 

※社会参加の例 

ボランティア、スポーツや趣味、グループ、

学習活動、ふれあいサロンなど通いの場、

老人クラブ、町内会・自治会、仕事など 

30.3% 60% 65% 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ＳＤＧs・市民協働・コミュニティ・行財政  

＜ 絆
きずな

 ＞ 
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ＳＤＧs・市民協働・コミュニティ・行財政 ＜ 絆
きずな

 ＞ 

5－1 
地域やコミュニティの中で、だれもが互いに助け合い、支え合って暮ら

している 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 少子高齢化などの社会構造の変化、

人々のライフスタイルや価値観の多様

化などにより、地域住民の連帯意識が

希薄になってきています。 

 

‐ 地域ごとの実情を把握・整理し、持続可

能なコミュニティ活動につながる支援が

必要です。 

‐ 地域で活動している団体の高齢化や、

人材不足・後継者不足が深刻化して

います。 

 
‐ 地域コミュニティの運営や人材育成への

支援が必要です。 

‐ 暮らしの変化とともに、地域の課題も複

雑化・多様化しています。 
 

‐ 複雑化・多様化する地域課題に対応し

ていくため、地域で活動している団体の

連携や活動の検討が必要です。 

‐ コミュニティ活動の拠点となる施設に

も、地域によって様々な課題がありま

す。 

 

‐ 地域の実情に応じた拠点施設の確保・

運営・整備などに対する支援が必要で

す。 
 

 

［地域コミュニティ活動を継続していく上での課題］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省 平成 30年度「地域運営組織の形成及び持続的な運営に関する調査研究事業報告書 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

  

    

 

 

市の施策 市民自らが、地域の課題を解決できるように支援する 
 

基本方針 

★  地域の活動主体であるコミュニティの意見を把握してニーズにあった支援を行い、地域のつながりを

維持して支え合いによる安全・安心な暮らしを守ります。 

★  コミュニティ活動の情報を発信するとともに、コミュニティ意識の高揚に努め、若い世代をはじめとし

た、さまざまな世代の人が気軽に地域の輪に入っていける地域づくりを進めます。 

★  コミュニティ間の情報交換を行うなど、相互に連携する機会の創出に努め、ネットワークを構築してコミ

ュニティ活動の一層の拡大を支援します。 

★  市民自らが主体的に地域の課題解決に取り組むコミュニティ活動に対する支援や、コミュニティ活動

の拠点となる施設や設備に対する支援を続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  地域やコミュニティの中で、困っているときに

相談できる人がいると思っている人の割合 
48.4% 55% 60% 

★  地域の課題に対して、自分たちでできること

は地域コミュニティで解決しようと考えている

人の割合 

52.3% 60% 65% 
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ＳＤＧｓ・市民協働・コミュニティ・行財政 ＜ 絆
きずな

 ＞ 

5－2 ボランティア・ＮＰＯなどの市民主体の活動が活発に行われている 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 社会情勢の変化により、様々な活動に

取り組むボランティア・ＮＰＯなどの役割

が大変重要になってきています。 

 
‐ 市民活動団体が抱える課題・ニーズに

沿った支援を行うことが必要です。 

‐ 市民活動団体同士がお互いの情報を

知ることが少なく、また、団体への参加

を希望する市民にとっても、活動の情

報が得にくい状況があります。 

 

‐ 各団体の情報発信ツールの現状を把握

し、団体同士が情報共有でき、連携しや

すくなる仕組みが必要です。また、団体

の活動に参加したいと思う市民が、必要

な情報を得られるような仕組みも必要で

す。 

‐ 多様化する地域課題の解決に向け

て、ワークショップなどを開催し、市民

活動団体の交流促進に取り組んでい

ます。 

 

‐ 市民活動団体同士の連携を促進する

機会を増やすなど、ボランティア・ＮＰＯ

活動への参加のさらなるきっかけづくりが

必要です。 

‐ 市役所では、市民協働の推進体制を

整え、意識啓発に取り組んでいます。 
 

‐ 研修や情報発信を継続し、市役所にお

ける市民協働の推進体制を強化していく

ことが必要です。 
 

 

［市内に事務所を置く法人数の推移］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：岡山県県民生活交通課 

［市民企画提案事業の採択団体数］ 

 
 

出典：倉敷市企画財政局市民活動推進課 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

    

  

 

 

 

 

市の施策 ボランティア・ＮＰＯなどの自律的かつ公益的な活動を促進する 
 

基本方針 

★  人材確保と育成のための研修の充実など、組織的な基盤強化に向けた支援の仕組みづくりを進め、

市民活動団体が自立的に安定して活動を継続できるよう努めます。 

★  公益的な事業に取り組む団体の活動基盤の強化に向けての支援や、大学や企業なども含め、市民

活動団体や個人が、容易に情報共有や連携が行える環境整備を促進します。 

★  ボランティア・ＮＰＯ活動参加への気運を盛り上げ、市民活動団体や個人がその特性を生かした、さま

ざまなまちづくりの活動に取り組むきっかけづくりを進めます。 

★  市役所での市民協働の推進体制を整えることで、ボランティアやＮＰＯなどと行政が共に公共的な役

割を担う「支え合いと活気のある社会」の実現をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  市民活動団体と協働で実施された事業数 
令和３年度 

調査開始 
調査後設定 調査後設定 

★  地域の課題を解決するためには、ボランティ

ア・ＮＰＯの市民活動が必要だと考えている

人の割合 

46.0% 55% 60% 
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ＳＤＧｓ・市民協働・コミュニティ・行財政 ＜ 絆
きずな

 ＞ 

5－3 
行政が市民の意見を踏まえ、施策の検討、効果的な実施、評価・検証を行

い、改善を図っている 

 

現状と課題 
  

現状  今後の課題 

‐ 人口減少などに伴い税収が減少する

一方で、老朽化した施設の更新などに

かかる経費は増加するなど、市財政を

取り巻く環境は厳しくなっています。 

 

‐ 収入増加に向けた新たな取組を検討す

るとともに、事業の見直しを行うなど経費

節減に努めていく必要があります。 

‐ 予算書・決算書だけでなく、「倉敷市の

財政」や「倉敷市財務書類」などによ

り、市の財政状況をより分かりやすく伝

えるよう取り組んでいます。 

 

‐ 市の財政状況をより正確に把握するた

めには、負債の状況や施設の老朽化の

度合いなど、決算書では見えない情報

をとらえていく必要があり、各種財政指

標や公会計手法を用いた分析が必須と

なっています。 

‐ 平成２２年４月施行のパブリックコメント

手続要綱で、市の条例や重要計画に

ついて市民意見を反映できる仕組みを

整えています。 

また、市民モニター制度を実施し、簡

単かつ迅速に市民の意見が聞けるよう

になりましたが、30歳台以下の登録者

が少なく、幅広い年齢の意見を反映し

ているとは言い難い状況です。 

 

‐ より多くの意見を聞くために、広く市民に

意見を求めるパブリックコメントの PRを強

化する必要があります。 

市民モニターへの調査結果の信頼性を

上げるためには、若い世代の登録者数

を増やすことが必要です。 

‐ 市の施策においては、客観的な根拠に

基づいた政策立案（EBPM）の考え方が

浸透しておらず、十分な業務や統計の

データを集約して共有・活用できる仕

組みが構築できていません。 

 

‐ ＥＢＰＭ（※）についての理解促進を図る

とともに、オープンデータ（公開され自由

に利用できるデータ）の整備を拡充する

など、より多くのデータをそろえ、分析し、

活用していくことが必要です。 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

 

 

   

  

 

市の施策 更なる行財政改革を進め、経費の削減及び歳入増加に取り組み、根拠に基づ

いた施策を推進する 
 

基本方針 

    歳入の確保と事業や補助金の見直しなどによる歳出の抑制を図り、受益と負担の適正化によって財

政基盤の安定を図ります。 

    財政指標の分析や公会計手法の活用により財政状況を的確に把握し、市民にわかりやすく公表しま

す。 

    パブリックコメントや市民モニター制度の充実を図り、マーケティング機能の強化によって、より正確な

市民意見の施策への反映をめざします。 

    官民のデータ利活用により得られる客観的な証拠に基づいた、政策や施策の企画立案（EBPM）を推

進します。 

 

 

 

 
 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    実質公債費比率 4.7% 3.2% 3.2% 

    施設別行政コスト計算書公表施設数 
（H30） 

8施設 
10施設 13施設 

    市民モニターアンケート平均回答者数 

（１回当たり） 
552人 600人 650人 

 

 （※）ＥＢＰＭ（Ｅvidence-based Ｐolicy Ｍaking）エビデンスベイスドポリシーメイキング  

エビデンス（客観的な証拠）に基づいた政策立案 

・政策の企画立案をその場限りのエピソードに頼るのではなく、政策目的を明確化したうえで、 

政策効果の測定に重要な関連を持つ情報やデータに基づくものとすること。 
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ＳＤＧｓ・市民協働・コミュニティ・行財政 ＜ 絆
きずな

 ＞ 

5－4 市民が安全で快適に、公共施設を利用している 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 高度経済成長期に一斉に整備した学

校の校舎や市営住宅などの公共施設

が老朽化し、施設の更新には多額の

費用が必要となります。 

 

‐ 現状の施設すべてをそのまま維持して

いくことは困難であるため、施設総量の

適正化を推進し、施設を作ってから運

営、処分するまでの費用の総額となるラ

イフサイクルコストを縮減していく必要が

あります。 

‐ ファシリティマネジメントの視点で、平成

２５年に「公共施設白書（本編）」、翌

年に「公共施設白書（施設別編）」を作

成し、主な公共施設の量と質の情報を

とりまとめて公表しました。 

 

‐ 各施設の建築・設備の点検、修繕を行

い、計画的な予防保全による長寿命化

を推進し、安全、適正に使用できる状態

を保っていく必要があります。 

‐ 平成２８年には「公共施設等総合管理

計画」を策定し、長期的な視点で公共

施設などを総合的かつ計画的に管理

するための基本方針を示しました。 

 

‐ 今後は、個別施設計画を策定し、それ

ぞれの施設の老朽化などに応じた整備

（単独建替、長寿命化、複合化、集約

化など）を進めていく必要があります。 

‐ 公共施設の管理運営については、指

定管理者制度を活用するなど、市民

サービスの向上につながる取組を進め

ています。 

 

‐ 公共施設がより安全で利用しやすくなる

よう、民間のノウハウを活用した施設整

備や運営など官民連携の取組をさらに

進めていく必要があります。 
 

 

 

 ［公共施設の更新等シミュレーション試算］ 

 

 

 

 

  

出典：倉敷市公共施設等総合管理計画 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

 

 

市の施策 公共施設の安全の確保と総量の適正化を図る 
 

基本方針 

    市が土地、建物などの公有財産を、場所や将来人口なども見据えた適切な数量で保有して、総合的

に企画、管理、活用する経営活動「ファシリティマネジメント」を推進し、施設のライフサイクルコストを縮

減します。 

    公共施設が安全に利用できるよう、計画的な予防保全による長寿命化を推進します。 

    個別施設計画に基づき整備を実施し、公共施設の必要な機能の維持を図るとともに、利便性の向上

に努めます。 

    施設の更新にあたっては、従来のように行政が直接施設を整備せず民間に整備とサービスの提供を

ゆだねる PFI手法を活用するなど、官民連携の取組を積極的に進めます。 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    公共施設の利用者数（延べ人数／年度） 4,200千人 4,430千人 4,710千人 

    モニタリングの評価が高い指定管理施設の

割合 

（H30） 

98.2% 
100% 100% 

    ＰＰＰ／ＰＦＩ（※）手法による施設整備（改修

等を含む）を伴う事業契約件数 

7 件 

(累計) 

１5 件 

(累計) 

20 件 

(累計) 
 

  

（※）ＰＰＰ/ＰＦＩ 

行政（Ｐublic）と民間（Ｐrivate）が協力（Ｐartnership）して行政サービスを提供する方法で、民間の経営能力や  

技術力を活用して質の高い行政サービスの提供をめざすもの。 

施設整備や運営に必要な資金調達を民間が行うＰＦＩ（Ｐrivate Ｆinance Ｉnitiative）もＰＰＰの一つ。 
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ＳＤＧｓ・市民協働・コミュニティ・行財政 ＜ 絆
きずな

 ＞ 

5－5 
市役所が市民の身近な窓口として課題解決に向けて責任を持って対

応している 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 災害などの非常時や市民ニーズの多

様化・高度化に伴い発生する新たな行

政需要に対して、市役所の担当課だけ

では解決困難な業務が増えており、部

局間で連携し効率的かつ迅速に対応

することが求められています。 

 

‐ 市民ニーズを的確に捉えて行政組織の

新設、改廃や所管替えを弾力的に実施

していくとともに、組織の枠を超えた応援

体制を迅速に構築することが必要です。 

‐ 市民ニーズの多様化・高度化による業

務負担の増加に伴い、職員が真に市

民サービス向上につながる業務に係わ

る余裕が無くなっています。 

 

‐ 限られた職員数で持続的かつ安定的に

行政サービスを提供できるような仕組み

づくりを検討する必要があります。 

‐ 市役所での良質な市民サービスを提

供するには、職員の人材育成と士気高

揚が、最も重要な要素のひとつであり、

職員一人ひとりの資質向上が重要にな

っています。 

 

‐ 職員の能力や実績に基づく様々な人

事・研修制度を積極的に活用すること

で、仕事へのやりがいや使命感を高め、

仕事を通じた人材育成の強化に努める

ことが必要です。 

‐ 市内に居住し、就学・就労する外国人

が増加しています。 
 

‐ 外国人が適切な行政サービスを受ける

ことができるよう、相談窓口の充実と全

庁的な連携の強化が必要です。 
 

 

 

外国人相談窓口 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

  

    

 

市の施策 市役所の制度や体制を改革するとともに、職員の資質向上を図り、必要とさ

れる行政サービスを提供する 
 

基本方針 

    市役所における部局間の連携強化、マネジメントの強化、意思決定の更なる迅速化を可能とする業

務執行体制の整備を図ります。窓口サービス向上及び業務の効率化等に取り組み、市民への説明

責任を果たし、市民満足度を向上します。 

    不要な業務の見直しを行うとともに、人工知能（ＡＩ）やロボットによる業務の自動化（RPA）など先進の  

ＩＣＴ技術を導入するなど、業務の効率化を進め、人口減少社会においても、住民サービスの維持・向

上に努めます。 

    市や組織の方針に基づき、市役所職員の果たすべき役割を明確にして、個々の職員が意欲的に能

力を発揮できる、働き方改革もふまえた人事制度、職員研修制度の構築を図り、広い視野と自ら考

え行動できる意欲と能力を持った職員を育てます。 

    市内で生活する外国人に向けた行政サービスの利便性向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    外国人相談窓口の利用数（件／年度） （R2.10開設） 1,500件 1,800件 

    地域の要望や困ったことがあったときの行政

の相談窓口は、まずは市役所だと思っている

人の割合 

75.3% 80% 90% 
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ＳＤＧｓ・市民協働・コミュニティ・行財政 ＜ 絆
きずな

 ＞ 

5－6 
だれもが快適で活力に満ちた生活ができるよう、先端技術が生活に溶け

こんでいる 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 市役所業務の中で情報の電子化やロ

ボットなどによる業務の自動化など、先

進技術を効果的に利用する環境が整

っていません。 

 

‐ 業務における、ＩＣＴの利用意識を高める

とともに、効果的な取り入れ方を検討し

ていく必要があります。 

‐ 新型コロナウィルス感染症など新たな

感染症が発生した場合、感染拡大を

防止するため学校・園は臨時休業とな

り、十分な学習時間の確保が困難にな

ります。 

 

‐ 次世代高速通信を利用したオンライン

学習の導入など、学習時間を確保する

取組を検討していく必要があります。 

‐ 市税などの収納では、コンビニエンスス

トアやスマートフォン決済アプリで納付

できるようにするなど、市民生活の利

便性向上に努めています。 

 

‐ 市民生活の利便性向上をめざして市税

をはじめとした収納のキャッシュレス化を

推進していく必要があります。 

‐ 情報通信技術の進展とともに、日々の

市民生活において、ＩＣＴの利用が身近

になるなか、申請・証明といった行政

手続きにも電子申請を取り入れ、利便

性向上に努めています。 

 

‐ 市民生活の利便性向上と行政事務の

負担軽減をめざして普及促進を図って

いるマイナンバーカード等を有効に活用

し、行政手続きの更なる簡略化を図って

いく必要があります。 
 

 

 

Society 5.0が目指す社会 

出典：内閣府資料 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

   

   

 

 

 

市の施策 日々進化する先端技術を柔軟に取り入れ、市民サービスの更なる向上を図る 
 

基本方針 

    ＡＩ、ＲＰＡなどの先端技術を活用して、より迅速、的確な行政サービスを提供し、市民生活の利便性

向上を図ります。 

    災害や感染症の発生など非常時にも、子どもたちの学習時間が確保できるよう、ＩＣＴを活用したオン

ライン学習等の導入を進めます。 

    市税をはじめ、使用料、手数料など収納のキャッシュレス化を推進します。 

    市民生活に必要な情報を必要とする時にわかりやすく発信するとともに、行政手続きのオンライン化を

促進し、申請手続き等の簡略化を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

    多くの市民が利用する公共施設のうち、 

キャッシュレス決済が可能な施設の割合 
6.25% 50% 100% 
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ＳＤＧｓ・市民協働・コミュニティ・行財政 ＜ 絆
きずな

 ＞ 

5－7 
持続可能な地域をめざすＳＤＧｓの理念を、だれもが理解し、行動して

いる 

 

現状と課題 
  

現状 
 

今後の課題 

‐ 市民生活の中で、ＳＤＧｓの理解は浸

透しておらず、また、ＳＤＧｓの理念に基

づき取り組む団体・企業などの活動

が、あまり知られていません。 

 

‐ ＳＤＧｓの理解促進を進め、ＳＤＧｓ推進

の機運の醸成を図っていく必要がありま

す。 

‐ Ｇ７倉敷教育大臣会合（平成28年）で

は、教育が国際社会の平和を守り、持

続可能な発展に重要な役割を担うこと

を宣言した「倉敷宣言」が採択され、Ｓ

ＤＧｓのゴール４「質の高い教育をみん

なに」は、他の全てのＳＤＧｓ達成のた

めに重要であると示されています。 

 

‐ 教育を受ける子どもたちが、教育の大切

さをグローバルな視点で学び、考えてい

くことが必要です。 

‐ 持続可能な地域をめざすため、官民が

各々の特性を生かして地域の課題解

決に取り組むことが求められています。 

 

‐ まちづくりの様々な施策は、市民協働、

官民連携において SDGｓの観点で整理

し、紐づけることで目的を明確化し、取

組の方向性を共有する必要があります。   

‐ 地方創生をめざして、連携中枢都市

圏を形成する高梁川流域圏（７市３

町）の人口は減少傾向にあり、将来の

人口推計においても、全国平均・岡山

県平均より早く、人口減少が進むこと

が見込まれています。 

 

‐ 圏域の自治体、関係機関、住民などの

連携を強化し、自然動態の減少抑制や

社会動態の増加に努めるとともに、人口

減少社会でも、多様な人材が活躍でき

る圏域としていくことが必要です。 

 

 

       

Ｇ７倉敷教育大臣会合（平成 28年開催） 
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★は、「倉敷みらい創生戦略」（137頁～）に関連する項目です。 

  

    

 

市の施策 市民・企業・団体等と一体となってＳＤＧｓの取組を推進する 
 

基本方針 

★  研修や講演会等を通じて、ＳＤＧｓの理解促進に努めるとともに、ＳＤＧｓに取り組む団体・企業などの

活動状況を紹介し、団体間の交流を促進するなど、ＳＤＧｓ推進の機運の醸成を図ります。 

★  倉敷子どもサミットなどの機会を通じて、子どもたちが、「倉敷宣言」にも記されている、質の高い教育

を世界のだれもが受けることの大切さを学び、ＳＤＧｓへの理解につながるよう、取組を推進します。 

★  地域の課題を解決し、まちづくりの様々な施策を効果的に進めるため、市民協働、官民連携におい

て、ＳＤＧｓを共通言語として取組の目的の明確化や相互理解につなげます。 

★  高梁川の恵みを共有する自治体間の連携により、圏域全体の経済成長や生活サービスの向上など

に取り組み、将来にわたって安心・快適に生活できる持続可能な圏域づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり指標 

（重要業績評価指標） 
現状値（R元） 

5年後（R7） 

目標値 

10年後（R12）

目標値 

★  くらしきＳＤＧｓパートナー（仮称）の登録数 今後取組予定 開始後設定 開始後設定 
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第４章  第 2期倉敷みらい創生戦略 
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１ 倉敷みらい創生戦略の推進に向けて 

【戦略の構成】 

少子高齢化の進展や人口減少に戦略的に対応するための「第２期倉敷みらい創生戦略」は、以

下に掲げる事項によって構成します。 

■４つの基本目標 

  ① 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

  ② 受け継がれた歴史・文化の魅力を発信し、ひとを惹
ひ

きつける 

  ③ 安心して働ける場をつくり、多様な人材の活躍を推進する 

  ④ 地域をつなぎ、安心して暮らせる持続可能なまちづくりを進める 

■倉敷市第七次総合計画に掲げた市の施策と基本方針（地方創生に関するもの） 

■倉敷市第七次総合計画のまちづくり指標（地方創生に関するもの） 

■倉敷市第七次総合計画実施計画に掲げた地方創生に関する取組 

具体的な内容構成は次のとおりです。（[ ]内は対応する基本計画の番号と該当ページを示す） 

ア 心豊かな人間関係を育む学校教育の充実を図る [1-3、 44 頁] 

イ 安心して出産・子育てできる環境を整える [1-5、 48 頁] 

ウ 子育てと仕事がゆとりをもって両立できる環境を整える [1-6、 50 頁] 

エ 学校・園、地域、家庭が連携して子どもたちを見守り、安全・安心に [1-7、 52 頁] 

成長できる環境を整える 

ア 文化芸術活動を振興する [2-1、 60 頁] 

イ 歴史文化や伝統の保存・継承と活用を図る [2-2、 62 頁] 

ウ 倉敷の魅力を発信し、受入環境を整備して交流人口の増大を図る [2-8、 74 頁] 

エ 歴史的・魅力的な景観の形成を推進する [3-11、 98 頁] 

ア その人らしさが尊重され、多様な価値観や生き方を認め合い、人権が [1-1、 40頁] 

守られる社会をつくる 

イ 一人ひとりが生涯を通じて行う学びを支援するとともに、その学びに [1-9、 56頁] 

よる地域の活性化を推進する 

ウ 家庭や仕事と生活の調和がとれるよう支援する [2-4、 66 頁] 

エ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて縮小した経済を早期に復興する[2-5、 68頁] 

ため、産業競争力の強化と地場産業の振興、雇用の確保・充実を図る 

オ 商業振興による地域の活性化を図るとともに、新分野への進出・起業 [2-6、 70 頁] 

がしやすい環境を整える 

基本目標① 結婚・出産・子育ての希望をかなえる            （141～144 頁） 

基本目標② 受け継がれた歴史・文化の魅力を発信し、ひとを惹
ひ

きつける  （145～148 頁） 

基本目標③ 安心して働ける場をつくり、多様な人材の活躍を推進する   （149～154 頁） 
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カ 活力ある農業や漁業を守り、豊かな資源を次世代に継承する [2-7、 72 頁] 

キ 障がい者が社会参加でき、住み慣れた地域で安心して暮らすことの [4-4、 110 頁] 

できる生活を支援する 

ク 高齢者の学びや活躍の場を充実する [4-8、 118 頁] 

ア スポーツ活動を推進する [2-3、 64頁] 

イ 地域の環境と経済・社会が調和した、持続可能なまちづくりを推進する [3-1、 78頁] 

ウ 防災・減災意識を高め、災害に強いまちをつくる [3-5、 86頁]  

エ 各地域・地区の中心部の利便性が向上するまちづくりを推進する [3-8、 92頁] 

オ 地域の特色が生かされ、だれもが住みやすい生活を支援する [3-10、 96頁] 

カ だれもが取り組める健康づくりを支援する [4-1、 104頁] 

キ だれもが安心して利用することができる救急・医療環境を整える [4-3、 108頁] 

ク 障がい者が社会参加でき、住み慣れた地域で安心して暮らすことの [4-4、 110 頁] 

できる生活を支援する（再掲） 

ケ 高齢者が住み慣れた家庭や地域で安心して暮らすことのできる環境を [4-6、 114 頁] 

整える 

コ 市民自らが、地域の課題を解決できるように支援する [5-1、 122頁] 

サ ボランティア・ＮＰＯなどの自律的かつ公益的な活動を促進する [5-2、 124頁] 

シ 市民・企業・団体等と一体となってＳＤＧｓの取組を推進する [5-7、 134頁] 

【戦略の期間】 

第２期倉敷みらい創生戦略は、令和３年度から令和７年度までの５か年計画とします。 

【戦略の推進体制】 

倉敷みらい創生戦略の推進にあたっては、市長をトップとする部局横断的な組織体制を整え、

幅広い分野から意見を聴取するため市議会や各種団体等を構成員とする有識者会議を設置して

います。 

  ○倉敷市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進本部 

    ・・・市長を本部長とし、幹部職員を構成員とする 

  ○倉敷市まち・ひと・しごと創生有識者会議 

    ・・・産業界（産）、教育機関（学）、金融機関（金）、労働団体等（労）、 

メディア（言）、市議会及び行政を構成員とする 

【評価・検証】 

実施計画に掲げた地方創生に関する取組等については、毎年度、開催する「倉敷市まち・ひ

と・しごと創生有識者会議」等において、重点施策の効果検証を行い、Ｐｌａｎ （計画）、

Ｄｏ（実施・実行）、Ｃｈｅｃｋ（点検・評価・検証）、Ａｃｔｉｏｎ（処置・改善）のＰＤＣ

Ａサイクルを確立します。

基本目標④ 地域をつなぎ、安心して暮らせる持続可能なまちづくりを進める（155～163 頁） 
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２ ４つの基本目標 

① 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

合計特殊出生率 

令和元（2019）年：1.56    ⇒ 令和 7（2025）年：1.72 

 第１期倉敷みらい創生戦略の目標値と推移 

 

 

 

 

 

② 受け継がれた歴史・文化の魅力を発信し、ひとを惹
ひ

きつける 

対三大都市圏との社会増減（転入者数－転出者数） 

令和元（2019）年：▲863人  ⇒ 令和 7（2025）年：±0人 

第１期倉敷みらい創生戦略の目標値と推移 

 

 

 

 

 

③ 安心して働ける場をつくり、多様な人材の活躍を推進する 

市内従業者数の総数 

令和元（2019）年：    人 ⇒ 令和 6（2024）年：    人 

第１期倉敷みらい創生戦略の目標値と推移 

 

 

※ 経済センサスによる指標。令和 2年 12月下旬に出る現状値を踏まえ、目標値を設定予定のため、現在は空欄 

 

④ 地域をつなぎ、安心して暮らせる持続可能なまちづくりを進める 

市の人口（12月末） 

令和元（2019）年：482,250人 ⇒ 令和 7（2025）年：480,000人程度 

第１期倉敷みらい創生戦略の目標値と推移 

 

 

 

指標 基準値 目標値（R2）

合計特殊出生率
1.61
(H25)

1.63
(H26)

1.60
(H27)

1.64
(H28)

1.63
(H29)

1.59
(H30)

1.77

出生者数
4,536人
(H26)

4,419人
(H27)

4,423人
(H28)

4,305人
(H29)

4,110人
(H30)

3,960人
(R1)

4,782人

現状値（推移）

指標 基準値 目標値（R2）

対三大都市圏との社会増減

（転入者数－転出者数）

【参考】社会増減（総数）
316人
(H26)

474人
(H27)

675人
(H28)

509人
(H29)

▲84人
(H30)

923人
(R1)

－

現状値（推移）

▲742人
(H26)

▲705人
(H27)

▲878人
(H28)

▲779人
(H29)

▲917人
(H30)

±０人
▲863人
(R1)

指標 基準値 目標値（R2）

市民税納税義務者数 172,775人
（所得割課税者数） (H26)

現状値（推移）

175,089人
(H27)

177,794人
(H28)

180,215人
(H29)

182,253人
(H30)

184,300人
182,438人

(R1)

指標 基準値 目標値（R2）

市の人口 483,537人
※年度末の数値 (H26)

現状値（推移）

483,547人
(H27)

483,576人
(H28)

482,790人
(H29)

481,844人
(H30)

487,000人
481,542人

(R1)
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基本目標① 結婚・出産・子育ての希望をかなえる  

ア 心豊かな人間関係を育む学校教育の充実を図る 

イ 安心して出産・子育てできる環境を整える 

ウ 子育てと仕事がゆとりをもって両立できる環境を整える 

エ 学校・園、地域、家庭が連携して子どもたちを見守り、安全・安心に成長できる環境を 

整える 

 

〈数値目標〉 

 

■合計特殊出生率 

令和元（2019）年：1.56    ⇒ 令和7（2025）年：1.72 

 

 

ア 心豊かな人間関係を育む学校教育の充実を図る [1-3、44頁]  

   

   

【基本方針】 

★ 多様化する学習内容と子どもたち一人ひとりの習熟度に対応するとともに、主体的な学習

ができる、ＩＣＴ活用の環境整備、感染症などの脅威に対応できるオンライン学習の導入

など情報教育の充実を図り、新しい時代に求められる子どもの資質・能力を育てます。 

★ 教員の指導力向上やＩＣＴの活用などにより、子どもたちが広い視野を持って異文化を理

解し、国際共通語とされる英語力を身につける、グローバル化に対応する教育を進めま

す。 

★ 学校運営協議会制度等で、地域と共にある学校づくり、地域に根ざした特色ある教育活動

の推進や校種間の連携に努め、学校園、家庭、地域が一体となって子どもを守り育てる環

境づくりを進めます。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

   ★ 「子どもの学校での教育がしっかりできている」と感じている人の割合 

現状値 65.3%（R元） → 目標値 80%（R7） 

★ 学校が楽しいと思う子どもの割合 

現状値 78.0%（R元） → 目標値 90%（R7） 
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イ 安心して出産・子育てできる環境を整える [1-5、48頁]  

 

     

 

【基本方針】 

★ 妊娠期から子育て期における不安や悩みの軽減を図るための情報提供や相談体制を充実

し、切れ目ない子育て支援環境を整えます。また、性に関する正しい知識を身に付けられ

る機会の充実に努めます。 

★ 地域での子育て支援の充実を図り、親子のふれあいや親同士の交流、子育ての仲間づくり

を促進します。 

★ 保育や医療、教育など、子育て家庭等の経済的負担の軽減、不妊治療の公的助成の継続な

どにより、安心とゆとりをもって妊娠・出産・子育てができる環境を整えます。 

★ 関係機関との連携を強化し、ひとり親家庭が抱える悩みや相談ごとに対応できる体制を整

えます。また、生活支援や経済的支援を行い、ひとり親家庭の生活の自立と安定を図りま

す。 

★ 希望する人が結婚できるよう、出会いの場の創出や相談体制の充実を図ります。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 身近に子育ての相談ができるところがあると思っている人の割合 

【就学前児童の保護者】現状値 79.9%（R元） → 目標値 82%（R7） 

【小学生の保護者】   現状値 66.6%（R元） → 目標値 70%（R7） 

★  子育てを家族で協力して行っている人の割合 

【就学前児童の保護者】現状値 89.5%（R元） → 目標値 92%（R7） 

【小学生の保護者】  現状値 82.4%（R元） → 目標値 92%（R7） 

★ 倉敷結婚相談所を通じた結婚成立数   

現状値 26組（R元） → 目標値 170組（R7）（R3－R7の５か年累計） 
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ウ 子育てと仕事がゆとりをもって両立できる環境を整える [1-6、50頁]  

 

     

【基本方針】 

★ 多様化する就学前保育・教育ニーズに応じて、地域性や年齢などを考慮しながら受入枠の

拡大を図り、待機児童対策を進めます。 

★ 頻発化する自然災害や感染症を見据えて、就学前保育・教育施設において、計画的に子ど

もの健康や安全確保の対策に取り組みます。 

★ 保育の内容や方法を、社会情勢に応じた見直しを行いながら、専門家の意見を取り入れる

など保育現場職員の研修の充実により、保育の質の向上を図ります。 

★ 働きやすい保育の場をめざした環境整備などにより、就労希望者を増やし、保育所や認定

こども園等に勤務する職員の確保に努めます。 

★ 放課後児童クラブの利用ニーズの増加に対応するため、放課後児童クラブの充実を図りま

す。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 保育所等の待機児童数  

現状値 98人（R2） → 目標値 0人（R7） 

★ これまで育児休業を取得したことがある人の割合 

     【就学前児童の父親】 7.9%（R元） → 目標値 20%（R7） 

     【就学前児童の母親】79.3%（R元） → 目標値 91%（R7）  

 

 

エ 学校・園、地域、家庭が連携して子どもたちを見守り、                

  安全・安心に成長できる環境を整える [1-7、52頁]  

   

   

【基本方針】 

★ 学校・園、地域、家庭が連携する子育て支援のネットワークづくり、地域ぐるみで子ども

を育てる体制づくりを進めます。 
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★ 学校や地域の活動のなかで、子どもたちが地域の歴史・文化を学んだりスポーツを楽しん   

だりする機会を増やして、子ども同士や地域住民との交流を深め、子どもの社会性を身に

つける健やかな学びと成長を支えます。 

★ 学校・園を支援する地域のボランティアやコーディネーターを育成・支援し、地域で子ど

もたちが安心して生活できる環境づくりに努めます。 

★ 様々な困難を抱える家庭の子どもが、将来の夢や希望をもち成長段階に応じた支援ができ

るよう、家庭に寄り添い、福祉や教育、地域が協働し支える体制をつくります。 

  

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 様々な場面で困った時に相談できる相手がいる保護者の割合 

【就学前児童の保護者】現状値 92.2%（R元） → 目標値 95%（R7） 

     【小学生の保護者】  現状値 85.0%（R元） → 目標値 90%（R7） 

★ 学校・家庭・地域が連携した事業に参加した子どもの数  

   現状値 269,474人（R元） → 目標値 286,000人（R7） 

★ 地域の人に支えてもらって子育てをしていると思う人の割合 

【就学前児童の保護者】現状値 44.7%（R元） → 目標値 47%（R7） 

【小学生の保護者】  現状値 50.0%（R元） → 目標値 55%（R7） 

★ 子どもと将来の夢や目標について家庭で話をする小学生の保護者の割合 

      現状値 86.2%（R元） → 目標値 90%（R7） 



 

 

145 

基本目標② 受け継がれた歴史・文化の魅力を発信し、ひとを惹
ひ

きつける               

ア 文化芸術活動を振興する 

イ 歴史文化や伝統の保存・継承と活用を図る 

ウ 倉敷の魅力を発信し、受入環境を整備して交流人口の増大を図る 

エ 歴史的・魅力的な景観の形成を推進する 

 

〈数値目標〉 

 

■対三大都市圏との社会増減（転入者数－転出者数） 

令和元（2019）年：▲863人  ⇒ 令和7（2025）年：±0人 

 

 

ア 文化芸術活動を振興する [2-1、60頁]  

   

   

【基本方針】 

★ 各世代の関心やニーズを踏まえ、子どもから高齢者まで多くの市民に、様々なジャンルの

優れた文化芸術に親しむ機会を提供することに努めます。 

★ 市民が身近に文化活動に参加・発表することのできる環境づくりを進めるとともに、文化

芸術団体の活動や団体相互間の交流を促進し、文化が育まれる環境づくりを進めます。 

★ 個々の特性を踏まえて文化施設のあり方を検討するとともに、施設機能・設備の充実によ

り、利用しやすい施設としての運営に努めます。 

★ 文化芸術に関する情報を収集し、多様な広報媒体による、多言語化も含めたタイムリー

で、わかりやすい積極的な情報発信に努めます。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 生活の中で文化的活動（鑑賞と実践のどちらでも可）を行っている人の割合 

現状値 30.5%（R元） → 目標値 40%（R7） 

★ 文化施設の利用者数（人／年度） 

現状値 450,793人（R元） → 目標値 645,000人（R7） 
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イ 歴史文化や伝統の保存・継承と活用を図る [2-2、62頁]  

    

  

【基本方針】 

★ 地域の歴史的魅力や特色、後世に語り継がれる文化や伝統、そして本市の日本遺産を広く

発信するとともに、その活用による地域活性化を図ります。 

★ 郷土の偉人の研究・顕彰、地域に根ざした文化活動を支援するとともに、その担い手の育

成につなげるため、啓発活動や、子どもたちをはじめとして市民が文化財に関わる機会の

提供により、地域への愛着と誇りを醸成します。 

★ 地域の協力のもと、地域に埋もれている文化財の調査を進め、先人達が残した貴重な文化

財を後世に引き継ぎます。 

★ 文化財に関する資料、公文書や古文書などの歴史資料や情報を、市民がより利用しやすく

なるよう収集・公開に努めます。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 後世に伝えたい歴史文化や伝統が継承されていると思っている人の割合   

現状値 57.8%（R元） → 目標値 62%（R7） 

★ 子どもと一緒に地域の伝統行事に参加したことがある人の割合    

現状値 65.3%（R元） → 目標値 73%（R7） 

 

ウ 倉敷の魅力を発信し、受入環境を整備して交流人口の増大を図る [2-8、74頁]  

   

   

【基本方針】 

★ 多様な情報媒体を効果的に活用し、市の魅力を国内外へ積極的に情報発信します。 

★ 市全域にひろがる日本遺産の物語も活用し、二次交通の充実など、周遊性を高める観光イ

ンフラの整備を推進します。 

★ 多様化する観光客のニーズや特性を捉え、様々な観点からの観光資源の創出や観光イベン

トの魅力向上を図り、観光客の増加をめざします。 

★ 高梁川流域圏の観光力の強化を図るとともに、新たな地域との連携など更なる広域連携の

推進により、周遊性を高めます。 
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★ コンベンション、芸術文化、スポーツなどのイベントを活用した誘客や、オンラインなど

も含めた国内外の旅行博や商談会への出展等による誘致活動の強化を図ります。また、コ

ロナ禍においては県内・近県へのプロモーションを強化するとともに、収束後の外国人観

光客の誘客に向け、東アジアやヨーロッパ圏などの現地での情報発信を強化します。 

★ 観光客のニーズや特性を踏まえ、災害時の安全確保や多言語対応、新しい生活様式への対

応など、外国人を含めた観光客の受入体制の充実を図ります。 

★ 活力あふれ、持続可能なまちづくりを実現するため、移住定住を促進します。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 市内主要観光地の観光客数（千人／年）  

現状値 5,214千人（R元） → 目標値 5,800千人（R7） 

★ 市内宿泊客数（千人／年）  

現状値 949千人（R元） → 目標値 1,100千人（R7） 

★ シティセールス・観光・日本遺産関連ウェブサイトへの年間訪問回数 

（年間セッション数）と、シティセールス・観光関連フェイスブックの 

投稿が届いた年間人数（年間リーチ数）の合計   

現状値 4,340,259（R元） → 目標値 4,578,000（R7） 

★ シティセールスに関するタグ付けをされている投稿回数  

現状値 9,200回（R元） → 目標値 33,200回（R7）（R3－R7の５か年累計） 

★ 移住促進施策を通じた移住世帯数 

現状値 16世帯（R元） → 目標値 120世帯（R7）（R3－R7の５か年累計） 

 

エ 歴史的・魅力的な景観の形成を推進する  [3-11、98頁]  

    

  

【基本方針】 

★ 伝統的建造物群保存地区などの建物の保存や修理などへの支援を継続して行うとともに、

市民の意識を高めて、歴史ある町並みや景観の保存に努めます。 

★ 景観づくりに関する市民や事業者の参加意識の醸成を図り、市民団体の活動を支援すると

ともに、空き家などの活用も含めた景観保全を進めます。 

★ 本市のこれまで培ってきた自然、歴史・文化、市街地などに区分した類型別の方針のも

と、地域それぞれの貴重な景観資源を守り、地域の特性を生かした良好な景観形成を推進

します。 
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【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

    ★ 歴史的・魅力的な景観が保全されていると感じている人の割合 

現状値 48.8%（R元） → 目標値 53%（R7） 

★ 倉敷市の景観が良くなったと感じている人の割合 

現状値 35.8%（R元） → 目標値 42%（R7） 

★ 倉敷市の景観を良くする取組に関わりたいと思う人の割合  

現状値 44.1%（R元） → 目標値 50%（R7） 
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基本目標③ 安心して働ける場をつくり、多様な人材の活躍を推進する                

ア その人らしさが尊重され、多様な価値観や生き方を認め合い、人権が守られる社会を 

つくる 

イ 一人ひとりが生涯を通じて行う学びを支援するとともに、その学びによる地域の活性化

を推進する 

ウ 家庭や仕事と生活の調和がとれるよう支援する 

エ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて縮小した経済を早期に復興するため、産業競

争力の強化と地場産業の振興、雇用の確保・充実を図る 

オ 商業振興による地域の活性化を図るとともに、新分野への進出・起業がしやすい環境を

整える 

カ 活力ある農業や漁業を守り、豊かな資源を次世代に継承する 

キ 障がい者が社会参加でき、住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる生活を支援す  

る 

 ク 高齢者の学びや活躍の場を充実する 

 

〈数値目標〉 

 

■市内従業者数の総数 

令和元（2019）年：    人 ⇒ 令和6（2024）年：    人 

※経済センサスによる指標。令和2年12月下旬に出る現状値を踏まえ、目標値を設定予定のため、現在は空欄 

 

ア その人らしさが尊重され、多様な価値観や生き方を認め合い、             

  人権が守られる社会をつくる [1-1、40頁]  

   

   

【基本方針】 

★ だれもが互いに人権を尊重しつつ、家庭や社会において責任も分かち合い、性別にかかわ

らず、個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の更なる実現をめざし

ます。 

★ 国際交流事業の継続と拡充により、互いの文化や習慣の相互理解をめざすとともに、多言

語による情報発信や相談体制の充実を図り、在住外国人が地域社会で参画・活躍できる多

文化共生のまちづくりを進めます。 
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【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しない人の割合   

現状値 51.6%（R元） → 目標値 63%（R7） 

★ 地域社会の一員として生活できていると感じている外国人の割合   

現状値 43.0%（R元） → 目標値 50%（R7） 

 

 

イ 一人一人が生涯を通じて行う学びを支援するとともに、                

  その学びによる地域の活性化を推進する [1-9、56頁]  

    

  

【基本方針】 

★ 長期ひきこもりなど社会的に孤立し、自立に困難を抱えている若者などへの学習機会を提

供して、関係機関と連携して支援し、社会参加や就労につなげていきます。 

★ 大学などの高等教育機関や企業、また市や公的機関などの連携により、様々な専門的な分

野において、気軽な学びの機会を提供し、積極的な情報発信を行うとともに、地元大学等

の更なる活性化を図ります。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ） 

★ 倉敷市役所でのインターンシップ受入人数 

現状値 47人（R元） → 目標値 62人（R7） 

 

 

ウ 家庭や仕事と生活の調和がとれるよう支援する [2-4、66頁]  

   

   

【基本方針】 

★ 女性をはじめとした多様な人材が、自分の意志で生き方を選択し社会のあらゆる分野に参

画し活躍していくために、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現した社

会をめざします。  

★ 働く人と企業の双方に理解を深めるための情報発信や啓発を推進するとともに、児童・生
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徒に対して働き方についての意識醸成を図る教育を行い、仕事と生活の調和を考慮した働

き方改革への理解を深めます。 

★ 就労時間や就労場所に柔軟に対応できる労働環境、多様な就労形態を選択できる環境の整

備を促進します。 

★ ハラスメントやLGBT・障がい者・外国人に対する不当な差別の防止など、働く場での人権

問題に対して一層の啓発を図るとともに、積極的に改善に取り組む企業を支援します。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ） 

★ 自分や家庭の事情に合った働き方ができていると思っている人の割合 

現状値 73.2%（R元） → 目標値 82%（R7） 

★ 余暇時間を有意義に過ごすことができていると思っている人の割合 

現状値 60.6%（R元） → 目標値 65%（R7） 

★ 働いている職場が、子育てに対する理解があると思っている人の割合 

現状値 66.1%（R元） → 目標値 70%（R7） 

 

 

エ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて縮小した経済を早期に復興するため、     

  産業競争力の強化と地場産業の振興、雇用の確保・充実を図る [2-5、68頁]  

      

【基本方針】 

★ 国・県・民と連携して、水島コンビナートの重要な物流拠点であり、中四国を中心とした

西日本の物流のハブとなる水島港の整備を促進し、競争力強化を図ります。 

★ 水島コンビナートの高効率化、高付加価値化、脱炭素化を進めるとともに、企業の研究開

発や新規事業創出に向けた取組などを支援し、アジア有数の競争力を持つコンビナートと

しての持続的発展をめざします。 

★ 次世代産業技術を学ぶ人材が活躍できるよう、イノベーション分野を含めた、地域への経

済波及効果の高い企業の誘致・育成に取り組み、持続的な産業力の強化を進めます。 

★ 繊維などの地場産業や、伝統分野における技術を継承するため、地域資源の魅力発信を行う

とともに商品開発や販路開拓を支援し、競争力を強化することで次世代の人材確保に努め

ます。 

★ 市の経済と雇用の基盤を支える中小企業・小規模事業者の持続的発展に向けた経営体質の

健全化、経営基盤の強化、競争力強化、事業承継などの取組を支援します。 
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★ 中小企業・小規模事業者について、危機発生時の事業継続の取組を支援します。 

★ 労働力人口の減少が進むなか、就労意欲と能力を持つ人材の就労促進、潜在的労働力の確

保を進め、雇用の確保・創出による労働力の安定を図ります。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 自分の仕事にやりがいを感じている人の割合 

現状値 69.3%（R元） → 目標値 75%（R7） 

★ 市内製造業粗付加価値額 

現状値 6,420億円（H30）→ 目標値 6,495億円（R6） 

★ 市内高等教育機関（大学・短期大学等）卒業生の市内就職率 

現状値 21.9%（R元） → 目標値 24%（R7） 

★ 市内情報通信業売上 

現状値 89.2億円（H28） → 目標値 108.5億円（R3） 

 

 

 

オ 商業振興による地域の活性化を図るとともに、                    

  新分野への進出・起業がしやすい環境を整える [2-6、70頁]  

   

   

【基本方針】 

★ 市中心部において、JR倉敷駅を中心とした南北の回遊性向上による一体化を促進し、更な

る賑わいと活力の創出を図ります。 

★ 地域の消費や雇用を支えるとともに、まちの拠点や地域コミュニティ形成として重要な商

店街の活性化を図ります。 

★ 経済情勢や社会情勢を踏まえ、感染症などの新たな課題に対応し、事業者が自らの強みを

生かしていく多種多様な取組を支援します。 

★ 起業を地域経済の活性化にとって重要な経済活動と捉え、起業を志す人を継続して支援

し、起業機運を醸成します。 

★ 次代の先端技術や地域資源・特産品の活用、農商工連携の促進などにより、新商品・新技

術の開発につなげ、新たなビジネスの創出を図ります。 
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【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 商店街の休日一日当たりの歩行者・自転車通行量 

現状値 40,129人（R元） → 目標値 43,000人（R7） 

★ 創業サポートセンターを活用した創業件数 

現状値 353件（R元） → 目標値 375件（R7） 

★ 商業年間商品販売額   

現状値  1,047,738百万円（H28） → 目標値 1,100,125百万円（R3） 

 

カ 活力ある農業や漁業を守り、豊かな資源を次世代に継承する [2-7、72頁]  

  

    

【基本方針】 

★ 農業が魅力とやりがいのあるものとなるよう、生産基盤の拡充を図り、担い手の確保・育

成に努めて、効率的かつ安定的な農業経営の育成を図ります。 

★ 農地を維持しつつ地域農業の持続的発展を図るため、農地の集積・集約化を進めます。 

★ 水田の効率的活用や高収益作物への転換を図るとともに、６次産業化への支援などによ

り、農業所得向上につなげます。 

★ 農産物の供給力を強化するとともに品質を均等に高める取組を進め、市特産の農産物のブ

ランド力の維持・強化を図ります。 

★ 消費者が地元農林水産物を消費できる機会を増やし、地産地消に対する市民の理解を深め

て、消費拡大を図ります。 

★ つくり育てる漁業を推進し、水産資源の維持・増大に努めるとともに、新規就業者の確保

と漁業施設の近代化を図り、漁獲物の商品価値向上と漁業経営の安定化をめざします。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 新規就農者数 

現状値 15人（R元） → 目標値 60人（R7）（R3－R7の５か年累計） 

★ 担い手の農地利用集積率 

現状値 21.3%（R元） → 目標値 32.1%（R7） 

★ 漁業所得 

現状値 405万円（R元） → 目標値 453万円（R7） 
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キ 障がい者が社会参加でき、住み慣れた地域で安心して                 

  暮らすことのできる生活を支援する [4-4、110頁]  

      

【基本方針】 

★ 一般就労が困難な障がい者にとって、重要な役割を担っている福祉的就労を行う事業所・

作業所への支援を強化し、職業訓練に関する情報提供を充実させるなど、障がい者の就労

訓練の場の充実を図ります。 

★ 障がい者が障がいの状況に応じた多様な形態での勤務ができるよう、企業や事業所に一層

の理解・協力を求めるなど、障がい者の就労定着をめざします。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 社会参加できていると思う障がい者の割合 

   現状値 22.3%（H30） → 目標値 27%（R7） 

★ 一般企業の障がい者雇用率   

現状値 2.77%（R元） → 目標値 2.87%（R7） 

 

ク 高齢者の学びや活躍の場を充実する [4-8、118頁]  

    

  

【基本方針】 

★ 高齢者が気軽に集い、仲間との出会い、交流の機会や異世代との交流が図られるよう、ふ

れあいの場の更なる推進によって、高齢者の孤独感や閉じこもりの解消に努めます。 

★ 社会活動や地域活動、就業活動への参加を促進し、高齢者の活躍の場を広げる取組を充実

します。 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ シルバー人材センター会員数   

現状値 1,529人（R元） → 目標値 1,750人（R7） 

★ 社会参加（※）している高齢者の割合 

※社会参加の例…ボランティア、スポーツや趣味、グループ、学習活動、 

ふれあいサロンなど通いの場、老人クラブ、町内会・自治会、仕事など 

現状値 30.3%（R元） → 目標値 60%（R7） 
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基本目標④ 地域をつなぎ、安心して暮らせる持続可能なまちづくりを進める      

 

ア スポーツ活動を推進する 

イ 地域の環境と経済・社会が調和した、持続可能なまちづくりを推進する 

ウ 防災・減災意識を高め、災害に強いまちをつくる 

エ 各地域・地区の中心部の利便性が向上するまちづくりを推進する 

オ 地域の特色が生かされ、だれもが住みやすい生活を支援する 

カ だれもが取り組める健康づくりを支援する 

キ だれもが安心して利用することができる救急・医療環境を整える 

ク 障がい者が社会参加でき、住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる生活を支援す

る（再掲） 

ケ 高齢者が住み慣れた家庭や地域で安心して暮らすことのできる環境を整える 

コ 市民自らが、地域の課題を解決できるように支援する 

サ ボランティア・ＮＰＯなどの自律的かつ公益的な活動を促進する 

シ 市民・企業・団体等と一体となってＳＤＧｓの取組を推進する 

 

〈数値目標〉 

 

  ■市の人口（12月末） 

令和元（2019）年：482,250人 ⇒ 令和7（2025）年：480,000人程度 

 

 

ア スポーツ活動を推進する [2-3、64頁]  

   

   

【基本方針】 

★ 市民のだれもが、体力や年齢などに応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに

親しむことができる生涯スポーツ社会の実現をめざします。 

★ スポーツを通じて、人と人、地域と地域の交流を促進し、活力ある絆の強い地域社会の実

現と地域経済の活性化につなげます。 

★ 施設の長寿命化などにより、だれもが身近に、気軽に、そして安全にスポーツに親しむこ

とができる環境整備を図ります。 
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【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 週１回以上スポーツをしている成人の割合 

現状値 42.9%（R元） → 目標値 50%（R7） 

★ 倉敷市スポーツ情報サイト「Kurashiki Sports Navi」の閲覧数（件／年度） 

現状値 438,581件（R元） → 目標値 700,000件（R7） 

 

 

イ 地域の環境と経済・社会が調和した、持続可能なまちづくりを推進する [3-1、78頁]  

 

     

【基本方針】 

★ 自然とふれあえる場を整え、機会を提供するなど、自然とのふれあいを促進するととも

に、多くの市民が身近なところで、環境学習や環境活動の場や機会が得られるよう充実

を図ります。 

★  まちの緑化を推進し、潤いと安らぎのある生活空間の充実を図ります。 

★ 環境を良くすることが経済・社会を発展させ、地域が活性化することによって環境も良

くなるといった環境と経済・社会の好循環の創出に努めます。 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 環境学習満足度 

現状値 88.9%（R元） → 目標値 90.5%（R7） 

   ★ 身近なところで、生き物（動物、昆虫や植物など）にふれあえる場や機会 

（イベントを含む）があると思う人の割合 

 現状値 32.8%（R元） → 目標値 38%（R7） 

   ★ 身近な地域の緑の量が多いと感じている人の割合 

      現状値 35.1%（R元） → 目標値 37.1%（R7） 
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ウ 防災・減災意識を高め、災害に強いまちをつくる [3-5、86頁]  

  

    

【基本方針】 

★ 平成30年7月豪雨災害からの一日も早い復興に取り組むとともに、災害での経験を踏ま

え、行政と市民、企業などが連携して、将来の災害に備えるための防災・減災対策に努

め、市全体の防災力の向上をめざします。 

★ 国や県と連携し、河川や水路及び排水機場の改修や急傾斜地の対策を行うとともに、総合

的な浸水対策を推進し、避難場所となる公共施設の防災機能の充実、無電柱化の推進、公

共施設や住宅等建築物及び大規模盛土造成地の耐震化の推進など、災害に強いまちづくり

を進めます。 

★ 消防体制や、備蓄・配送などの防災拠点の充実を図ることで、災害発生時の的確で迅速な

対応をめざし、市民が安心して住み続けられるまちづくりを進めます。 

★ 「自助」「共助」「公助」の防災理念のもと、防災訓練や防災教育などを通じて、市民の更

なる防災・減災意識や知識の向上を図ります。 

市民一人ひとりが災害に備え、まずは自分の命を守る「自助」の意識を高めるとともに、   

近隣や地域において市民が助け合い、かつ、支え合う「共助」の取組に参加します。 

★ 市民に防災情報を迅速かつ的確に知らせるとともに、災害時の情報を集約して的確な判断

ができるように災害対応機能の充実強化を図り、防災力の向上をめざします。 

★ 災害時における鉄道輸送の経路を維持することで、安全・安心に人や物が輸送できるまち

をめざします。 

★ 新たな感染症や、大規模災害などの緊急時に市民の健康被害が最小限に抑えられるよう、健

康危機管理体制の強化を図ります。 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 自主防災組織カバー率   

現状値 73.3%（R元） → 目標値 90%（R7） 

★ 地区防災計画の取組件数   

現状値 14件（R元） → 目標値 150件（R7） 

★ 災害発生時のために、日頃から家族で備えをしている人の割合   

   現状値 58.3%（R元） → 目標値 90%（R7） 

★ 防災訓練や防災教育の実施件数 

   現状値 109件（R元） → 目標値 300件 (R7) 
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エ 各地域・地区の中心部の利便性が向上するまちづくりを推進する [3-8、92頁]  

   

   

【基本方針】 

★ 各地域・地区の拠点の役割に応じた都市機能の集積強化や官民連携での土地の有効活用な

どを図ることにより、暮らしを支え、活気を生み出す魅力的な市街地を形成します。 

★ 国道２号や主要地方道、都市計画道路などの幹線道路網の整備を進め、拠点間相互の連携

により、まち全体としての総合力を強化します。 

★ 市中心部の都市基盤整備を推進するとともに、地域の実情に応じた市街地整備を図りま

す。また、まちなかを車中心からひと中心の魅力ある空間へと転換していきます。 

★ 倉敷駅付近の鉄道を連続して高架化し、交通円滑化を図るとともに、安全性や防災性の向

上、市街地の分断解消を図ることにより、市中心部の拠点性を高めます。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 倉敷駅を中心とする中心市街地における歩行者・自転車通行量   

現状値 116,656人（R元） → 目標値 124,000人（R7） 

★ 自分の住んでいる地域に魅力があると感じている人の割合 

現状値 35.2%（R元） → 目標値 49%（R7） 

 

オ 地域の特色が生かされ、だれもが住みやすい生活を支援する [3-10、96頁]  

    

  

【基本方針】 

★ 市内全域での活性化を推進するため、まちづくりに取り組む組織への支援を行い、各地域

の個性や魅力、資源などを生かしつつ、それぞれの実情に応じたまちづくりを進めます。 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 現在住んでいるところが住みやすいと感じている人の割合 

現状値 57.5%（R元） → 目標値 64%（R7） 

★ 地域の歴史やまちづくりに関心をもっている人の割合   

現状値 33.9%（R元） → 目標値 48%（R7） 
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カ だれもが取り組める健康づくりを支援する [4-1、104頁]  

  

    

【基本方針】 

★ 広報活動の強化や未受診者への働きかけなどにより、各種健康診査の充実や、受診の重要

性の周知徹底を図り、健康管理の支援によって、市民の生活習慣の見直しや病気の早期発

見と治療、健康寿命の延伸につなげます。 

★ 新たな感染症の出現やその感染症に対する新たな予防法など、的確な情報が効果的に提供

できる体制づくりを進め、予防接種の勧奨なども含めた感染症予防の普及啓発によって、

予防対策を進めます。 

★ 健康づくりボランティアの地域での活動支援や、企業との協働による職場での健康づくり

の支援によって、生活習慣病に関する知識の普及啓発や健康教育、健康づくり活動の機会

を充実し、市民一人ひとりの主体的な健康づくりを促進します。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

   ★ 健康寿命 

現状値 男性79.9歳 女性83.9歳（R元） → 目標値 現状より延伸（R7） 

 

キ だれもが安心して利用することができる救急・医療環境を整える [4-3、108頁]  

   

   

【基本方針】  

★ 新たな感染症や大規模災害などの非常時に備えて健康危機管理体制の強化を図り、平常時

から自分の健康を守るための意識啓発を行うとともに、適切な受診行動につながるよう正

確な情報の発信・伝達に努めます。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 身近にかかりつけ医がいる人の割合   

現状値 70.3%（R元） → 目標値 75%（R7） 
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ク 障がい者が社会参加でき、住み慣れた地域で安心して                 

  暮らすことのできる生活を支援する（再掲） [4-4、110頁]  

      

【基本方針】 

★ 障がい者やその養護者への理解を広げる周知・啓発活動に努めるとともに、障がい者への

虐待防止、養護者に対する相談支援体制を強化し、全ての障がい者が人権を護られ、安心

して暮らすことのできるまちをめざします。 

★ 医療機関や入所施設から地域生活への移行を促進するために、居宅介護の支援や、生活の

場のひとつとして有効なサービスであるグループホームの充実を図るなど、希望する障が

い者が地域で生活できる環境づくりを進めます。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 障がい福祉サービスにより地域全体で支えられていると思っている障がい者や 

家族の割合   

現状値 22.5%（H30） → 目標値 27%（R7） 

 

ケ 高齢者が住み慣れた家庭や地域で安心して暮らすことのできる             

  環境を整える [4-6、114頁]  

   

   

【基本方針】 

★ 高齢者の実態を把握し、専門的な介護予防プログラムの実施や地域での介護予防の普及啓

発を図り、一人ひとりの高齢者の心身の状態や生活環境などに応じた総合的な介護予防を

推進します。 

★ 認知症に対する理解の促進や予防・早期発見のための知識の普及を図るとともに、認知症

早期から本人や家族を支援するなどサポート体制の整備を進め、認知症のある人が地域で

安心して幸せに暮らせることをめざします。 

★ 地域で暮らす高齢者への支援を強化し、市民、団体などの協力のもと、地域全体で高齢者

を見守り支えるネットワークを構築します。  

★ 在宅医療・介護の連携強化を図り、高齢者が住み慣れた地域で安心して医療や介護を受け

られる環境づくりを進めます。  
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【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 高齢者支援センターの相談件数   

現状値 101,230件（R元） → 目標値 102,500件（R7） 

★ 認知症サポーター養成講座受講者数   

現状値 3,723人（R元） → 目標値 4,000人（R7） 

 

 

コ 市民自らが、地域の課題を解決できるように支援する [5-1、122頁]  

  

    

【基本方針】 

★ 地域の活動主体であるコミュニティの意見を把握してニーズにあった支援を行い、地域の

つながりを維持して支え合いによる安全・安心な暮らしを守ります。 

★ コミュニティ活動の情報を発信するとともに、コミュニティ意識の高揚に努め、若い世代

をはじめとした、さまざまな世代の人が気軽に地域の輪に入っていける地域づくりを進め

ます。 

★ コミュニティ間の情報交換を行うなど、相互に連携する機会の創出に努め、ネットワーク

を構築してコミュニティ活動の一層の拡大を支援します。 

★ 市民自らが主体的に地域の課題解決に取り組むコミュニティ活動に対する支援や、コミュ

ニティ活動の拠点となる施設や設備に対する支援を続けます。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 地域やコミュニティの中で、困っているときに相談できる人がいると思っている 

人の割合 

現状値 48.4％（R元） → 目標値 55％（R7） 

★ 地域の課題に対して、自分たちでできることは地域コミュニティで解決しようと 

考えている人の割合 

現状値 52.3％（R元） → 目標値 60％（R7） 
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サ ボランティア・ ＮＰＯなどの自律的かつ公益的な活動を促進する [5-2、124頁]  

    

  

【基本方針】 

★ 人材確保と育成のための研修の充実など、組織的な基盤強化に向けた支援の仕組みづくり

を進め、市民活動団体が自立的に安定して活動を継続できるよう努めます。 

★ 公益的な事業に取り組む団体の活動基盤の強化に向けての支援や、大学や企業なども含

め、市民活動団体や個人が、容易に情報共有や連携が行える環境整備を促進します。 

★ ボランティア・ＮＰＯ活動参加への気運を盛り上げ、市民活動団体や個人がその特性を生

かした、さまざまなまちづくりの活動に取り組むきっかけづくりを進めます。 

★ 市役所での市民協働の推進体制を整えることで、ボランティアやＮＰＯなどと行政が共に

公共的な役割を担う「支え合いと活気のある社会」の実現をめざします。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

★ 市民活動団体と協働で実施された事業数 

現状値 調査後設定（R元） → 目標値 調査後設定（R7） 

★ 地域の課題を解決するためには、ボランティア・ＮＰＯの市民活動が必要だと 

考えている人の割合 

現状値 46.0％（R元） → 目標値 55％（R7） 

 

 

シ 市民・企業・団体等と一体となってＳＤＧｓの取組を推進する [5-7、134頁]  

  

    

【基本方針】 

★ 研修や講演会等を通じて、ＳＤＧｓの理解促進に努めるとともに、ＳＤＧｓに取り組む団

体・企業などの活動状況を紹介し、団体間の交流を促進するなど、ＳＤＧｓ推進の機運の

醸成を図ります。 

★ 倉敷子どもサミットなどの機会を通じて、子どもたちが、「倉敷宣言」にも記されてい

る、質の高い教育を世界のだれもが受けることの大切さを学び、ＳＤＧｓへの理解につな

がるよう、取組を推進します。 
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★ 地域の課題を解決し、まちづくりの様々な施策を効果的に進めるため、市民協働、官民連

携において、ＳＤＧｓを共通言語として取組の目的の明確化や相互理解につなげます。 

★ 高梁川の恵みを共有する自治体間の連携により、圏域全体の経済成長や生活サービスの向

上などに取り組み、将来にわたって安心・快適に生活できる持続可能な圏域づくりを進め

ます。 

 

【重要業績評価指標】（ＫＰＩ）  

   ★ くらしきＳＤＧｓパートナー（仮称）の登録数  

     現状値  今後取組予定 → 目標値 開始後設定（R7） 
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資料編 

 

 

 

 

  

１ まちづくり指標実績値算出方法 

２ ＳＤＧｓとの関連性 
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1 まちづくり指標実績値算出方法 
 

 項目 めざすまちの姿 まちづくり指標 

１ 

子
ど
も
・
子
育
て
・
教
育 

〈 
慈

い
つ
く
し
む 

〉 

1-1 

だれもがその人らしさ（個

性）を尊重され、幸せに暮

らしていくことができて

いる 

日々の生活の中で、身の回りの人権が大切にされていると思う人の割合 

「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しない人の割合 

地域社会の一員として生活できていると感じている外国人の割合 

1-2 
人の痛みを、子どもたちが

実感としてわかっている  

小学校での 1,000 人当たりのいじめの認知件数 

中学校での 1,000 人当たりのいじめの認知件数 

小学校での不登校児童出現率 

中学校での不登校生徒出現率 

1-3 

教員の資質が保たれ、教員

と子どもが心豊かな人間

関係を築き、学校教育が充

実している 

「子どもの学校での教育がしっかりできている」と感じている人の割合 

困った時、悩みがある時に相談する人がいると答えた子どもの割合 

学校が楽しいと思う子どもの割合 

小中学校のトイレの洋式化率 

学校給食調理場施設のドライ方式の割合 

1-4 

子どもたちが自然にふれ

ながら、健やかに育ってい

る 

自然にふれたり、学んだりする活動に参加している子どもの数 

自然の中で遊ぶことが楽しいと思っている子どもの割合 

1-5 
安心できる環境のもとで

出産・子育てができている 

身近に子育ての相談ができるところがあると思っている人の割合 

【就学前児童の保護者】 

身近に子育ての相談ができるところがあると思っている人の割合 

【小学生の保護者】 

子育てを家族で協力して行っている人の割合 

【就学前児童の保護者】 

子育てを家族で協力して行っている人の割合 

【小学生の保護者】 

倉敷結婚相談所を通じた結婚成立数 

1-6 

仕事と家庭の両立ができ、

親が子どもとふれあう時

間を持つことができてい

る 

保育所等の待機児童数 

これまで育児休業を取得したことがある人の割合 

【就学前児童の父親】 

これまで育児休業を取得したことがある人の割合 

【就学前児童の母親】 

1-7 

学校・園、地域、家庭が連

携して、子どもたちが困窮

することなく、安心して学

び、成長できる環境となっ

ている 

様々な場面で困った時に相談できる相手がいる保護者の割合 

【就学前児童の保護者】 

様々な場面で困った時に相談できる相手がいる保護者の割合 

【小学生の保護者】 

学校・家庭・地域が連携した事業に参加した子どもの数 
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算出方法（定義づけ） 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で「日々の生活の中で、身の回りの人権が大切にされていると思いますか」という設問に

対して、『そう思う』『どちらかというとそう思う』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、『男は仕事、女は家庭』という考え方についてどう思いますか」という設問に対して、

『同感しない』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市内在住の外国人を対象としたアンケート調査で、「地域の行事に参加していますか」という設問に対して、『参加している』『たま

に参加している』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

いじめの認知件数／倉敷市の小学校児童数×1,000 
注：いじめの重大事態例の多くが「冷やかし」「からかい」等の日

常的衝突から発展しており、軽微なものを含めて、「早期発見・

早期対応」に努めている。文部科学省では認知件数が多いこと

は教職員の目が行き届いているあかしと考えている。 
いじめの認知件数／倉敷市の中学校生徒数×1,000 

不登校による欠席が年間 30 日以上の児童数／倉敷市の小学校児童数×100 

不登校による欠席が年間 30 日以上の生徒数／倉敷市の中学校生徒数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）における属性で、小学生・中学生を持つ人で、「子どもの学校での教育がしっかりできてい

ると感じていますか」という設問に対して、『感じている』『どちらかというと感じている』と回答した人の数／アンケート回答者

のうち小学生・中学生を持つ人の総数×100 

小学生・中学生の児童生徒対象のアンケート調査で、「困った時、悩みがある時に相談する人がいますか」という設問に対して、『い

る』と回答した小学生・中学生の数／アンケート回答者総数×100 

小学生・中学生の児童生徒対象のアンケート調査で、「学校は楽しいですか」という設問に対して、『とても楽しい』『まあまあ楽し

い』と回答した小学生・中学生の数／アンケート回答者総数×100 

市内小中学校のトイレのうち、洋式便器の数／大便器の総数 

ドライ方式給食調理場での調理食数／市内学校給食調理場の総調理食数×100 

少年自然の家の利用者（乳幼児・小中学生）、自然史博物館主催の自然観察会や講座、冒険遊び場、水辺教室、海辺教室、こどもエ

コライフチャレンジ、環境学習センター主催の講座への参加児童生徒数 

小学生・中学生の児童生徒対象のアンケート調査で、「自然の中で遊ぶことを楽しいと思いますか」という設問に対して、『とても

そう思う』『そう思う』と回答した小学生・中学生の数／アンケート回答者総数×100 

就学前児童を持つ保護者へのアンケート調査（倉敷子ども未来プランアンケート）で、「身近に子育ての相談ができるところがあり

ますか」という設問に対して『ある』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

小学生を持つ保護者へのアンケート調査（倉敷子ども未来プランアンケート）で、「身近に子育ての相談ができるところがあります

か」という設問に対して『ある』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

就学前児童を持つ保護者へのアンケート調査（倉敷子ども未来プランアンケート）で、「家族で協力して子育てをしていますか」と

いう設問に対して、『十分協力している』『まあまあ協力している』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

小学生を持つ保護者へのアンケート調査（倉敷子ども未来プランアンケート）で、「家族で協力して子育てをしていますか」という

設問に対して、『十分協力している』『まあまあ協力している』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市で集計 

市で集計 

就学前児童を持つ保護者へのアンケート

調査（倉敷子ども未来プランアンケート）

で、「封筒のあて名のお子さんについて、

母親、父親がこれまでに育児休業を取得

したことがありますか」という設問に対

して、 

父親が『現在育児休業中』『取得したことがある』と答えた人の数／アンケート回答者

のうち父親が『現在育児休業中』『取得したことがある』『勤め先に育児休業制度はある

が取得したことはない』と回答した人の数×100 

母親が『現在育児休業中』『取得したことがある』と答えた人の数／アンケート回答者

のうち母親が『現在育児休業中』『取得したことがある』『勤め先に育児休業制度はある

が取得したことはない』と回答した人の数×100 

就学前児童を持つ保護者へのアンケート調査（倉敷子ども未来プランアンケート）で、「封筒のあて名のお子さんについて、あなた

は、様々な場面で困った時に相談できる相手がいますか」という設問に対し、『いる』と回答した人の数／アンケート回答者数×100 

小学生を持つ保護者へのアンケート調査（倉敷子ども未来プランアンケート）で、「封筒のあて名のお子さんについて、あなたは、

様々な場面で困った時に相談できる相手がいますか」という設問に対し、『いる』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

放課後子ども教室へ参加した子どもの数 
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 項目 めざすまちの姿 まちづくり指標 

１ 

子
ど
も
・
子
育
て
・
教
育 

〈 

慈
い
つ
く
し
む 

〉 

1-7 

学校・園、地域、家庭が連

携して、子どもたちが困窮

することなく、安心して学

び、成長できる環境となっ

ている 

地域の人に支えてもらって子育てをしていると思う人の割合 

【就学前児童の保護者】 

地域の人に支えてもらって子育てをしていると思う人の割合 

【小学生の保護者】 

子どもと将来の夢や目標について家庭で話をする小学生の保護者の割合 

1-8 

障がいの有無にかかわら

ず、等しく保育・教育を受

けることができている 

特別支援教育・特別支援保育に関する学習会・研修会等への教職員や保育

職員の参加者数（人／年度） 

特別支援教育について理解が進んでいると思う人の割合 

1-9 

興味があることを、だれも

が、気軽に学ぶことができ

ている 

学校で活動している地域のボランティアの数 

自分が参加したいと思う講座や活動があると思う人の割合 

公民館、図書館で開催される生涯学習講座への参加者数（人／年度） 

倉敷市役所でのインターンシップ受入人数 

市民１人当たりの市立図書館の貸出数（点／年度) 

２ 
文
化
・
産
業 

〈 

紡
つ
む
ぐ 

〉 

2-1 

生活の中に個性的で魅力

的な文化芸術が息づいて

いる 

生活の中で文化的活動（鑑賞と実践のどちらでも可）を行っている人の割合  

文化施設の利用者数（人／年度） 

2-2 

世代を超えて受け継がれ

てきた歴史文化や伝統が

大切に継承され、輝いてい

る 

後世に伝えたい歴史文化や伝統が継承されていると思っている人の割合 

子どもと一緒に地域の伝統行事に参加したことがある人の割合 

2-3 

生活の中で、日常的かつ気

軽にスポーツに親しむこ

とができている 

週 1 回以上スポーツをしている成人の割合 

国民体育大会に出場する選手数（人／年） 

倉敷市スポーツ情報サイト「Kurashiki Sports Navi」の閲覧数（件／年度 ） 

2-4 

心に充足感やゆとりをも

ち、家庭と仕事の調和が

とれている 

自分や家庭の事情に合った働き方ができていると思っている人の割合 

余暇時間を有意義に過ごすことができていると思っている人の割合 

働いている職場が、子育てに対する理解があると思っている人の割合 

2-5 

産業競争力が高く、多様な

人材が働く機会に恵まれ、

将来の暮らしに希望を持

つことができている 

自分の仕事にやりがいを感じている人の割合 

市内製造業粗付加価値額 

市内高等教育機関（大学・短期大学等）卒業生の市内就職率 

市内情報通信業売上 
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算出方法（定義づけ） 

就学前児童を持つ保護者へのアンケート調査（倉敷子ども未来プランアンケート）で、「地域の人に支えてもらって子育てをしてい

ると思いますか」という設問に対して『そう思う』『どちらかというとそう思う』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

小学生を持つ保護者へのアンケート調査（倉敷子ども未来プランアンケート）で、「地域の人に支えてもらって子育てをしていると

思いますか」という設問に対して『そう思う』『どちらかというとそう思う』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

小学生を持つ保護者へのアンケート調査（倉敷子ども未来プランアンケート）で、「封筒のあて名のお子さんと将来の夢や目標につ

いて家庭で話をする」という設問に対し、『する』と回答した人の数／アンケート回答者数×100 

特別支援教育に関する学習会・研修会へ参加した教職員、特別支援保育研修会に参加した保育職員の数 

市民アンケート調査（まちづくり指標）における属性で、小学生・中学生がいる人で、「障がいのある幼児児童生徒を指導・支援する

特別支援教育について知っていますか」という設問に対して『知っている』と回答した人の数／アンケート回答者のうち小学生・中

学生がいる人の総数×100 

「地域連携による学校支援事業」と「放課後子ども教室推進事業」に参加したボランティアの延人数 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「公民館やライフパーク倉敷などに自分が参加したいと思う講座や活動がありますか」

という設問に対して、『十分ある』『まあまあある』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市民学習センター、公民館、図書館で開催される生涯学習講座受講者数 

市で集計 

図書の年間貸出点数／市の人口 ※図書（視聴覚・雑誌を含む）の年間貸出点数（団体を含む）とは、中央・水島・児島・玉島・船

穂・真備の図書館、移動図書館、公民館図書室、ライフパーク倉敷図書室の総貸出点数 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「生活の中で文化的活動（鑑賞と実践のどちらでも可）を行っていますか」という設問に

対して、『よく行っている』『ときどき行っている』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

倉敷市民会館、芸文館、児島文化センター、玉島文化センター、マービーふれあいセンターの利用者総数   

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「後世に伝えたいと思う歴史文化や伝統が継承されていると思いますか」という設問に

対して、『継承されていると思う』『いくらか継承されていると思う』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

就学前児童を持つ保護者、小学生を持つ保護者へのアンケート調査（倉敷子ども未来プランアンケート）で、「子どもと一緒に地域

の伝統行事に参加したことがありますか」という設問に対して『ある』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で「週 1 回以上スポーツ(※)をしていますか」という設問に対して、『している』と回答した

人の数／アンケート回答者総数×100 

（※）ウオーキングや体操等、健康・体力づくりのための運動を含む 

市で集計（年終了時） 

市で集計（年度終了時） 

市民アンケート調査（まちづくり指標）における属性で、仕事をしている人で、「自分や家庭の事情に合った働き方ができていますか」という設問

に対して、『できている』『どちらかというとできている』と回答した人の数／アンケート回答者のうち仕事をしている人の総数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で「余暇時間を有意義に過ごすことができていますか」という設問に対して、『できている』

『どちらかというとできている』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）における属性で、仕事をしている人で、「あなたの職場は、子育てに対する理解があると思いますか」とい

う設問に対して、『そう思う』『どちらかというとそう思う』と回答した人の数／アンケート回答者のうち仕事をしている人の総数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）における属性で、仕事をしている人で、「自分の仕事にやりがいを感じていますか」という設問に対し

て、『感じている』『どちらかというと感じている』と回答した人の数／アンケート回答者のうち仕事をしている人の総数×100 

工業統計調査による 

市内高等教育機関（大学・短期大学等）の卒業生のうち市内就職者数／卒業生の数 

経済センサス-活動調査による 
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 項目 めざすまちの姿 まちづくり指標 

２ 

文
化
・
産
業 

〈 

紡
つ
む
ぐ 

〉 

2-6 

商業の活性化が地域に活力

を生み、時代の流れに対応

したビジネスの創出や起業

が進んでいる 

商店街の休日一日当たりの歩行者・自転車通行量 

創業サポートセンターを活用した創業件数 

商業年間商品販売額 

2-7 

将来にわたり持続可能な魅

力ある農業や漁業が営まれ

ている 

新規就農者数 

担い手の農地利用集積率 

漁業所得 

2-8 

倉敷の魅力を国内外に PR

し、たくさんの人が訪れる

ようになっている 

市内主要観光地の観光客数（千人／年） 

市内宿泊客数（千人／年） 

シティセールス・観光・日本遺産関連ウェブサイトへの年間訪問回数（年

間セッション数）と、シティセールス・観光関連フェイスブックの投稿

が届いた年間人数（年間リーチ数）の合計 

シティセールスに関するタグ付けをされている投稿回数 

移住促進施策を通じた移住世帯数 

３ 

生
活
環
境
・
防
災
・
都
市
基
盤 

〈 

繋
つ
な
ぐ 

〉 

3-1 

自然環境が守られ、環境と

経済・社会とのバランスが

保たれている 

環境学習満足度 

身近なところで、生き物（動物、昆虫や植物など）にふれあえる場や機

会（イベントを含む）があると思う人の割合 

身近な地域の緑の量が多いと感じている人の割合 

3-2 

水と空気と大地がきれい

で、環境負荷の少ないまち

がつくられている 

大気環境基準達成率 

汚水処理人口普及率 

清掃活動に参加している人の割合 

3-3 

リデュース（ごみの発生抑

制）、リユース（再使用）、リ

サイクル（ごみの再生利用）

が徹底され、環境に配慮し

た循環型社会が形成されて

いる 

1 人 1 日当たりの家庭ごみ排出量 

事業ごみ（一般廃棄物）年間排出量 

リサイクル率 

3-4 

脱炭素社会の実現に向け、

だれもが地球温暖化対策を

推進している 

市全体から排出される温室効果ガスの削減割合（平成 25(2013)年度比） 

世帯当たりの温室効果ガス排出量／年 

太陽光発電システムの導入件数（10 ㎾未満） 

3-5 

行政と市民、企業などが連

携し、防災・減災対策や感染

症対策などを積極的に進め

るとともに、だれもが命を

守る意識を持っている 

自主防災組織カバー率 

地区防災計画の取組件数 

災害発生時のために、日頃から家族で備えをしている人の割合 

防災訓練や防災教育の実施件数 
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算出方法（定義づけ） 

倉敷市商店街等通行量調査（隔年実施）による 

※倉敷（調査地点 No14～No22）、児島（調査地点 No1～No14）、玉島、水島各地区の合計 

創業サポートセンター構成団体からの報告をもとに市で集計 

経済センサス-活動調査による（卸売業及び小売業の合計） 

毎年の新規就農者調べ（県依頼）による 

担い手の農地利用集積状況調査（農林水産省）に基づく認定農業者等担い手への農地利用集積率 

岡山県地域水産業再生委員会倉敷市地区部会が浜の活力再生プラン策定時に調査する漁業所得者の平均所得 

岡山県観光客動態調査での市内主要観光地の入り込み数（暦年） 

倉敷観光コンベンションビューロー加盟宿泊施設からの報告数 

シティセールスサイト「クラシキ文華」・倉敷観光 WEB・市日本遺産サイトへのユーザーの年間訪問回数（年間セッション数）と、

市公式フェイスブック・倉敷観光情報フェイスブックの投稿が届いた年間ユーザー人数（年間リーチ数）の合計 

市公式インスタグラムにおける、シティセールスに関するタグ付け（＃クラシキブンカなど）をされている投稿回数の累計 

お試し住宅利用者のうち、利用後のアンケート等で移住が確認できた世帯数、就労支援利用者で就労が決定した世帯数等の合計 

体験型講座、出前講座、施設見学の３区分の環境学習アンケートで、『楽しかった』『まあ楽しかった』または『分かりやすい』『まあ

分かりやすい』など、５項目のうち上位２項目を回答した人の割合を各区分で算出し、平均した値 

※１区分の満足度は、実施した講座（見学）ごとに満足度を算出し、それらを平均した値 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「お住まいの地域（地区）で、生き物（※動物、昆虫や植物など）にふれあえる場や機会（イベン

トを含む）があると思いますか」（※生き物は、ペットや庭木など、家庭内で飼育、植樹・栽培しているものを除く）という設問に対して、『そ

う思う』『どちらかというとそう思う』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100（現状値は市民モニターアンケートによる） 

市民アンケート調査で「あなたがお住いの身近な地域の緑の量についてどのように感じていますか」の設問に対して、『非常に多い』

『多い』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

基準値達成局数／有効測定局数（二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒子状物質、光化学オキシダント、二酸化窒素、微小粒子状物質、

ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、ダイオキシン類）×100 

（公共下水道処理区域内人口＋農業集落排水処理区域内人口＋浄化槽汚水処理人口）／住民基本台帳人口×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で「清掃活動に参加していますか」という設問に対して、『積極的にしている』『義務的にし

ている』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

家庭ごみ総排出量（集団回収量と資源ごみを除く家庭ごみの総排出量）／年度末人口／年度内日数 

市で集計 

総資源化量／ごみ総処理量×100 

総資源化量とは、資源ごみ量+使用済乾電池量+施設資源化量+集団回収量+小型家電回収量 

「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき毎年度公表する市全体からの温室効果ガス排出量で、（平成 25 年度の排出量-その

年の排出量）／平成 25 年度の排出量×100 ※3 年前の実績値となる（例）「H29」→H26 の実績値 

「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき毎年度公表する市全体からの温室効果ガス排出量より、家庭における温室効果ガス

排出量を算出 ※3 年前の実績値となる (例)「H29」→H26 の実績値 

市内の戸建住宅に導入された太陽光発電システムの件数（10kW 未満） 

自主防災組織の組織されている地域の世帯数／管内全世帯数×100 

自主防災組織等が地区防災計画の策定に着手している件数＋策定済の件数 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「災害発生時のために、日頃から家族で備えをしていますか」という設問に対して、『し

ている』『いくらかしている』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

自主防災組織等が実施した出前講座及び防災訓練等の件数 
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 項目 めざすまちの姿 まちづくり指標 

３ 

生
活
環
境
・
防
災
・
都
市
基
盤 

〈 

繋
つ
な
ぐ 

〉 

3-6 

常に安全でおいしい水が届

き、安心して暮らすことが

できている 

水道基幹管路の耐震適合率 

水道水を飲料水として直接飲んでいる人の割合（直接飲用率） 

残留塩素濃度のばらつき（標準偏差） 

3-7 

だれもが安全で快適に移動

できる道路環境となってい

る 

交通事故（人身）発生件数（年／件） 

歩道のバリアフリーが進んでいると思う人の割合 

3-8 

市中心部の拠点性が高まる

とともに、各地域・地区の中

心部の利便性が向上するま

ちづくりが行われている 

倉敷駅を中心とする中心市街地における歩行者・自転車通行量 

自分の住んでいる地域に魅力があると感じている人の割合 

3-9 

便利に公共交通が利用で

き、その周辺に住まいや生

活に必要な施設が集まって

いる 

水島臨海鉄道・井原鉄道・路線バス・コミュニティタクシーの年間利用者数 

交通弱者（移動手段がない人）が不便なく移動できていると思っている

人の割合 

3-10 

地域の特色が生かされ、自

然と調和した、だれもが住

みやすい生活環境となって

いる 

現在住んでいるところが住みやすいと感じている人の割合 

地域の歴史やまちづくりに関心をもっている人の割合 

身近な都市公園等に歩いて行ける地域の割合 

3-11 

先人から受け継いだ歴史

的・魅力的な景観が、市内各

地で守られている 

歴史的・魅力的な景観が保全されていると感じている人の割合 

倉敷市の景観が良くなったと感じている人の割合 

倉敷市の景観を良くする取組に関わりたいと思う人の割合 

3-12 
犯罪が少なく、安心して暮

らしている 

刑法犯認知件数 

法律相談や消費生活相談など、問題を相談できる市の窓口を知っている

人の割合 
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算出方法（定義づけ） 

（基幹管路のうち耐震適合性のある管路延長／基幹管路延長）×100 

水道展アンケート調査で、「ご家庭ではどのようにして水道水を飲んでいますか」という設問に対して、『そのまま飲んでいる』『冷やしたり、

沸騰させたりして飲んでいる』『お茶やコーヒーなどで飲んでいる』『浄水器を利用して飲んでいる』と回答した人の数／アンケート回答者総数

×100 

毎日検査で測定した残留塩素濃度の年間データから算出した標準偏差 ※注：数値が小さいほど毎日検査の対象となっている末端給

水栓の残留塩素濃度のばらつきがなく、一定の濃度範囲内になっていることを示す 

市町村別交通事故（人身）発生状況（岡山県警察本部交通部交通企画課） 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「市内の歩道のバリアフリーが進んでいると思いますか」という設問に対して、『思う』

と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

中心市街地エリア内 27 か所における、休日一日の午前 10 時から午後 6 時までの歩行者及び自転車通行量（人／日） 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「自分の住んでいる地域・地区（※）に魅力があると感じていますか」という設問に対し

て、『感じている』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

（※）「地域・地区」とは、倉敷・水島・児島・玉島・庄・茶屋町・船穂・真備の各地域・地区をさす 

①と②の合計 
①鉄道の年間利用者数：年間乗降客数÷2（乗って降りるため） 

②路線バス、コミュニティタクシーの年間利用者数 

「公共交通について」の市民モニターアンケートで、「過去３か月間の主な外出手段は」（※複数回答）という設問に対して、『市内

の鉄道、路線バス、コミュニティタクシー、介護・福祉タクシー、福祉有償運送の車両』と回答した人の数／アンケート回答者総数

×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「現在住んでいるところが住みやすいと感じていますか」という設問に対して、『感じ

ている』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「あなたの住んでいる地域の歴史やまちづくりに関心をもっていますか」という設問に

対して、『もっている』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

都市公園等（遊園・街区公園・近隣公園・地区公園・子ども広場）の各公園を中心とした半径 250ｍ（一般的な徒歩圏域）の円で囲

まれた区域の合計面積／工業専用地域を除く市街化区域の面積×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「市内では、歴史的・魅力的な景観が保全されていると感じていますか」という設問に対

して、『感じている』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「倉敷市のまちなみや自然の風景は、全般的にどうなったと感じますか」という設問に

対して、『良くなった』『少し良くなった』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 （現状値は市民モニターアンケートに

よる） 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「倉敷市の景観をより良くしていく取組に関わりたいと思いますか」という設問に対し

て、『積極的に関わりたい』『どちらかと言えば関わりたい』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 （現状値は市民モニ

ターアンケートによる） 

刑法犯認知件数（岡山県警察本部生活安全部生活安全企画課） 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「法律相談や消費生活相談など、問題を相談できる市の窓口を知っていますか」という

設問に対して、『知っている』『おおむね知っている』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 
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 項目 めざすまちの姿 まちづくり指標 

４ 

保
健
・
医
療
・
福
祉 

〈
結

む
す
ぶ

〉 

4-1 

だれもが自分の健康に関心

をもち、健康づくりに自ら

取り組んでいる 

健康寿命 【男性】 

健康寿命 【女性】 

1 回に 30 分以上運動する日が週 2 日以上ある人の割合 

国保特定健診受診率 

4-2 

豊かな自然の恵みにより食

べ物がおいしく、健全な食

生活が実現されている 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1 日 2 回以上食べている人の割合 

食品の安全性について十分な情報をもっている人の割合 

4-3 

市内のどこに住んでいて

も、だれもが安心して、医

療を受けられている 

身近にかかりつけ医がいる人の割合 

応急手当講習会（AED の使用を含む心肺蘇生法・止血法等）を受講した

人の割合 

4-4 

障がい者が積極的に社会参

加でき、地域の人と安心し

て共に暮らせるようになっ

ている 

障がい福祉サービスにより地域全体で支えられていると思っている障

がい者や家族の割合 

生活の場所に満足している障がい者の割合 

社会参加できていると思う障がい者の割合 

一般企業の障がい者雇用率 

4-5 

様々な事情により困窮して

いる人が、自立できるよう

地域で支え合っている 

倉敷市生活自立相談支援センターの新規相談受付件数 

倉敷市生活自立相談支援センターの就労支援対象者の就労・増収率 

4-6 
高齢者が地域で安心して暮
らすことができている 

高齢者実態把握調査者数 

高齢者支援センターの相談件数 

いきいきポイント制度のボランティア登録者数 

認知症サポーター養成講座受講者数 

4-7 
尊厳が守られながら必要な
介護サービスを受けること
ができている 

特別養護老人ホームの入所申込者に占める在宅者の割合 

尊厳が守られた介護サービスが提供されていると思っている人の割合 

家族に対して、必要な介護サービスが受けられていると思っている人の

割合 

職に対して、やりがいをもって従事できていると思っている介護サービ

ス従事者の割合 

4-8 
高齢者が生きがいをもって

活動している 

シルバー人材センター会員数 

ふれあいサロンの実施か所数 

社会参加※している高齢者の割合  

※社会参加の例：ボランティア、スポーツや趣味、グループ、学習活動、
ふれあいサロンなど通いの場、老人クラブ、町内会・自治会、仕事 
など 
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算出方法（定義づけ） 

日常生活動作が自立している期間の平均 

KDB（国保データベースシステム）データより、介護保険の要介護度 2～5 を『不健康』、それ以外の状態を『健康』と規定して算出 

日常生活動作が自立している期間の平均 

KDB（国保データベースシステム）データより、介護保険の要介護度 2～5 を『不健康』、それ以外の状態を『健康』と規定して算出 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「1 回に 30 分以上の運動をする日が、1 週間に何日ありますか」という設問に対して、

『2 日～3 日』『4 日以上』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

特定健康診査受診者数／特定健康診査対象者数×100 （法定報告値） 

健康くらしき２１アンケート調査で、「主食、主菜、副菜をそろえて食べることが 1 日に 2 回以上あるのは週に何日ですか」という

設問に対して、「毎日」、「週に 4～6 日」と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「食品の安全性について十分な情報を得られていますか」という設問に対して、『得られ

ている』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「あなたは身近にかかりつけ医がいますか」という設問に対して、『いる』と回答した人

の数／アンケート回答者総数×100 

応急手当講習会の受講者数／市の人口×100 

障がい者アンケート調査（隔年実施）で、「あなたは、倉敷市の障がい福祉サービスにより地域全体で支えられていると思いますか」

という設問に対して、『そう思う』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

障がい者アンケート調査（隔年実施）で、「あなたは、現在の生活の場所に満足してしますか」という設問に対して、『満足している』

と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

障がい者アンケート調査（隔年実施）で、「あなたは、社会に参加できていると思いますか」という設問に対して、『参加できている』

と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

岡山労働局が毎年調査する「一般企業の障がい者雇用率」 

市で集計 

市で集計 

高齢者支援センターの「介護予防把握事業」の実施延べ数 

高齢者支援センターの「総合相談」の件数 

「倉敷市いきいきポイント制度」におけるボランティア登録者数 

「認知症サポーター養成講座」の受講者数 

岡山県で集計 

要介護３以上の在宅者（医療機関に入院中の人を含む）に該当する入所申込者の数／要介護３以上の入所申込者の総数×100 

介護サービス利用者アンケート（隔年実施）で、「尊厳が守られた介護サービスが提供されていると思っていますか」という設問に対して、

『尊厳が守られた介護サービスが提供されていると思う』『どちらかというとそう思う』と答えた人の数／アンケート回答者総数×100 

介護サービス利用者の家族アンケート（隔年実施）で、「必要な介護サービスが受けられていると思っていますか」という設問に対して、

『必要な介護サービスが受けられていると思う』『どちらかというとそう思う』と答えた人の数／アンケート回答者総数×100 

介護サービス従事者アンケート（隔年実施）で、「介護の職に対してやりがいをもって従事できていると思っていますか」という設問に対して、

『介護の職に対して、やりがいをもって従事できていると思う』『どちらかというとそう思う』と答えた人の数／アンケート回答者総数×100 

シルバー人材センターの会員数（年度末） 

「倉敷市ふれあいサロン活動促進事業」における委託サロン数 

市民アンケート調査（まちづくり指標）における属性で、65 歳以上の人で、「あなたは、社会参加していますか」という設問に対し

て、『している』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 
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 項目 めざすまちの姿 まちづくり指標 

５ 
S

D
G

s

・
市
民
協
働
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
行
財
政 

〈
絆

き
ず
な

〉 

5-1 

地域やコミュニティの中

で、だれもが互いに助け合

い、支え合って暮らしてい

る 

地域やコミュニティの中で、困っているときに相談できる人がいると思

っている人の割合 

地域の課題に対して、自分たちでできることは地域コミュニティで解決

しようと考えている人の割合 

5-2 

ボランティア・NPO などの

市民主体の活動が活発に

行われている 

市民活動団体と協働で実施された事業数 

地域の課題を解決するためには、ボランティア・NPO の市民活動が必

要だと考えている人の割合 

5-3 

行政が市民の意見を踏ま

え、施策の検討、効果的な

実施、評価・検証を行い、

改善を図っている 

実質公債費比率 

施設別行政コスト計算書公表施設数 

市民モニターアンケート平均回答者数（１回当たり） 

5-4 
市民が安全で快適に、公共

施設を利用している 

公共施設の利用者数（延べ人数／年度） 

モニタリングの評価が高い指定管理施設の割合 

PPP／PFI 手法による施設整備（改修等を含む）を伴う事業契約件数 

5-5 

市役所が市民の身近な窓

口として課題解決に向け

て責任を持って対応して

いる 

外国人相談窓口の利用数（件／年度） 

地域の要望や困ったことがあったときの行政の相談窓口は、まずは市役

所だと思っている人の割合 

5-6 

だれもが快適で活力に満

ちた生活ができるよう、先

端技術が生活に溶けこん

でいる 

多くの市民が利用する公共施設のうち、キャッシュレス決済が可能な施

設の割合 

5-7 

持続可能な地域をめざす

SDGｓの理念を、だれもが

理解し、行動している 

くらしき SDGｓパートナー（仮称）の登録数 
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算出方法（定義づけ） 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「地域やコミュニティの中で、困っているときに相談できる人がいますか」という設問

に対して、『いる』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「地域の課題に対して、自分たちでできることは地域コミュニティで解決しようと思いますか」という

設問に対して、『そう思う』『どちらかというとそう思う』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市で集計 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で「地域の課題を解決するためには、ボランティア・NPO の市民活動が必要だと思います

か」という設問に対して、『思う』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

地方債の元利償還金などに使われた一般財源／標準財政規模（標準的な一般財源）×100（3 か年平均） 

倉敷市財務書類で公表している施設別行政コスト計算書の施設数 

市民モニターアンケートの年間回答総数／市民モニターアンケート年間実施回数 

スポーツ施設利用者数（有料施設のみ）、図書館入館者数（ライフパーク倉敷図書室含む）、市民学習センター利用者数、公民館利用

者数、複合施設（市民交流センター、環境交流スクエア）利用者数 

指定管理者制度を適用している施設のうち、モニタリングにおける、「Ｓ」評価（高レベルで運営されており高く評価できる）、 

「Ａ」評価（適切に運営されており問題なかった）の割合 

PPP／PFI 手法による施設整備（改修等を含む）を伴う事業契約件数 

外国人相談窓口での相談件数（来訪・電話） 

市民アンケート調査（まちづくり指標）で、「地域の要望や困ったことがあったときの行政の相談窓口は、まずは市役所だと思いま

すか」という設問に対して、『そう思う』『どちらかというとそう思う』と回答した人の数／アンケート回答者総数×100 

市の所管する施設（使用料や飲食・宿泊費用として市民が支払った額が 100 万円以上あった施設）のうち、窓口でのキャッシュレス

決済が可能な施設数／該当の施設×100 

（取組開始時設定） 
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2 ＳＤＧｓとの関連性 
 

 

 

 

 

SDGs の目標 

めざすまちの姿 

 

  １ 子ども・子育て・教育    ＜ 慈
いつくしむ

＞ 

 ２ 文化・産業         ＜ 紡
つむぐ

 ＞ 

 ３ 生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

 ４ 保健・医療・福祉         ＜ 結
むすぶ

 ＞ 

 ５ SDGｓ・市民協働・コミュニティ・行財政 ＜ 絆
きずな

 ＞ 

１ 

1-1 だれもがその人らしさ（個性）を尊重され、幸せに暮らしていくことができている 

1-2 人の痛みを、子どもたちが実感としてわかっている  

1-3 教員の資質が保たれ、教員と子どもが 心豊かな人間関係を築き、学校教育が充実している 

1-4 子どもたちが自然にふれながら、健やかに育っている 

1-5 安心できる環境のもとで出産・子育てができている 

1-6 仕事と家庭の両立ができ、親が子どもとふれあう時間を持つことができている 

1-7 学校・園、地域、家庭が連携して、子どもたちが困窮することなく、安心して学び、成長できる環境となっている 

1-8 障がいの有無にかかわらず、等しく保育・教育を受けることができている 

1-9 興味があることを、だれもが、気軽に学ぶことができている 

２ 
2-1 生活の中に個性的で魅力的な文化芸術が息づいている 

2-2 世代を超えて受け継がれてきた歴史文化や伝統が大切に継承され、輝いている 

2-3 生活の中で、日常的かつ気軽にスポーツに親しむことができている 

2-4 心に充足感やゆとりをもち、家庭と仕事の調和がとれている 

2-5 産業競争力が高く、多様な人材が働く機会に恵まれ、将来の暮らしに希望を持つことができている 

2-6 商業の活性化が地域に活力を生み、時代の流れに対応したビジネスの創出や起業が進んでいる 

2-7 将来にわたり持続可能な魅力ある農業や漁業が営まれている 

2-8 倉敷の魅力を国内外に PR し、たくさんの人が訪れるようになっている 

３ 

3-1 自然環境が守られ、環境と経済・社会とのバランスが保たれている 

3-2 水と空気と大地がきれいで、環境負荷の少ないまちがつくられている  

3-3 
リデュース（ごみの発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（ごみの再生利用）が徹底され、環

境に配慮した循環型社会が形成されている 

3-4 脱炭素社会の実現に向け、だれもが地球温暖化対策を推進している 
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SDGs の目標 

めざすまちの姿 

 

  １ 子ども・子育て・教育    ＜ 慈
いつくしむ

＞ 

 ２ 文化・産業         ＜ 紡
つむぐ

 ＞ 

 ３ 生活環境・防災・都市基盤 ＜ 繋
つなぐ

 ＞ 

 ４ 保健・医療・福祉         ＜ 結
むすぶ

 ＞ 

 ５ SDGｓ・市民協働・コミュニティ・行財政 ＜ 絆
きずな

 ＞ 

３ 

3-5 
行政と市民、企業などが連携し、防災・減災対策や感染症対策などを積極的に進めるとともに、だれも

が命を守る意識を持っている 

3-6 常に安全でおいしい水が届き、安心して暮らすことができている 

3-7 だれもが安全で快適に移動できる道路環境となっている 

3-8 
市中心部の拠点性が高まるとともに、各地域 ・地区の中心部の利便性が向上するまちづくりが行われ

ている 

3-9 便利に公共交通が利用でき、その周辺に住まいや生活に必要な施設が集まっている 

3-10 地域の特色が生かされ、自然と調和した、だれもが住みやすい生活環境となっている 

3-11 先人から受け継いだ歴史的・魅力的な景観が、市内各地で守られている 

3-12 犯罪が少なく、安心して暮らしている 

４ 

4-1 だれもが自分の健康に関心をもち、健康づくりに自ら取り組んでいる 

4-2 豊かな自然の恵みにより食べ物がおいしく、健全な食生活が実現されている 

4-3 市内のどこに住んでいても、だれもが安心して、医療を受けられている 

4-4 障がい者が積極的に社会参加でき、地域の人と安心して共に暮らせるようになっている 

4-5 様々な事情により困窮している人が、自立できるよう地域で支え合っている 

4-6 高齢者が地域で安心して暮らすことができている 

4-7 尊厳が守られながら必要な介護サービスを受けることができている 

4-8 高齢者が生きがいをもって活動している 

５ 

5-1 地域やコミュニティの中で、だれもが互いに助け合い、支え合って暮らしている 

5-2 ボランティア・NPO などの市民主体の活動が活発に行われている 

5-3 行政が市民の意見を踏まえ、施策の検討、効果的な実施、評価・検証を行い、改善を図っている 

5-4 市民が安全で快適に、公共施設を利用している 

5-5 市役所が市民の身近な窓口として課題解決に向けて責任を持って対応している 

5-6 だれもが快適で活力に満ちた生活ができるよう、先端技術が生活に溶けこんでいる 

5-7 持続可能な地域をめざす SDGｓの理念を、だれもが理解し、行動している 
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